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序

関東地方の東部にあって広大な常総台地の南半を占める下総台地は、周囲を海や大河川に固

まれた緑豊かな平坦な地形を成し、古くから人々の生活が営まれてきたことが知られています。

新東京国際空港予定地内においても、先土器時代・縄文時代早期を中心とする遺跡が数多く

所在しており、当センターでは千葉県教育委員会の指導のもとに発掘調査を昭和51年以来計画

的に実施しております。

このたび、昭和54年度に発掘調査を実施したNo.2遺跡・No.10遺跡の調査結果がまとまり報告

書を刊行する運びとなりました。

No. 2遺跡からは、先土器時代の石器群、それに当地域では稀少な古墳時代及び歴史時代の集

落跡が発見され、また、 No.10遺跡からは、先土器時代の石器群及び縄文時代の陥し穴状土壌群

が多数発見されました。

本書は新東京国際空港関連の発掘報告書の第5集にあたりますが、当地域の歴史を解明する

うえでまたひとつ貴重な資料が追加できたといえましょう。

本報告書が学術的資料として利用されるばかりでなく、教育資料及び郷土の歴史に対する理

解を深める資料として活用されることを望んで止みません。

最後に、新東京国際空港公団をはじめ、関係諸機関各位のご協力とご指導にお礼申し上げる

とともに、調査に協力された補助員の皆様に心から謝意を表します。

昭和60年3月

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長今井 正



例 一三口

1.本書は、新東京国際空港予定地内に所在するNo.2遺跡及び、No.lO遺跡の発掘調査報告書であ

る。

2.発掘調査は、新東京国際空港公団の委託を受け、千葉県文化財センターが実施した。

3. 発掘調査は昭和54年度事業として行なわれ、整理作業及び報告書の刊行は昭和58~59年度

事業として実施した。

4.遺跡コードは、 No.2遺跡、が409-006、No.lO遺跡、が409-007である。

5.本書は、新東京国際空港関連の発掘調査報告書の第5集にあたるものである。

6.発掘調査及び報告書作成作業は、下記の職員がこれにあたった。

(1) 発掘調査(昭和54年度)

調査部長 白石竹雄

班 長 杉山晋作

No.2遺跡 調査研究員三浦和信・加藤正信・西口 徹

No.lO遺跡 調査研究員 三浦和信・加藤正信・西口 徹・西川博孝

山口直樹・柳 晃

(2) 報告書作成作業(昭和58年度)

調査部長 白石竹雄

部長補佐 根本 弘

班 長 西山太郎

No.2遺跡 調査研究員雨宮龍太郎

No.10遺跡 調査研究員川島利道

(3) 報告書刊行作業(昭和59年度)

調査部長 鈴木道之助

部長補佐 岡川宏道

班長田坂浩

調査研究員 川島利道

7.本書は、第I篇・第III篇を川島利道、第II篇を雨宮龍太郎が執筆した。

8.本書の編集は、田坂浩、川島利道が担当した。

9.発掘調査から本書の刊行にいたるまで、千葉県教育庁文化課、新東京国際空港公団の関係

者をはじめ、多くの方々から御指導御助言を頂いた。特に、 No.10遺跡の石材の一部について

は国立科学博物館の加藤昭氏に御鑑定を頂き、衷心より謝意を表します。

10. また、現場において酷暑の中、寒風の中を我々と苦楽を共に調査に従事して頂いた調査補



助員の方々、及び室内における整理作業に当って頂いた補助員の方々は本書の刊行に不可欠

であり、終始御協力を頂き衷心より感謝の意を表します。



凡例

1，挿図中に示したもの以外は下記のとおりである。

Na 2遺跡

、

-鉄J宰

. 
. ・・

内 、
赤彩土師器 内黒土師器

Nal0遺跡

国国土域内炭化物 土域内焼土 繊維混入の土器

2， No.10遺跡における石材のうち玉髄は璃瑠を含むものとする。

3，報告遺構名と調査時遺構コードの対照表

)内は、調査時に大グリッドごとに付した遺構コードであるが、本報告書においては 1

号 ・2号のような遺構名に変更した。

NO.2遺跡

A区



住居跡

A-1号跡 (1Aイ001) A-2号跡(lAイ011) A-3号跡(lAイ013)

A-4号跡 (1Aイ012) A-5号跡 (1Aイ006) A-6号跡 (1Aイ004)

A-7号跡 (1Aイ014) A-8号跡 (1Aイ015) A-9号跡 (1Aイ008)

A-10号跡 (1Aイ016) A-11号跡 (2Aイ001)

土墳

A-12号跡 (1Aイ002) A-13号跡 (1Aイ005) A-14号跡 (1Aイ003)

A-15号跡 (1Aイ020) A-16号跡(lAイ007) A-17号跡 (1Aイ009)

A-18号跡 (1Aイ019) A-19号跡 (1Aイ018) A-20号跡 (1Aイ022)

A-21号跡 (1Aイ017) A-22号跡 (2Bイ001)

焼土

A-23号跡 (1Aイ010)

B区

陥し穴

B-1号跡 (2Dイ001) B-2号跡 (2Dイ002) B-3号跡 (3Dイ001)

.B-4号跡 (3Eイ001)

No.I0遺跡

陥し穴状土墳

1号 (ODイ001) 2号 (ODイ002) 3号 (IBイ001) 4号 (1Cイ001)

5号 (1Dイ001) 6号 (1Dイ002) 7号 (1Eイ001) 8号 (2Cイ002)

9号 (2Cイ004) 10号 (2Cイ005) 11号 (2Dイ001) 12号 (2Dイ002)

13号 (ZDイ003) 14号 (2Dイ004) 15号 (2Eイ001) 16号 (3Cイ001)

17号 (3Cイ002) 18号 (3Dイ001) 19号 (3Dイ002) 20号 (3Dイ003)

21号 (3Eイ001) 22号 (3Eイ002) 23号 (3Eイ003) 24号 (4Cイ001)

25号 (4Cイ002) 26号 (4Dイ001) 27号 (5Bイ001) 28号 (5Cイ001)

29号 (5Cイ002) 30号 (5Cイ003) 31号 (5Cイ004) 32号 (5Cイ005)

33号 (5Cイ006) 34号 (5Cイ007) 35号 (5Dイ001) 36号 (5Dイ002)

37号 (5Eイ001) 38号 (5Eイ003) 39号 (6Bイ001) 40号 (6Bイ002)

41号 (6Bイ003) 42号 (6Cイ001) 43号 (6Cイ002) 44号 (6Cイ003)

45号 (6Cイ004) 46号 (6Cイ005) 47号 (6Dイ001) 48号 (6Dイ002)

49号 (6Dイ003) 50号 (6Eイ001) 51号 (6Eイ002) 52号 (6Eイ003)

53号 (6Eイ004) 54号 (6Fイ001) 55号 (7Bイ001) 56号 (7Cイ001)



57号 (7Cイ003) 58号 (7Cイ004) 59号 (7Cイ005) 60号 (7Cイ006)

61号 (7Cイ007) 62号 (7Dイ001) 63号 (7Dイ002) 64号 (7Dイ004)

65号 (7Dイ005) 66号 (7Eイ001)

その他の土壌

1号 (4Dイ002) 2号 (5Eイ004) 3号 (7Cイ002)
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図版1.航空写真

図版2.先土器時代石器群出土状況
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A-7号跡全景
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図版10.先土器時代遺物 (A-2群)

先土器時代遺物 (B-3群)

図版11.先土器時代遺物 (B-1群)

図版12.先土器時代遺物 (B-2群)

A区包含層出土遺物

図版13.A区包含層出土遺物

B区包含層出土遺物

図版14. B区包含層出土遺物

図版目次

図版15.A-1、A-2、A-3、A-5、A-6、A-12号跡出土遺物



図版16.A-7、A-9、A-10号跡出土遺物
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図版19.調査風景
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図版24. Eブロック遺物出土状況
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図版36.接合資料B

接合資料A

図版37.III層直上石器群



図版38. 1・11層出土先土器時代石器群

図版39.醸群構成喋接合例
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第 I篇空港関係遺跡、の概要



1 地理的環境

成田空港のある三里塚地区は、北流して旧鬼怒川谷(現在の利根川下流域)へ注ぐ河川と東

へ下って九十九里の太平洋へ注ぐ河川の分水界をなしており、北東から南西へ続く標高約40m

の平担な広い台地と狭小な谷津から構成されている(第 1図)。

この広い台地面は、下総上位面といわれ(杉原1970)、この辺では上部から表土黒色腐植土

層、立}11ローム層、武蔵野ローム層、常総粘土層、成田層という堆積を示している。

成田層が堆積した頃はこの辺は古東京湾という海を形成しており、その後の海退で陸化が進

行し、古東京湾が消滅する頃には沼沢地や湿地帯となり常総粘土層(下末吉ローム層上半部)

が形成されたと考えられている。そして、その上に武蔵野・立川両ローム層が降下堆積したの

であるが、この頃関東造盆地運動が活発に働き、関東堆積盆地の南東部を占める下総台地は、

南東から北西へ高度が下る現在のような姿に次第になって行ったと考えられる(鈴木尉元他

1980)。

このように下総台地においては造盆地運動により比較的新しい時期に地形が変化していると

考えられ、先土器時代をはじめ考古学的遺跡を理解するうえで注意が必要である。

2 歴史的環境

三里塚地区における広い台地面と狭小な谷津という地形的特色は、考古学的対象となる人々

の生活を大きく規制するものであったと考えられる。それは、過去4冊刊行された報告書をみ

れば明らかであるが、圧倒的に先土器時代から縄文時代早期の遺構・遺物で占められており、

その他の時代の資料が稀なことである。

詳細は第2図及び第1表を見て頂くとして、ここでは主な遺跡・遺構・遺物について述べる

ことにする。

先土器時代は全ての遺跡で発見されている。 VIII層上部"-'VII層下部では、 No.61遺跡・ No.67遺跡

の石斧を伴う石刃石器群があり、石斧はNo.12遺跡・No.55遺跡でも出土しており、局部磨製・打

製を合わせ13点出土している。 VII層上部からVI層では、 No.7遺跡・ No.65遺跡のナイフ形石器群

があり、No.65遺跡から1ブロックで400"-'500点に達する良好な石器群が出土した。 V層"-'III層下

部からは、 No.10遺跡.No.65遺跡で良好なナイフ形石器群が出土している。特にNo.65遺跡では良

好な醸群を伴っている。 III層中部~上面では、 No.60遺跡・ No.66遺跡・No.67遺跡等において槍先

形尖頭器や細石刃を主体とする石器群が出土している。

縄文時代も全ての遺跡から出土している。特に早期のものが非常に多く、その他は前期のも

-3-
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第 2図 空港関係遺跡分布図

一この地図は国土地理院発行の5方介の|地形図(成田)を使用したものであるー
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第 1表空港関係遺跡一覧表

遺跡 調査年度 主な時代及び遺構・遺物 備 考

No. 2 1979 先土器時代(ナイフ形石器) 本報告書
縄文時代(早・中・後期)
古墳時代・歴史時代(鬼高~真間期、製鉄集落)

No.3 1971 縄文時代(撚糸文期住居跡) No. 3遺跡群中の東端部『二里塚」所収
NO.5 1976 先土器時代(ナイフ形石器、槍先形尖頭器) 『木の根』所収

No.6 1977 先土器時代(ナイフ形石器) 『木の根』所収
縄文時代(陥し穴状土墳群、燃糸文)

No. 7 1977~78 先土器時代(ナイフ形石器、槍先形尖頭器) ~No. 7 ~所収
縄文時代(撚糸文期住居跡、陥し穴状土横群)

No.I0 1979 先土器時代(磯群、ナイフ形石器、槍先形尖頭器、細石刃) 本報告書、未調査分あり
縄文時代(陥し穴状土墳群、条痕文、中期初頭)

No.l2 1983~84 先土器時代(大形炭化物片、石斧)
縄文時代(草創期、隆起線文、有舌尖頭器、槍先形尖頭器)

No.13 1971 縄文時代(早期) 台地中心部は削平され、南側縁辺のみ
調査、『三里塚」所収

No.14 1971 縄文時代(条痕文、黒曜石製石器群) ~No. 14~ 所収
及び78

No.18 1971 縄文時代(沈線文期住居跡)

No.19 1971 縄文時代(沈線文期住居跡)

NO.20 未調査 工事用作業棟建設による
で消滅

No.21 未調査 工事により全面削平された
で消滅

No.22 1972 取香牧の捕馬 実測のみ実施『ニ里塚』所収

NO.51 1971 縄文時代(撚糸文期住居跡、阿玉台期炉壮) NO.3遺跡群中の中央部「ニ里塚』所収

No.52 1971 先土器時代(細石刃) No.3遺跡群中の西端部「二里塚」所収
縄文時代(阿玉台期炉壮)

No.55 1971~72 先土器時代(石斧) No.14遺跡群中の中央部『ニ里塚」所収

No.56 1971 縄文時代(沈線文期の住居跡) No.14遺跡群中の西端部『二里塚』所収

No.60 1978~80 先土器時代(ナイフ形石器、槍先形尖頭器) 「取香製鉄跡」を含む、未調査分あり
縄文時代(撚糸文期住居跡)
歴史時代(国分期、製鉄遺構)

No.61 1979~80 先土器時代(石斧、ナイフ形石器) 「御幸畑製鉄跡」を含む
縄文時代(沈線文・条痕文)
弥生時代(後期住居跡)
歴史時代(真問~国分期、製鉄遺構)

No.62 1978~79 先土器時代(ナイフ形石器)
縄文時代(沈線文)
弥生時代(後期住居跡)
歴史時代(真間~国分期住居跡)

No.63 1980~81 先土器時代(ナイフ形石器)
縄文時代
歴史時代(真間~国分期住居跡)

No.65 1982 先土器時代(穣群、ナイフ形石器) 調査中断
縄文時代(撚糸文) 本調査未調査分あり
歴史時代(製鉄遺構)

No.66 1982 先土器時代(槍先形尖頭器、細石刃)
縄文時代(沈線文、条痕文)

No.67 1981~83 先土器時代(ナイフ形石器、石斧) 未調査分あり
縄文時代(沈線文期住居跡、陥し穴状土墳群、炉穴群)

No.68 1981 先土器時代(ナイフ形石器)
縄文時代(条痕文)

6 



のが目に付くぐらいで、中期以降のものは極端に少ない。草創期では、 Nu12遺跡において隆起

線文土器を伴い多量の有舌尖頭器を主体とする遺物群が出土しており注目される。早期前半で

は、 Nu6遺跡・ Nu60遺跡において撚糸文土器を多量に出土するとともに住居跡が検出されてい

る。早期後半では、 NO.61遺跡・ NO.62遺跡・ NO.67遺跡から多量の沈線文土器・条痕文土器が出土

し、 Nu67遺跡からは沈線文期の住居跡が10数基検出されている。また、 Nu6遺跡・ Nu7遺跡・

Nu10遺跡、・ Nu67遺跡からは多量の陥し穴状土墳が検出されている。さらに、 Nu12遺跡・ Nu14遺

跡からは早期のものと思われる多量の黒曜石製石器群が出土している。

弥生時代としては、 Nu60遺跡・ Nu61遺跡・ぬ62遺跡の隣接した 3遺跡からのみ住居跡が検出

されており興味深い。なお、土器は北関東系あるいは印手系が主体と思われる。

古墳時代以後としては、 Nu2遺跡・ Nu7遺跡・ Nu60遺跡・ Nu61遺跡・ Nu62遺跡の各遺跡から

住居跡あるいは製鉄関係の工房社が検出されている。なかでもNu60遺跡とNu61遺跡の南向斜面

からは大規模な製鉄関連遺構群(各々取香製鉄牡、御幸畑製鉄牡と呼称している)が検出され

ている。この他多くの遺跡で鉄津が出土することなどから、かつてこの地域で盛んに製鉄作業

が行なわれていたことが知られるのである。

引用・参考文献

大原正義他 (1978)r佐倉市星谷津遺跡』財団法人千葉県文化財センター

関東ローム研究グループ (1965)r関東ローム その起源と性状一』築地書館

杉原重夫 (1970)r下総台地西部における地形の発達」地理学評論43-12

鈴木尉元他 (1980)r特集=関東堆積盆地」アーバンクボタNo.18

鈴木道之助 (1974)r木苅峠遺跡Jr千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書IIIJ財団法人千葉県文化財センタ
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団法人千葉県文化財センター
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戸田哲也・篠原正・並木忠良 (1977)r東内野遺跡発掘調査概報』富里村教育委員会

西川博孝・西口徹他 (1984)r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書IV-No.7遺跡 』財団法人千葉県文化

財センター

西野元他 (1971)r三里塚 新東京国際空港用地内の考古学的調査一』財団法人千葉県北総公社

野口行雄 (1983)r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書III-No.I4遺跡一』財団法人千葉県文化財センタ一

橋本勝雄 (1984)r八千代市権現後遺跡 萱団地区埋蔵文化財調査報告書I一』財団法人千葉県文化財センター

宮重行・池田大助他 (1981)r木の根』財団法人千葉県文化財センター
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NO.2遺跡

第 1章調査の概要

第 1節遺跡の位置と環境

No. 2遺跡は山武郡芝山町岩山字中袋2016他に所在し、新東京国際空港の南端に位置する。

遺跡付近は西流する九十九里方面への水系と北流して利根川に注ぐ水系との分水嶺となって

おり、なだらかな丘陵地が展開し、浅い小支谷が八方に入り込んでいる。

遺跡は九十九里に注ぐ栗山川に合流する高谷}IIと木戸川との解折作用によって形成された支

台上に存在し、芝山町岩山地区を東流する高谷川のー支流の水源地付近に位置している。遺跡

をのせる小台地はその四周を小支谷によって包囲された海抜41m余りの半島状を呈している。

周囲の水田面との比高は約22mを測る。遺跡はこの小台地の北端に位置し、その中央部は小支

谷による侵食を受けて、地形的には東、西の両高燥地から構成されている(第3図)。

ji!llmltwilll水田

。 500m 

第3図遺跡周辺の地形図 (1/20000)



No.2遺跡

第2節調査の経過と方法

発掘調査は20.000niを対象に、確認調査を昭和54年 7月2日から 9日まで、本調査を昭和54

年8月17日から11月19日まで行なった。

発掘調査を実施するに際して次のような遺跡区画単位を設け、確認調査の進行や現場におけ

る遺構・遺物の取扱いはこれに従って行なわれた。

まず公共座標に基き50m方眼単位の大グリッドを設定し、その大グリッドをさらに 5m方眼

単位の小グリッドに細分して l単位大グリッドが100単位小グリッドから構成されるようにし

た。グリッド名称は大グリッド縦列を西から東へA、B、C……とし、横列を北から南へO、

l、2、……として、これらを組合わせて個々の大グリッドを 1A、3D等と呼称した。大グ

リッドに包括される小グリッド名称は北西隅から横方向に00から99までの 2連番号を順次付し

て南東隅に到るように設定した。

上記方法による調査対象区域のグリッド設定後、遺構・遺物の分布状況を把握し本調査区域

を設定するための確認調査を実施した。確認調査の試掘坑は 2X2mで、これを調査対象区域

全体に均等に配分した。試掘坑の総面積は調査対象区域面積の約5%である。試掘は表土より

すべて人力で行なわれ、第III層直上まで掘り下げて土器片の多寡、遺構の有無等を調査した。

遺構が検出されない場合はさらにローム層を第IX層直上まで掘り下げて先土器時代の遺物の有

無を調査した。遺構が検出された場合は本調査における遺構調査の終了後に、同様の手続きで

先土器時代の確認調査を実施した。

本調査では確認調査の結果を承けて、 A区では先土器時代遺物包含層および古墳・歴史時代

遺構群、 B区では先土器時代遺物包含層および縄文時代遺物包含層・遺構群の精査を行なった。

A区の古墳・歴史時代遺構のプランは腐植土層中の時黄褐色テフラ層(第IIb層)直上でほぼ

検出できた。またB区の縄文時代遺物包含層の調査は、出土した遺物を小グリッド毎に一括し

て記録・収納した(第4図)。

~ 12 ~ 
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NO.2遺跡

第2章 A 区の調査

第1節先土器時代(第5図、図版2) 

A区からは 2箇所の炭化粒集中地区と 1箇所の石器類集中地区が検出されている。西側の台

地奥部の地区をA-1群、東側の台地縁辺部の地区をA-2群として、その内容を報告する。

A-1群(第6図)

層序は全体として西から東へ緩く傾斜している。ここからは炭化粒のみが検出された。小規

模な北西群と大規模な南東群とに分かれる。

北西群は径 1m程の広がりを有し、散漫な分布状況を示す。 VI層からVIII層上層にかけて分布

している。

南東群は径 3m程の広がりを有し、比較的密に分布する。 IV-----V層からVIII層にかけて検出さ

れた。

A-2群(第7図)

炭化粒と石器類の混在群である。地形的にはA-1群地区から連続した地区で、層序はA-

1群同様に全体として西から東へ緩やかに傾斜している。

炭化粒は調査区域内に広範に分布するが、その密度の濃い地点は 2B55グリッド中央部、 2

B56グリッド北西部、 2B66グリッド南東部から 2B67グリッド南西部にかけての地点である。

出土層位はその大半がIV-----V層からVII層にかけて検出された。

石器類は調査区域の北部に集中し、前述の 2B56グリッド北西部の炭化粒密集地点と隣接し

ている。出土層位はVII層からVIII層にかけて検出されているが、後述する接合フレークの各片は

VII • VIII両層にわたって出土しており、文化層としては一括的に把握することができる。

石器類の出土点数は安山岩製34点、砂岩製2点、計36点で、その大半が無調整の剥片・小片

類であり、器形を整えたトウールは皆無であった。ここでは使用剥片及び接合剥片について報

告する。

A-2群石器類(第8図、図版10)

1は砂岩製の使用剥片でVII層下部から出土した。器肌は幾分風化しており、リングの所在は

かろうじて判別できた。表面左側縁に小範囲の使用痕がある。

2は安山岩の接合の剥片でV11層からVIII層にかけて各片が検出されており、接合点数は 9点で

F
h
d
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No.2遺跡

ある。各片はすべて無調整だが、裏面下端付近には細かな敵打痕の集中箇所が認められた。分

割前の母岩をハンマーとして使用した痕跡かも知れない。

3は安山岩の接合剥片2片から構成されており、各々VII層とV11l層から出土した。

表面採集遺物(第45図)

3 B07グリッドより採集された頁岩製の剥片である。

市41 十五42 イ五43
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第6図 A-1群遺物出土状況図(1/100)
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。 5cm 

第8図 A-2群石器類実測図 (2/3)

第2節縄文時代(第9図、図版12""13) 

A区では明瞭に縄文時代に属する遺構は検出されなかった。しかしながら当該期遺物包含層

の調査において若干数の土器片が出土したので、主な資料を報告しておく。

1はRLの横走撚糸文である。縄文時代早期初頭の撚糸文系土器である。

2は胴部破片でLRの斜縄文が施文されている。胎土中には繊維が混入している。前期前半

に属するものであろう。

3は無文であるが裏面口縁直下には爪状工具による浅い擦痕列が見られる。胎土には砂が多

く、雲母片が混入する。中期前半の粗製土器である。

4はRL斜縄文を磨り消した波状口縁の一部である。後期前半に属する。

5は4本の隆起懸垂文を貼付し、器面には貝殻状工具による連続刻目文を施している。中期

前半の土器である。

nv 
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第 9図 A区包含層出土遺物実測図 (1/3)

古墳~歴史時代(第10図)

IOcm 

調査区域西北部の台地縁辺上に住居跡を中心とする竪穴遺構が集中している。これらより東

方にやや離れてA-22号跡が検出された。遺物が出土しなかったために時期決定の困難な遺構

もあるが、一括して本項で取り扱うこととする。

遺構数は23基であり、その内訳は次のとおりである。

住 居 跡...・H ・..11基 (A-1"-'11号跡)

鍛冶工房跡...・H ・..2基 (A-12・13号跡)

土 塘...・H ・..9基 (A-14"-'22号跡)

焚 火 跡……… 1基 (A-23号跡)

多くの住居跡の床面上には焼土が散布していたが、床面には明瞭な赤変硬化箇所が認められ

ず、状況的に住居の上部構造を暗示させる炭化材の出土も見られないことから、 これらの焼土

は後述の鉄津とともに住居跡内に投棄されたものと考えられる。

20 -
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住居跡内からは多数の鉄津が検出された。これらの鉄津の殆どは磁石に号|かれ、鉄錆色を呈

する径2cm前後の粒状鍛冶津であるが、少数ではあるが磁石にヨ|かれず、暗褐色や青褐色を呈

する製錬津も混在していた。これらの鉄津は鍛冶工房等で行なわれた鍛冶作業後に前述の焼土

とともに住居跡内に投棄されたものと考えられる。

なお調査区域外の後背台地を踏査したが、当該時期の土器片は殆ど見られなかったので、調

査区域外に本集落跡の主体部があるとは考え難い。検出された遺構群でほぼその全貌を現わし

ていると見倣してさしっかえなかろう。
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第10図 A区遺構配置図(1/1000)
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住居跡

黒色土層

暗褐色土層

ローム粒(多)・炭化粒(少)

暗黄掲色土層

ローム粒(多)・炭化粒(多)

暗黄褐色土層

ローム粒(多)・炭化粒(多)・焼土粒(少)

黄褐色土層

ローム粒主体層

暗黄褐色土層

ローム粒(多)・焼土粒(多)

黄褐色ロームばいらん層

l層

2層

5層

6層

c 

d 

3層

官、

ω国
・

h
F
D
M

ヨ

カマド

暗黄褐色土層

ローム粒(多)・砂(少)

暗黄褐色砂質土層

暗褐色土層

焼土粘(多)・炭化粒(多)

7層

l層

2層

3層

b 

11d詰込
a -38.402m 

。

A-1号跡実測図(1/60・1/30)
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A-l号跡(第11図、図版2) 

長軸がほぼ南北方向に沿った長方形プランで、床面は北方にやや傾斜する。側溝が全周し、

柱穴は検出されなかった。南壁中央から東よりの部分にカマドが設定されている。

カマドは側溝を中心に煙道部下のピットを壁外へ80cm、燃焼部ピットを住居内へ40cm程延ば

した卵形プランのピット上に構築されている。上部施設は両袖部の下半が残存しており、中央

部は陥没していた。

床面上には焼土が広く分布し、南東コーナー付近には炭化材の集中箇所が検出された。

粒状鍛冶津が多数出土したが、その殆どは覆土中からのもので、床面からの出土例は少ない。

出土遺物(第12図、図版15)

1は小型聾(土師器)で口径13.6cm、現高13.5cmを測る。茶褐色を呈し、口縁部内外面は横

ナデ、胴部外面は板材木口部でへラケズリ、胴部内面はナデ処理である。内面口縁付近は器肌

が荒れ、径2皿程の浅い剥落痕が多数見られる。

遺構の中央部よりやや北側、覆土上層から散乱した状態で出土した。

2は大型聾(土師器)で口径26.1cm、底径10.4cm、上部現高10.6cmを測る。暗褐色を呈し、

口縁部内外面は横ナデ、胴部外面へラケズリ、同内面はナデている。へラケズリの上端付近に

は連続指頭圧痕がめぐっているが、これは下部へラケズリの際に土器を固定させるために当該

部の内外面を指で強くオサエたために生じたものであろう。また外面には煤が若干付着し、内

面は 3~4 皿の浅い剥落痕が少々見られる。胎土中の砂粒はやや多い。

1の東隣の覆土上層から散乱した状態で出土した。

¥ 工フ2

。 IOcm 

第12図 A-1号跡出土遺物実測図(1/4)
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住居跡

黒色土層

暗褐色土層

風化ローム粒(多)・炭化粒(多)

焼土粒(少)

黒色土層炭化粒(多)

晴縄色土層

風化ローム粒(多)・炭化粒(少)

黄褐色ロームばいらん層

カマド

晴赤褐色砂質土層

焼砂(多)

暗褐色土層

砂(少)・炭化粒(多)

暗縄色土層

砂(少)

黄縄色ローム

小ブロック主体層

。

1層

2層

3層

4層
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A-2号跡実測図 (1/60・1/30)
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A-2号跡(第13図、図版3) 

胴張りぎみの正方形プランを呈する。柱穴は南東壁中央付近に 1基確認された。側溝は北東

壁では完周せず、南西壁側では壁より離れてめぐっている。カマドはそこに生じた平担面をま

たぐように設置されていた。

カマドの下部施設は壁面を多少修正し、深い側溝を暗褐色土で埋めていた。上部施設は両袖

部下半が遺存する。

床面上には狭い焼土域が2箇所確認された。

粒状鍛冶津が多数検出されたが、遺構西半部からの出土が多かった。床面出土例とともに覆

土中かなり浮いた部分からの検出例も目立つ。

出土遺物(第14図、図版15)

1は杯(土師器)で口径10.lcm、器高3.8cmを

測る。色調は外面明褐色、内面黒色を呈する。

外面はへラケズリの後へラナデ、内面はへラミ

ガキである。なお体部外面に大きな黒斑がある。

。 IOcm 

カマドの手前東寄りの地点、床面から一括出 第14図 A-2号跡出土遺物実測図 (1/4)

土した。

A-3号跡(第15図、図版3) 

ほぽ正方形のプランで、側溝・柱穴は存在しない。中央からやや北コーナー寄りに浅い摺鉢

状の不整形なピットが存在する。羽口の出土はなかったが、鍛冶炉の可能性がある。カマドは

北東壁の東コーナー付近に設置される。なお南東壁中央からカマドに向かつて撹乱溝が走って

いた。

カマドは壁外へ20cm程突出した煙道部下のピットと壁際に設けられた半楕円形プランの燃焼

部ピットの上に構築されている。現状では両袖部下半が残存し、中央部は陥没していた。

床面上には南西壁に沿って焼土が分布していた。

粒状鍛冶津が多数出土したが、製錬津が15点混在する。これらは遺構南東側からのものが多

く、その中でも床面出土例と覆土2層中出土例とに大分されるようである。

出土遺物(第16図、図版15)

1は小型聾(土師器)で口径13.8cm、現高9.1cmを測る。暗赤褐色を呈し、口縁部内外面は横

ナデ、胴部外面は組雑なへラケズリ、同内面は横方向のへラミガキを施す。

カマドの手前、東コーナー付近の覆土中層から散乱した状態で出土した。

2は鉄環で直径3.3cm、厚さ 3皿を計る。表面が剥離する程度に鋳化が進んでいる。鍍金の有

無は不明。遺構中央部の覆土上層から単独出土した。

25 
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暗褐色土層

ローム粒(多)・風化ローム粒(多)
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ローム粒(少)

暗黄褐色土色
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暗褐色土層

ローム粒(少)・炭化粒(少)
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カマド

暗縄色土層

砂(少)・炭化粒(少)

暗黄褐色土層

風化ローム粒(少)・砂(少)

暗貧褐色土層

焼砂(多)・炭化粒(少)

黒色土層
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第16図 A-3号跡出土遺物実測図 (1/4・1/2)

A-4号跡(第17図、図版4) 

不整長方形プランを呈し、柱穴・側溝は存在しない。南東壁には張り出し部が設けられてい

る。カマドは北東壁の東コーナー付近に造られている。

カマドの煙道部下のピットは壁を10cm程削りとっただけのもので、燃焼部ピットは壁から30

cm離れた場所に浅く楕円形に掘り込まれている。上部施設は両袖部の基部が遺存していた。

カマドの周囲の床面上には焼土が分布していた。

粒状鍛冶津が多数出土したが、製錬津が2点混在する。これらの多くは床面から少し浮いた

覆土2層中から検出された。

本住居跡はカマドは付設されているが、平面的には鍛冶工房跡としたA-12・13号跡に類似

している。階段状のテラスは見られないが相当部分には張り出しが存在する。また他の住居跡

に比べ、遺構の掘り方が浅い点もA-12・13号跡と共通している。これらのことから、「カマド」

が鍛冶炉として使用されたのではあるまいか。

A-5号跡(第18図、図版4) 

不整方形プランを呈し、とくにカマド設置箇所は壁線の出入りが激ししミ。柱穴・側溝は存在

しない。カマドは北東壁の東コーナー付近に設置されている。

カマド煙道部下の壁は僅かに外方へ掘り広げられ、燃焼部のピッ卜は壁際から浅く掘り下げ

られている。カマドの上部施設は煙道部と両袖部下半が遺存しており、中央部は陥没していた。

粒状鍛冶津が多数検出されたが、遺構東半部からのものが多く、なかでもカマド内より集中

的に出土した。床面上からの出土例が多い。

出土遺物(第四図、図版15)

1は杯(土師器)で口径12.6cm、器底4.3cmを測る。明褐色を呈し、口縁部内外面は横ナデ、

体部から底部にかけて外面は深いへラケズリ、内面は横ナデ調整である。胎土中には小石・砂

がやや多い。北コーナー付近の床面から、ほぼ完形で出土した。
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住居跡

黒色土層

ローム粒(多)・炭化粒(多)・焼土粒(少)

暗褐色土層ローム粒(多)

晴褐色土層

ローム粒(多)・炭化粒(多)

暗黄褐色土層

ローム粒(多)・ローム小フ'ロック(少)

炭化粒(少)

黄縄色土層

風化ローム土(斑状)・炭化粒(少)

黄褐色ロームばいらん層

カマド

黒色土層

焼砂(多)・炭化粒(少)

暗褐色土層焼砂(多)

暗黄褐色土層焼砂(少)
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暗褐色土層

ローム粒(少)・炭化粒(多)

暗責褐色土層

ローム粒(多)・炭化粒(多)

黄褐色ローム粒主体層

暗黄縄色土層

ローム粒(多)・炭化粒(少)

カマド

晴褐色土層

焼土粒(少)・砂(少)

暗黄褐色砂質土層

暗褐色土層

暗赤褐色土層

焼土粒(多)・砂(多)
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ローム粒(多)・炭化粒(多)・焼土粒(少)

暗黄褐色土層

大粒ローム粒(多)・炭化粒(多)

黄褐色ローム粒主体層

暗黄褐色斑状ローム主体層

暗褐色土層

炭化粒(多)・焼土粒(多)

縄色風化ローム粒主体層

カマド

暗褐色土層

砂(多)・炭化粒(少)・焼土粒(少)
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No.2遺跡

A-6号跡(第20図、図版5) 

略正方形を呈する胴張りのプランである。柱穴は 5基(P1・P2・P30 P.OPS)検出された

が、 P1・P3はP2・P.に比し浅くなっており、 Psはそれらの中間的深きである。柱穴の深さが

柱の高さに比例するとすれば、この住居跡の上部構造は一方向のみに傾斜する片流れ式であり、

出入口には東側に設けられたものと思われる。 P6は浅い摺鉢状の不整形ピットで、その覆土に

は焼土が充填していた。このピットは壁や柱穴に接近し過ぎているため鍛冶炉としての使用は

困難であったと思われる。側溝は存在しなし3。カマドは北西壁の北コーナー付近に設置されて

いた。

カマド煙道部のピットは壁より25cm程突出して掘り込まれ、燃焼部のピットは壁より20cm程

離れた箇所に楕円形に浅く掘られていた。カマドの上部施設は両袖部下半が遺存する。

粒状鍛冶津が少数出土したが、その中に製錬津が7点混在する。分布は散漫で床面上からの

出土が多かった。

出土遺物(第21図、図版15)

1は小型聾(土師器)で口径12.2cm、現高5.1

cmを測る。色調は外面赤褐色、内面暗赤褐色を

呈する。口縁部内外面横ナデ、嗣部外面下から

上方向のへラケズリ、同内面へラナデ調整がな

されている。口唇部は水平に外方に延びている

が、これは胴部へラケズリの際に土器を倒置し

たためと思われる。内外面共器肌の剥落が見ら

れるが、とくに内面において著しい。

南コーナーを中心とした覆土上層から散乱し

た状態で出土した。

2は小型聾(土師器)で上部と下部に分かれ

るが接合しなし〉。口径12.1cm、現高上部5.6cm、

嗣[，

而~，
~ 
。 IOcm 

第21図 A-6号跡出土遺物実測図 (1/4)

同下部5.2cm、底径5.8cmを測る。明褐色を呈し、口縁部内外面横ナデ、胴部外面へラケズリ、

同内面はナデである。頚部の横ナデは強く肩部との境は明瞭な稜をなす。胴部外面には若干の

剥落部がある。胎土は比較的キメが細かい。

遺構南東部の覆土上層において、かなり散乱した状態で出土した。

A-7号跡(第22図、図版5) 

北壁がやや短かい方形プランを呈する。柱穴は l基確認された。側溝は存在しない。カマド

は南壁の南西コーナー付近に設置されている。
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No.2遺跡

カマドの煙道部は壁を若干掘り広げ、燃焼部には浅い皿状のピットが造られている。上部施

設は煙道部と両袖部下半が遺存していた。

床面上には各所に焼土が散布していた。

粒状鍛冶津がやや多量に検出された。その多くは床面上からの出土である。

出土遺物(第23図、図版16)

1は杯蓋(須恵器)で口径9.9cm、器高3.2cmを測る。明灰色を呈し、体部はナデが行き届き

平滑だが、天井部はへラ切り後無調整である。体上部に「の」形のへラ記号状の陰刻がある。

ロクロは右回転で、胎土中の小石・不純物は少ない。カマド、手前の南西コーナー付近、床面か

らほぼ完形で出土した。

2は杯(土師器)で口径7.4cm、現高1.9叩を測る。暗褐色から黒色を呈し、口縁部内外面は

横ナデ、体部外面はへラケズリの後ナデ、同内面にはナデが施される。胎土中の小石・砂はや

や少ない。北壁中央部付近、覆土下層から出土した。

3は杯(土師器)でお口径10.5cm、器高3.5cmを測る。色調は暗褐色で内面は黒味が強い。口縁

部内外面は横ナデ、体部から底部にかけて外面はへラケズリの後ナデ、内面はナデが行なわれ

る。胎土中には小石・砂がやや多い。南東コーナー付近、床面から一括出土した。

4は小型聾(土師器)で、口径13.5cm、底径8.0cm、器高14.5cmを測る。暗茶褐色を呈し、口

縁部内外面は弱い横ナデ、胴部外面へラケズリ、同内面はナデ調整される。胴下部外面は器肌

の剥落が著しく、上部にも径5mm程のアパタ状剥落痕が見られるが、内面は荒れていなしユ。ま

た胴部外面には煤が付着する。胎土は砂を多く含む。 1に南隣して床面から一括出土した。

5は聾(土師器)で胴下半部のみ残存した。底径8.4c加、現高12.0cmを計る。色調は赤褐色を

呈し、外面には赤味の強い部分があるが、塗彩痕か否かは不明。胴部外面はへラケズリの後へ

ラナデがなされ平滑であり、同内面はナデられているが器肌の剥落が著しく凹凸が激しい。胎

土中の小石・砂は少ない。カマドの手前やや西よりの地点、覆土下層から一括出土した。

6は底部破片(須恵器)で、査か瓶のものであろう。底径14.4cm、現高1.4cmを測る。器表面

は暗青紫色だが、断面では暗青紫色と赤紫色とが横縞状に成層している。胎土中には径2mm程

の小石・ガラス質微細砂粒・黒色炭化有機物が含まれる。なお現形は四角形の破片で、割れ口

は鋭い稜を成しているが、一角のみ磨滅して鋭利な角がとれている。破片の再利用を考えさせ

る。 3に東隣した南東コーナ一、覆土中層から出土した。

7は高杯(土師器)で、脚上部が接合しない。口径16.2cm、脚端径1l.4cm、杯部現高4.7cm、

脚部現高3.3cmを測る。赤褐色を呈し、杯部外面には口縁下に細沈線が1条めぐっている。内外

面共丁寧にナデられ、その上から赤色化粧土をハケで二度塗りしている。胎土は精良で小石・

砂は殆ど見られない。

カマド内床面から散乱した状態で出土した。
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ローム粒(多)・炭化粒(多)
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暗褐色土層
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焼土粒(少)

賞褐色ロームばいらん層

カマド

晴黄褐色土層砂(多)
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第23図 A-7号跡出土遺物実測図(1/4)

A-8号跡(第24図、図版6) 

床面の浅い遺構で、とくに東壁は遺存状態が悪い。長方形プランを呈し、側溝は存在しない。

柱穴は 2基(P1・P2)確認されており、 P2の方がP1よりも深い。本住居跡の上部構造もA-

6号跡と同様な片流れ式ではあるまいか。とすれば出入口は東側になるであろう。カマドは西

壁の南西コーナー付近に設置されている。

カマドの煙道部は壁を20cm程掘り広げて突出させ、燃焼部には楕円形の浅いピットを穿って

いる。上部施設は両袖部基部のみが遺存する。

床面上からは 2箇所の焼土散布域が見られた。

粒状鍛冶津が多数検出されている。南半部からの出土が目立つたが、とくにカマド付近に集

中している。床面あるいはその付近から検出されたものが多い。

なお北東コーナーは撹乱を受けており検出不能だった。

出土遺物(第25図)

1は杯(土師器)破片で口径15.5cm、現高5.0cmを測る。暗赤褐色を呈し、外面はへラケズリ

の後ナデ、内面はミガキに近いへラナデである。内外面共赤彩が施されるが、外面には黒斑が

見られる。胎土中には砂がやや多い。

カマド南脇の覆土下層から、やや散乱した状態で検出された。
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。 IOcm 

第25図 A-8号跡出土遺物実測図 (1/4)

A-9号跡(第26図、図版6) 

北西壁が短かい台形状を呈する。側溝は全周している。南東壁中央部付近にピットが存在す

るが、深さや掘られた方向からして柱穴とは考えられない。カマドは南西壁中央からやや南コ

ーナー寄りの箇所に設置されている。

カマドは側溝を中心に壁側を若干掘り広げ、床面部は半楕円形の浅いピットを穿って、排出

したローム土で側溝を埋めて下部施設を形成した後に、上部施設を構築している。上部施設の

遺存度は良好であり、煙道部が明確に検出された他、土器挿入部もほぼ本来の位置を保ってい

。
た

遺構東半部の床面上には焼土が広範に散布していた。

粒状鍛冶津が多数検出されたが、製錬津が1点混在する。分布は遺構東半部に偏っており、

床面出土のものは少なく、覆土中出土例が目立つ。

出土遺物(第27図、図版16)

1は小型聾(土師器)でト口径13.8cm、底径5.4cm、胴部最大径13.6cm、器高5.4cmを測る。茶

褐色を呈し、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面へラケズリ、内面はナデが施されている。胴部

のへラケズリは弱く、ナデに近いために器面は僅かに光沢をもっ。胎土中の小石・砂はやや少

ない。

カマドと南東壁に狭まれた空間の覆土中層から下層にかけて散乱した状態で出土した。

A-lQ号跡(第28図、図版7) 

A-20号跡を切って構築された遺構である。本来の長方形プランを一部拡張した不整長方形

プランを呈する。拡張後にはローム土を敷き詰め貼床としている。拡張前には 2基の柱穴と側

溝が存在した。側溝は一部掘り過ぎのため不明部分があるが、西コーナー付近で途切れている。

拡張時にはこれらはすべて埋められている。カマドは北西壁中央部に設置されていた。

カマドの下部施設は壁を30cm程外方に突出させ、床面には不整円形ピッ卜を穿っている。上

部施設は遺存が比較的良好で、煙道部と両袖部下半が残存していた。
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A-9号跡実測図(1/60・1/30)
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。 IOcm 

第27図 A-9号跡出土遺物実測図 0/4)

床面上には北コーナー付近を除き焼土が広範に分布し、炭化材も検出された。

また東コーナーからは製錬原料と思われる14.6kgの砂鉄堆積が発見された。

粒状鍛治津が少数検出された。すべて覆土中からの出土である。

出土遺物(第29図、図版16)

1は杯蓋(須恵器)で口径16.3cm、器高4.2佃を測る。明灰色を呈し、外面は口縁部から体部

にかけて回転へラケズリ後回転ナデ、天井部は回転へラケズリのみ、内面は回転ナデである。

ロクロは右回転で、胎土には小石を少量含む。なお口縁部の一部には煤が付着している。カマ

ド正面手前の覆土下層から散乱した状態で出土した。

2はフラスコ形長頚瓶(須恵器)で口径10.lcm、器高25.2仰を測る。胴部はその最大径が図

示した角度では17.1側、 90・回転させると15.3仰となり、ラグビーボールに近い形状を呈する。

暗灰色で、外面は回転ナデが行き届き平滑だが、口頭部内面には水ぴき痕がそのまま残される。

底部周辺には幅3皿程のワラ状物による焼成前に付された短い擦痕がとりまいている。胴部外

面には器肌の剥落が著しい部分がある。また肩部から胴部にかけて煤の付着が見られる、胎土

中の小石は少ない。カマド東脇の覆土下層から散乱した状態で出土した。

3は、鉄鎌である。現在先端部が欠失し、刃部中央から折離している。基部を 8mm程折曲げ、

刃部は中央あたりから湾曲の度合いを強めている。萱状の木質部が付着した部分が数か所ある。

南西壁際において、南コーナー付近と中央より西コーナー寄りの地点とに分離して出土した。

出土層位は覆土中層である。

4は万子の切先部である。先端部が折損している。鋳化が進行し鋳ぶくれが著しく、図示し

た断面も本来の厚みではない。現長8.0仰を測る。

カマドの南 1mの地点、覆土最上層より出土した。
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第28図 A-10号跡実測図(1/60・1/30)
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第29図 A-10号跡出土遺物実測図(1/2・1/4)

A-ll号跡(第30図、図版7) 

正方形に近い長方形プランを呈する。柱穴と思われるものは 2基(P1・P2)確認されたが、

P2の方は極端に浅い。本住居跡もA-6・8号跡同様な片流れ式とすれば、その出入口は南東

側になろう。側溝は全周している。カマドは南西壁の南コーナー付近に設置されている。

カマドの下部施設は壁を若干突出させ、床面には円形のピットを掘り込んでいる。側溝を埋

めた形跡はなし当。上部施設は煙道部はつぶれているが、比較的遺存良好である。

床面上には焼土の散布が見られた。

粒状鍛治津が少数検出され、 4点の製練津が混在する。床面からの出土が多かった。

A-12号跡(第31図、図版8) 

不整な長方形プランを呈する。東壁付近は床面が僅かに高くなっている。中央には不整形の

浅いピットがあり、その周囲には浅いくぼみ状の落ち込みが4箇所確認された。

このピットには焼土が充填しており、それを取りまく 2つの落ち込みには鍛冶炉の壁材と思

われる山砂が残存しており、ピットに面する部分は赤く焼けて硬化していた。またこのピット

の周囲には径2cm前後の明褐色を呈する炉壁材外方部と見られる素焼粘土片が床面からやや浮
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A-12号跡実測図 (1/60・1/30)
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No.2遺跡

いた状態で散乱していた。

遺構の床面にはこれらピットや落ち込みを被覆するように焼土が広範に散布していた。

粒状鍛冶津が多数検出され、製錬津が 1点混在する。床面からの出土例が多い。

出土遺物(第32図、図版15)

1は杯(土師器)で口径8.8cm、器高2.7仰を測る。明褐色を呈し、外面はへラケズリの後に

粗雑なへラミガキ、内面は横方向のへラミガキを施す。口縁部内面には煤が付着する。胎土は

精良で小石・砂は少なし3。南コーナー床面から一括出土した。

2は杯(土師器)で口径10.3cm、器高3.9cmを測る。色調は外面暗茶褐色、内面黒色を呈す

る。調整は外面が口縁部横ナデ、体部から底部にかけてはへラケズリの後ミガキに近いへラナ

デで弱い光沢をもっ。内面は横方向のへラミガキである。内面には細かいヒビ割れが全面に見

られる。胎土には小石がやや多い。酉コーナーの東70........80cmの付近、覆土上層からやや散乱し

た状態で出土した。

3は小型聾(土師器)で口径15.4cm、現高6.3cmを測る。色調は外面黒色、内面明褐色を呈す

る。口縁部内外面は横ナデ。胴部外面は弱いへラケズリ。内面はナデが施されている。内面の

器肌の剥落が著しい。胎土には砂粒がやや多い。

北東壁中央壁際床面から一括出土した。

汐
H
N
W

。 IOcm 

第32図 A-12号跡出土遺物実測図(1/4)

A-13号跡(第33図、図版8) 

不整な長方形プランを呈する。南東壁の中央部には階段状に高くなったテラスが形成されて

いる。遺構中央部には浅いくぼみ状の落ち込みが確認された。

この落ち込みには焼土が充填しており、部分的に焼砂が残存していた。また落ち込み中とそ

の周囲からはA-12号跡と同様な明褐色素焼粘土片が若干検出されている。

床面上には落ち込みを被覆するように焼土が散布していた。

遺構の北東半部を中心に粒状鍛冶津が多数検出された。その多くは床面からの出土である。

なお遺構の北東壁は撹乱を受けている。
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NO.2遺跡

出土遺物(第34図)

7)1 ミヨ
で口径9.0cm、現高2.3cmを1は杯(土師器) 。

い

N
W
刺
繍
口

測る。色調は明褐色を呈する。外面は口縁部は

'¥ I ゐ〆2組雑なへラミガキ、体部から底部にかけてはへ 、_j_U2ラケズリ、内面は横方向のへラミガキである。

胎土は精良で小石・砂は少ない。中央部落ち込
5cm 

IOcm 。
みの北脇床面から単独出土した。

A-13号跡出土遺物実測図 (1/2・1/4)
の口縁部及び底部破片

第34図
2は小型聾(土師器)

である。他に胴部片が若干あるが接合しない。

口縁部内外面は横ナデ、胴下部外面へラケズ口径8.0cm、底径6.2cmを測る。暗赤褐色を呈し、

リ、内面ナデが施されている。内面は器肌の剥落が著しし瓦。胎土中には白砂が多い。中央部落

ち込み南側の床面上より散乱した状態で出土した。

B 

3は鉄鉱の茎部片である。現長2.1cmを測る。

西コーナーから90cm東の地点、覆土下層から出土した。
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暗黄縄色土層 -----..:!!密室ミ

ローム粒(多)・焼土粒(少)・炭化粒(多)

暗黄褐色土層

ローム粒(多)・炭化粒(少)
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焼土粒(少)・炭化粒(少)

l層

2層

A-14号跡実測図 (1/30)
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NO.2遺跡

A-14号跡(第35図)

不整な円形プランを呈する。掘り方は北側が深くなる浅い皿状で、中央部には卵形の浅い落

ち込みが確認された。この落ち込みには焼土が充填し、その周囲にも焼土の散布が見られた。

粒状鍛冶津が4点検出されたが、いずれも遺構覆土上層中からの出土である。

A-15号跡(第36図)

不整楕円形プランの浅い皿状の遺構である。

覆土中には焼土粒が多く含まれており、底面も焼き締まっている。遺物は出土していない。

A- B 

l層暗褐色土層

円 焼土粒(少)A-40.682m -B 
目 7"" 2層暗赤縄色土層

¥2一一一¥一七二-::____/ 焼土粒(多)

。 1m 

第36図 A-15号跡実測図(1/30)

A-16号跡(第37図)

不整長方形プランを呈する。遺物は出土していない。

A-17号跡(第38図)

不整楕円形プランで、西端部は一段深く掘り下げられている。底面上には長軸方向に沿って

焼土が散布していた。遺物は出土していない。

A-18号跡(第39図)

不整形プランの浅い落ち込みである。南側のやや深くなった底面には焼土が若干散布してい

た。覆土中からは粒状鍛冶津が3点出土している。
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黄褐色ロームばいらん層
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A-18号跡実測図 (1/30)第39図

3層

A-19号跡(第40図)

三隅が角を成す不整形プランを呈する。遺構確認面上で9点の粒状鍛冶浮を検出した。覆土

中には焼土粒は見られない。

A-20号跡(第41図)

北側をA-10号跡によって撹乱されている遺構である。覆土中には炭化粒が多く含まれてい

48 
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1m 

49一

A-20号跡実測図(1/30)
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A-21号跡(第42図)

楕円形のピットで中央やや南西寄りにさらに小ピットが穿つである。底面はこの小ピットを

中心に焼土が広範に散布していた。小ピットの西側から炭化材が検出されている。
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暗褐色土層¥ムiこ二石二点三三ヨ三4 2 
炭化粒(少)

黄褐色土層

ローム粒(多)・炭化粒(少)

晴賞褐色土層

ローム粒(少)・炭化粒(少)

。
l層

2層

A-21号跡実測図 (1/60)第42図

3層

A-22号跡(第43図)

短辺が膨らむ方形プランの小ピットである。遺物は出土していない。
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A-23号跡(第44図)

A-9号跡の南7mの地点に位置する焚火跡である。

A-Gる / -8 

A -40.332m -8 

。 1m 

第44図 A-23号跡実測図 (1/20)

もの
〈ここ〉

。 5cm 

第45図 A区表面採集遺物実測図 (2/3)
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第3章 B 区の調査

第1節先土器時代(第46図)

B区においては台地の北側縁辺部に沿う様にして 3箇所の石器類集中地区が検出された。こ

れらを西から B-l群、 B-2群、 B-3群としてその内容を報告する。

8-1群(第47図)

層序は全体として南から北に緩く傾斜している。石器類はこの区域の中でも 2D65グリッド

東部・ 2D68グリッド北西部・2D59グリッド南西部に集中が見られる。出土層位は皿層下部か

らIV'"'"'V層に及ぶが分布の中心はIV'"'"'V層最上部である。なお 2D68グリッドの小群には焼醸

片群が含まれている。

石器類の出土点数は安山岩製11点、凝灰岩製11点、チャー卜製9点、頁岩製6点、花嗣岩製

4点、玄武岩製2点、璃瑠製 1点で、計44点である。

無調整の剥片・小片が多数を占めるが、トウールとして、ナイフ形石器2点、スクレイパー

3点、ドリルまたはノッチ 1点が検出され、他に石核2点、ハンマーストーン 1点、調整剥片

4点、加熱された接合醸片等が出土している。

8-1群石器類(第48'"'"'49図、図版11)

1はチャート製の石核で、楕円筒形を呈する。上面は平坦に整えられ、側面は上下両方向か

らの剥離痕が認められる。 IV'"'"'V層最上部出土。

2は璃瑠製の石核で、 1よりも不整形な多面体である。剥離方向も一定していなし )0 IV'"'"'V 

層下部出土。

3はチャート製で両縁調整の典型的な茂呂型ナイフ形石器である。 IV'"'"'V層最上部出土。

4はチャート製のナイフ形石器で、表面右側辺上半部が刃部となっている。 III層下部出土。

5は両面調整のスクレイパーで凝灰岩製である。 III層下部出土。

6は片面調整のスクレイパーでチャート製である。 IV'"'"'V層出土。

7はチャー卜製の両面調整剥片である。 IV'"'"'V層上部出土。

8はチャート製のスクレイパーで、 1側縁にプランティング状の剥離を施し、末端には微細

な調整を加えている。 IV'"'"'V層出土。

9は側縁の一端を調整した頁岩製の剥片である。 III層下部出土。

10も9と同様な凝灰岩製の調整剥片である。 IV'"'"'V層最上部出土。

11はチャート製のハンマーストーンで、末端部には多数の敵打痕が見られる。加熱されても

-52 
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ろくなっており、発見時には 7片に分かれて一括出土した。 III層下部出土。

12は花闘岩製の接合醸片で 3 片に分かれてIV~V層上部から検出された。加熱されて自然面

が赤味を帯びている。

13 も花嗣岩製の醸片で、 2 片に分かれてIV~V層上部から一括出土した。 12同様加熱されて

自然面が赤味を帯びている。

14は凝灰岩製のドリルまたはノッチである。挟入部は磨滅して光沢をもっ。 2D67グリッド

の揖乱土層中から検出された。

15は安山岩製の調整剥片で、石刃状剥片の末端部を利用して 1側縁にサイドスクレイパ一風

の並列調整を加えている。 2D68グリッドの撹乱土層中から出土した。

16は花闘岩製醸片で、 12・13と同様に加熱されて自然面が赤味を帯びている。 2D78グリッ

ドの撹乱土層中から出土した。

B-1群における主要遺物は以上であるが、 14・15・16は遺物出土状況図には記入しなかっ

た。

8-2群(第50図)

層序は全体として南から北に緩く傾斜している。石器類の平面的な分布状況は散漫であるが、

2 E95グリッドでは集中度が比較的高くなっている。出土層位はすべてVII層下部である。

石器類の出土点数はチャー卜製18点、安山岩製10点、粘板岩製2点、凝灰岩製1点、頁岩製

1点で計32点を数える。

無調整の剥片・小片が多数を占めるが、調整剥片7点、使用剥片2点が伴なっている。

Bー 2群石器類(第51図、図版12)

1は両面調整剥片でチャート製である。側縁部には断続的に並列する浅く細かい調整剥離が

見られる。表面右側縁部は磨滅している。

2もlと同様なチャート製の両面調整剥片である。

3は片面調整の剥片でチャート製である。

4は打面再生剥片を利用した使用剥片でチャート製である。

5はチャー卜製で基部片側両面に浅い調整剥離を施したものである。もう一方の側縁には使

用痕が認められる。

6は両極打法を示す縦長剥片の扶入部に、並列する片面調整を加えた頁岩製の剥片である。

両側縁とも使用痕が認められ磨滅している。

7は裏面の小扶入部に微細な調整を加えた安山岩製の剥片である。

8は表面側縁に小範囲の調整を加えたチャー卜製の剥片である。

9はチャート製の使用剥片である。

戸
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NO.2遺跡

8-3群(第52図)

層序は全体として南から北へ緩く傾斜している。遺物の分布状況は 3F18グリッド南西隅を

中心として 3E29グリッドに広がる西群と、 3F20グリッド北東隅を中心とする中央群、 3F

21グリッドの東群に 3分される。遺物出土層位はすべてIII層中であるが、図示した土層断面図

は測量位置が不適当で遺物出土レベルとの相関関係を正しく伝えていないことをお断わりして

おく。

石器類の出土点数はチャート製17点、安山岩製6点、砂岩製2点、頁岩製1点の計26点を数

える。

このうちトウールとしてはナイフ形石器2点、ノッチ2点、鋸歯縁石器1点があり、この他

に石核1点、使用剥片 1点、接合醸片等が検出された。

8-3群石器類(第53図、図版10)

1は砂岩製の石核である。表面の風化が著しく、稜線やリングが判然としないので、識別で

きる部分のみを図化した。両極打法が採用されている。

2はチャート製のナイフ形石器で刃部には使用痕が認められる。

3は安山岩製のナイフ形石器で表面は母岩の自然面をそのまま残している。基部調整は片側

だけ行なわれ、プランティングはほぼ垂直である。

4はチャート製のノッチで側縁中程に単一剥離を施したものである。

5はナイフ形石器を素材としたノッチである。チャート製。

6はチャート製の鋸歯縁石器である。鋸歯縁と反対側の側縁にはプランティングを施す。

7は頁岩製の使用剥片である。

8は母岩の自然面を残したチャート製の石刃である。

9は3片からなる安山岩製の接合醸片である。

遺物包含層の石器(第62図、図版13)

6は先土器時代の両面調整ポイントである。チャー卜製。

表面採集の石器(第63図)

2は先土器時代の角錐状石器片である。チャー卜製の横長剥片を素材として片面調整を加え

ている。
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縄文時代(第54図)第 2節

B区からは4基の陥し穴状土壌、および遺物包含層中より土器片1，000点余り、石器若干数が
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8-1号跡(第55図、図版9) 

楕円形プランで、底面は広く平坦である。覆土層序は腐食土と風化ローム土との互層状とな

っている。遺物は出土しなかった。
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1層黒色土層

2層暗縄色土層

3層晴黄褐色土層

(微細なローム粒が粗に混じる)

4層 茶褐色風化ローム粒充墳層

5層黒色土層

(ローム小ブロックが混じる)

6層 ロームブロック

7層茶褐色土層

(風化一粒いースつ
ロームブロックが混じる

8層 ロームブロック充損層
9層暗茶褐色土層

。 1m 

第55図 B-1号跡実測図 (1/40)
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8-2号跡(第56図、図版9) 

8層と 9層との境面には炭化粒が粗

-8 

C 

D 

不整形プランで、底面は広く平坦である。覆土層序中、

A-

。
品
口
・
∞
ω
岨ヨ

1
1
0
 

に散布していた。遺物は出土しなかった。
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茶褐色風化ローム充唄層

黒色土をベースにしたロームブロック層

3層に似るが湿性

黄褐色ローム粒をベースにした

粘土ブロック層

9層茶褐色粘土充積層

様 8層と 9層の境には炭化粒が粗に混じる
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8-3号跡(第57図、図版9) 

楕円形プランで、底面は狭長でトある。覆土中にはロームブロックが多量に混入している。遺

物は出土しなかった。
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5層暗黄褐色土層

(ローム小ブロックを申且に含む)

6層 褐色風化ローム粒充填層

7層黒色土層

8層 黄褐色ローム小ブロック主体層

9層 黄褐色ローム粒充填層

10層風化ローム粒をベースにした

ローム小ブロック混在層

11層 黄褐色ローム小ブロック充埠層
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8-4号跡(第58図、図版9) 

さらに深く落ち込んでいる。覆土は最

その上を粘土が覆い、上層はローム土が主体的となる。遺物は出土しなかった。

C 

楕円形プランで、掘り方は中位で一担袋状に膨らみ、

に」/ 

下部に砂質土、
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遺物包含層の土器(第59~61図、図版14)

(1) 早期(第四図 1~23) 

1 ~10は撚糸文系土器群である。

1~4 は井草式土器で、口唇頂部にも横走斜縄文が施される。口縁部文様帯は 1 ・ 3 が肥大

した口唇直下から横走撚糸文、 2は少なくとも 1条以上のRL原体押捺文、 4は幅4凹程の無

文体を設けて横走撚糸文を付している。

5~7 は大丸式土器で、口唇部の斜縄文は側縁部に限られ、口縁部には無文帯が形成され、胴

部には縦走撚糸文が付される。

8・9は夏島式土器で、 8は口唇部が肥大するが、 9は単純な成形である。口縁部から胴部

にかけては縦走撚糸文が施される。

10は稲荷台式土器で、平滑でしまった器面に間隔の広い縦走撚糸文が浅く施文される。

14・15は波状口縁土器群である。焼成が堅鰍で14には無節の横走結節斜縄文が付く。花輪台

I式併行か。

1l~13は花輪台 II式の無文土器群である。 IIには縦方向の細く浅い擦痕が付され、 12 ・ 13の

器表面には小粘土片を無秩序に貼りつけた様な痕跡が残っている。

16~23は胎土中に繊維が含まれる土器群である。

19は田戸上層式土器で、微量な繊維を含み、細沈線が縦走する。 16は口縁部の条痕が横走し

ており、子母口式土器か。その他は茅山式系土器群である。

(2) 中期(第59図24~第60図48)

24・25は肥大した口唇部直下に 1条の粘土紐を貼付して、上下から交互に刺突する。五領ケ

台式。

26~32は阿玉台式土器で、胎土中には雲母片が含まれる。 27は口縁内面に断面三角形の突帯

をめぐらしている。 29は山形突起部の破片である。

39・57も阿玉台式併行期の土器である。

39は胎土が砂質で、口縁部には長楕円形の微隆起区画文が配される。 57は口唇部が内側に肥

大し、胴上半は輪積痕を明療に残す無文土器である。

33~38 ・ 40~48は加曽利E式系土器群である。

33・41は加曽利E1式、 40の環状把手片も同式併行である。 34・35・42は加曽利EII式。 46

は胴部垂下沈線が連結した加曽利 EIII式。 36~38 ・ 43 ・ 44は加曽利E式末に属する。 45 ・ 47 ・

48は加曽利EII式あるいは凹式の胴部破片である。

(3) 後期(第60図的~第61図56)

49~51 ・ 56は堀之内 I 式土器である。

49・50は口縁部無文帯を太い沈線で画し、胴部地文は斜縄文を付す。 51は細い原体の斜縄文
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NO.2遺跡

警警ρ 電車α悪α

第59図 B区包含層出土遺物実測図(1)(1/3) 
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NO.2遺跡

口縁に沈線をめぐらしている。 56は環状突起の破片で、環部内面には赤彩が残る。を自己した後:、

52は堀之内11式土器である。

53----55は加曽利BII式土器で、器壁が薄く堅轍で、磨かれている。

53は刻目突帯、 54・55は磨消縄文帯である。

その他(第61図58)

58は縄文土器の底部で、網代痕が認められる。

。
品;主ヂ血~ ¥1 
;i<;:4ÿst;~培ぬ J I 
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B区包含層出土遺物実測図(3)(1/3) 
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第61図

4の下半部は風化が著しい。

遺物包含層の石器(第62図)

4は璃瑠製、他はチャート製である。1----5は石鯨で、
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h“怪当号ヨ剛曲以
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B区包含層出土遺物実測図(4)(2/3) 
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NO.2遺跡

表面採集遺物(第63図)

1は縄文時代の磨石片である。砂岩製。器表面は平滑で、表裏側面共磨かれている。

~ 

/ 

、、、
一~ー一一_-

13 

問-P1
~ 

〆
ノ

/ 

ーー一一ー--

5cm 。it--U己
B区表面採集遺物実測図 (2/3)第63図

古墳~歴史時代第3節

B区では古墳~歴史時代の遺構は認められない。わずかに次に示す遺物が出土したのみであ

る。

表面採集遺物(第61図59・60、第63図3) 

59は古墳時代の須恵器聾片で、外面には平行叩き目が入札自然柚がかかっている。

60は奈良時代後期のロクロ土師器杯片で、底部調整は手持ちへラ削りである。

3は性格不明の鉄製品である。釘(鋲)の残存が認められる。
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No.2遺跡

第4章小

前章まで、にNo.2遺跡の内容を報告したが、本遺跡が先土器時代・縄文時代・古墳~歴史時代

の遺跡・遺物を包含する複合遺跡であることが判明した。なかでも先土器時代および古墳~歴

史時代には質量ともに好資料が得られたので、これら両時代の調査成果をまとめておきたい

1 先土器時代

(1) 炭化粒群について

炭化粒群はA-1・A-2群から検出された。

A-1群では炭化粒のみの出土で、石器類は伴わなし当。炭化粒のまとまりは大小の 2小群に

細分されるが、その集中層位は各々VII層下部、 VI層下部であり、レベル的にも格差が見られる

ので、炭化粒が自然地表面上に落下したものであるならば、これら 2小群は同時期の所産とは

言えない。

A-2群では炭化粒集中地区に北接して石器類が共伴している。炭化粒のまとまりはその分

布密度からいくつかの小中心が存在する。これら小群のうち北側すなわち 2B55・2B56小グp

リッドに分布する小群は、集中層位がVII層中心で、密集度が高い。いっぽう南側すなわち 2B

66・2B67に分布する小群は集中層位がVI層中心で、密集度が低い。南北の小群の分布状況に

はこのような差異が存在するが、レベル的には大きな違いは見られない。地形・各小群聞の距

離・土中に長期間埋在する聞の上下動等を考慮すれば、むしろA-2群炭化粒は全体として同

時期にかかわると見倣してきしっかえないであろう。石器類との関係については土層断面への

投影図を見る限り、石器類の方がやや下に位置するようだが、これだけの手掛りでは何とも言

えない。

このA-2群炭化粒とA-1群中の大群に属する炭化粒はレベル的にも層序的にも符合して

いるので、この両群は同時期とすることができる。

以上を要約するとA-1群の小群に含まれるもの以外のA区検出の炭化粒はすべて同時期の

所産であると言えよう。また石器類との関係は距離的・層位的には接近しているが不明である。

炭化粒の性格に関しては、考察材料が乏しく自然的なものか人工的なものかの判断は困難で、

あった。

(2) 石器類について(第64，.....__66図)

No. 2遺跡ではA・B区合わせて 4箇所の石器類集中地区が検出された。層位的にはこれら 4

群はA-2群 (VII層下部~刊l層上部)→B-2群 (VII層下部)→B-1群 (III層下部，.....__IV，.....__V

内
《
リ

勾

t



層上部)→B-3群 (III層)の順序で推移して

いった(第64図)。ここでは石材と石器組成を中

心に総括する。

まず石材であるが、前章にも述べたように群

別の内訳はA-2群が安山岩34点(94.4%)、砂

岩2点(5.6%)、B-2群がチャート18点(56.3

%)、安山岩10点 (31.3%)、粘板岩 2点 (6.2

%)、凝灰岩1点 (3.1%)、頁岩1点 (3.1%)、

B-1群が安山岩11点 (25.0%)、凝灰岩11点

(25.0%)、チャート 9点 (20.5%)、頁岩6点

(13.6%)、花闘岩4点(9.1%)、玄武岩2点(4.5

%)、璃瑠 1点(2.3%)、B-3群がチャート17

点 (65.4%)、安山岩6点 (23.1%)、砂岩2点

(7.7%)、頁岩1点 (3.8%)となっている(第

65図)。しかしA-2群については卜ウールが存

在しないこと、 36点中9点までが接合して単一

石塊を構成してしまうこと等を考慮すれば、他

の3群とは同列に論じることはできない。

本遺跡ではIV~V層下部から VII層上部にわた

る資料に欠けているが、上記諸事実から判明す

ることは次のとおりである。

(1) 本遺跡の石器石材構成は一貫してチャ

ート・安山岩が主流を占めている。

(2) しかしながら III層下部からIV~V層上部に位置する B-1 群では凝灰岩・頁岩等の比

No.2遺跡

凹皿四日一3群
¥_ ¥_¥_ ¥_¥_田園田下、

I
 
I
 
I
 

N~V 
B -1群

B P21.∞日羽

vn 一一一一
fm市巾廿内 UII川川川川i川 B-2群

A -2群

咽

B P 30 .000 

第64図 Nu2遺跡石器類出土層位

8-3 
(26点)

安山岩

日ー 1

(44点)

メノウ

~_.:-"2， I 安山岩
(32点)

頁岩
濃灰岩

A -2 

(36点)

50 100% 

第65図石材の構成とその変遷

率が高くなり、チャート・安山岩の優位が相対化されている。

(3) 黒曜石は 1点も含まれていない。

次に石器組成の面からまとめてみよう。まず製品化の度合いを見るために全石器類を石核・

トウール・調整剥片・無調整剥片に分類して群別の内訳を調査した。それによればA-2群が

無調整剥片36点 (100%)、B-2群が調整剥片7点 (21.9%)、無調整剥片25点 (78.1%)、B

-1群が石核2点 (4.5%)、 卜ウール6点 (13.6%)、調整剥片4点 (9.1%)、無調整剥片32点

(72.8%)、B-3群が石核 l点 (3.8%)、トウール5点 09.2%)、無調整剥片20点 (77.0%)

となっている(第66図)。

各群ともに無調整剥片が圧倒的に多く、石器製作跡としての性格を明瞭に表わしているが、
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B-1群には加熱された醸片が混在しており、

群内あるいはその付近で火を焚いたことが想定

され、この群の複機能的性格を物語っている。

次に調整剥片とトウールとの出土比率を見る

と、 B-2群では調整剥片のみ、 B-1群では

トウールが調整剥片を上回り、 B-3群に到っ

てトウールのみとなる。県下他遺跡の事例では

B-2群の時期に局部磨製石斧、ナイフ形石器

等が既に登場するが、それにしてもこの時期に

おける調整剥片の数量は卜ウールのそれを大幅

に上回るのではなかろうか。

2iJ)l|トウ-)VI

A -2 

(36点)

NO.2遺跡

無踊整剥片

無調整剥片

50 100% 

第66図 石器類組成とその変遷

またおしなべて調整剥片と称される石器類の中でも、 B-2群の 1・2は縦長剥片の側縁部

をかなり長距離にわたって連続的に片面あるいは両面調整を施している点、さらに素材の薄さ

から階段状剥離が行なわれない点で共通している。これらと類似した石器類は藤沢遺跡 1群(VII

層) (註 1)、三里塚馬場遺跡 Iブロック (VII層) (註 2)、水砂遺跡Cブロック (V層) (註

3)、復山谷遺跡Jブロック (VII層) (註4)等からも出土しており、小地域を超えて類型的に

製作されていたことが知られる。

最後にB-1群と B-3群のトウールを比較してみよう。まずB-3群の縦長剥片の多用が

目につく。これはB-3群における石刃ないし石刃状剥片の増加、両群の石核の形態比較等か

らも裏づけることができる。縦長剥片が他の不定形剥片を駆遂していく過程で後者を素材とし

て長期間製作されてきた調整剥片が消滅していく。この傾向はナイフ形石器の基本形にも大き

な変化を与え、以前にもまして狭長な器形が量産されるようになった。この段階で前代来の多

様な短小ナイフ形石器は著しく減少したであろう。さらにこれら一連の変化の最終的副産物と

して、狭長なナイフ形石器を素材としてノッチや鋸歯縁石器が製作されたことも B-3群の特

徴である。 B-1群に見られたスクレイパ一類がB-3群には現われないことも上述の変化と

なんらかの関係があるものと考える。

2 古墳~歴史時代

(1) 土器の編年(第67図)

A区における22基の遺構中、 11基から年代の判別可能な土器が出土している。これらの土器

は須恵器・土師器の杯形土器の型式的変化を跡づけることによって、次のような 3時期に区分・

編年することができる(第67図)。
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No.2遺跡

第I期はA-7号跡出土土器群に代表される段階である。

A-7号跡出土土器のうち古墳時代に通有な合子形須恵器杯蓋、同時代の須恵器杯身を模倣

した大形の土師器杯、土師器小型聾、同高杯がこの段階に含まれる。

1の須恵器杯蓋はその口径値から見て合子形タイプの最終段階に属することが明らかである。

和泉陶巴ではこのタイプの杯は蓋身を逆転した形で、 7世紀前半の第III型式第 1段階まで焼成

されている(註5)。また大和藤原京周辺では 7世紀第2四半期の飛鳥II期まで残存することが

判明している(註6)。これらのことからA-7号跡出土の須恵器杯蓋は遅くとも650年までに

は製作されていたとすることができる。

3の須恵器杯身模倣の大型土師器杯は立上がり部が直立して古式を留めるものの、その口径

値はさきの須恵器杯蓋に対応すること、最終調整としてナデが施されること等新しい要素が目

立つので須恵器杯蓋と同段階のものとすることができる。

4の土師器小型聾は次期のものに比べ口頭部のくびれがやや強く、「く」字状に屈曲し、底径

も大きく安定感がある。

7の土師器高杯は充実した柱状部を形成せずに、脚部付根から大きく開く器形である。この

タイプの高杯は本期末から次期にかけて製作されたものと思われる。

第II期は土器を出土した全遺構が関係している。本集落跡が形成・廃絶された主要時期に相

当する段階である。土師器杯は古相と新相に型式細分することができるが、諸他の土器は一括

して取扱う。

土師器杯の古相は古墳時代の合子形須恵器杯を模倣した最後の段階である。 A-7号跡2、

A-12号跡2、A-13号跡1がこれに含まれる。 A-12号跡2は口縁部が屈折して内傾ぎみに

立上がる器形で、須恵器杯蓋を意識的に模倣した最終形態である。 A-13号跡1は前者よりも

体部の屈曲度が弱くなっている。 A-7号跡2は立上がり部がつまみ出した程度に退化した須

恵器杯身模倣の最終形態である。小破片で底部形態が判明しないが、へラ切り無調整の個体を

模倣していれば平底となるはずである。この段階は前期よりも口径が小さくなり、最終調整に

ナデが多用される。

土師器杯の新相は

A類土師器独自の器形

B類平底の須恵器杯身を模倣した器形

の両類が併存した段階である。

A類の典型としてはA-2号跡1、A-12号跡lがある。器形は丸底を呈する椀形で、古相

同様に小口径でナデが多用される。 A-8号跡1はこれが大型化したもので、時期的にはやや

後出的である。

B類にはA-5号跡1がある。平底の底部から湾曲しつつ外反ぎみに開く器形を呈する。最
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終調整は体部では深いへラケズリ、口縁部は横ナデである。陶邑における第凹型式第2ないし

3段階に相当する製品を模倣したものと思われる。

第11期に属するその他の土器として須恵器フラスコ形長頚瓶、土師器小型聾、同大型窒が見

られる。

フラスコ形長頚瓶は主要生産地の東海地方では6世紀末から 7世紀前半を中心に生産された

と見られているが(註7)、 A-I0号跡2は口頭部長が全体の%近く伸び、口縁直下の頚部突帯

も消失していることから、その最終段階の所産と見倣すことができる。なおフラスコ形長頚瓶

は船橋市本郷台遺跡第 1号跡からも第11期古相の土師器杯と伴出している(註8)。以上のこと

からA-I0号跡2の製作された時期は古く見ても650年以前には遡らないであろう。

土師器小型聾はA-l号跡1、A-3号跡1、A-6号跡1、同2、Aー 9号跡l、A-12

号跡3等が含まれる。器形的・調整法的に多様だが、前期に比べ口頭部のくびれが弱い点、底

部径が縮小すると思われる点が共通している。

土師器大型聾はA-l号跡2の1点のみである。胴部最大径は口頭部よりもやや下位にあり、

口縁部先端はまだ水平化するに致らない。

第III期に属する土器はA-I0号跡1の須恵器杯蓋1点のみである。偏平な宝珠状ツマミが付

され、口縁部は既にカエリが消失し折曲口縁となっている。陶邑におけるこのタイプの初出は

7世紀終末から 8世紀初頭の第IV型式第1段階であり、藤原京周辺ではほぽ同時期の飛鳥IV期

にカエリを伴う旧式の杯蓋と相半ばする割合で出土している。 A-I0号跡1はフラスコ形長頚

瓶との共伴関係から見て、その出現期に製作された土器と考えることができ、 7世紀終末の年

代が与えられる。

以上各期の絶対年代については、須恵器製作年代の検討から第I期が7世紀中葉、第11期が

7世紀後葉、第III期が7世紀終末を中心に継起したと考えられる。

第11期土師器杯の新古二相細分は土器の製作時期に主眼を置いた型式論的把握であり、他遺

跡では共伴する例も少なくない。比較的短期間に継起して製作された土器は、使用期間中に混

在する場合が生じても不思議ではない。その土器が幾年間使用されるかは全く偶然に左右され

ている。同一型式と見倣される土器でも、だから、使用開始直後に段損して捨てられるものも

あれば、運よく生き延びて次型式とともに出土するものもある。蛇足の嫌いもあるが、窯跡で

の編年はその型式が製作され続けた画期を示し、集落跡での編年はその型式が製作され、使用

され続けた画期を表現している。製作期間であれば人間の意志がかなり介入してくるので、一

度新型式が導入されれば比較的速やかに旧型式にとって換わる。しかしながら使用期間は人間

の意志よりも偶然性が優先する。たとえ諸型式の製作時期が継起的に移行しても、その使用期

間は「型式」のカテゴリィではなく、個々の土器の運命に任された結果の産物である。したが

って資料数に恵まれた遺構では、複数型式の混在率から単一型式出土遺構よりもいっそう厳密

0
0
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な相対年代の比定が可能となるのである。

(2) 遺構の編年

前節での成果から土器を出土した遺構については次のように編年することができる。

第I期 A-7号跡

第II期 A-1・2・3・5・6・8・9・12・13号跡

第III期 A-10号跡

ただし各期の中で建築・使用・廃絶が完了するわけではない。第 I期のA-1号跡は土器内容

から見て、諸他の遺構よりも一足先に建築・使用されたことはまちがいないが、第II期に属す

る土器を 1点含んでいることから、 A-1号跡の廃絶時点では既に第II期の諸遺構が建築・使

用されていたと思われる。また第III期のA-10号跡は諸他の遺構の廃絶後にも使用され間もな

く廃絶されたと見られるが、第II期に属する土器を出土したことから、第II期の諸遺構がまだ

使用されている期間に建築・使用されたと思われる。したがってこれら諸遺構は時間的に密接

な一体性をもっていることが明らかで、全遺構が第II期のある時期には併存していた可能性も

ある。

住居跡の中ではA-4・11号跡に土器の出土がなく、時期が判明しないが、集落の大勢から

判断して第II期に属するものと考えてきしっかえないであろう。

次に土墳群の年代について述べてみたい。土壌群として取扱った遺構のうちA-20号跡は住

居跡のA-10号跡に切られていたので、住居跡の年代よりも古いことは明らかである。遺構の

集中地区から離れているA-22号跡は別として、他の土壌群についても集落跡より古く見ても

さしっかえないであろう。というのもこれらの遺構の覆土中の底面付近からは鉄津は検出され

ず、検出される場合にはA-14・18・19号跡のように覆土最上層から遺構確認面にかけての深

度から発見されている。このことは集落が営まれて鍛冶工程から生じた鉄津を投棄した時には、

土壌群は既に埋没していたことを意味するものである。

以上の検討結果から集落跡と土墳群とは時期を異にし、直接には結びつかないことが明らか

となった。したがって集落跡の構成は住居跡11基(このうちA-4号跡は鍛冶工房跡の可能性

がある)、鍛冶工房跡2基となる。

1基の住居に夫婦1組とその子供3人が居住するとすれば、この集落の総人口は60人程度、

そのうち男子労働人口は、 17~8 人程度であったろう。

(3) 製鉄集落について

i )製鉄集落の特異性

7世紀後半のある期間には本集落跡の11基の住居跡と 2基の鍛冶工房跡は併存して活用され
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ていたと思われる。住居の上部構造は片流れ式を主体としたため、その景観は低地に占拠し、

寄棟方式を主体とした一般的竪穴集落とは趣を異にしていたであろう。すべての住居跡のカマ

ドが壁隅に偏して造られているのも、上部構造との関係から理解すべきである。

さらに本集落跡の住居跡には一般的堅穴集落に通有な「単位集団」的結合が明瞭に把えること

ができず、私的な消費生活よりもむしろ、製鉄作業の能率を優先する配置となっていたことが

うかがわれる。これらのことから本集落構成員は低地の一般的農耕集落の「単位集団」ないし

その複合体とは出自を異にしていることが想定できる。これらの特異性に加えて、他の一般的

稲作農耕民とは異なる作業に従事しているという事実は、現実・意識の両面においてかれら相

互の団結力をいっそう強固なものとするのに役立つたであろう。

ii )製鉄作業の復原

本集落はA-IO号跡より砂鉄を出土したことから、製錬・鍛冶の一貫作業を行なっていたこ

とが明らかである。製錬は砂鉄や鉄鉱石を製錬炉中で還元焼成して溶融させ、チタン等の不純

物を鉄津として除去して金属鉄を得る工程であり、鍛冶は製錬工程でできた鉄塊を鍛冶炉中で

酸化焼成して脱炭するとともに加鍛して成形加工する工程である。鉄津の化学分析成果によれ

ば、鍛冶に含まれる 2工程の成分比的識別が可能とされるが(註9)。分析を経ていない本遺跡

の資料については不明という他はない。それゆえ製鉄の一貫作業といっても当地で製品化して

低地の集落地域に運搬したのか、あるいは当地では鉄塊または鉄挺等の半製品までを担当し、

製品化は他処で行なうという分業システムをとっていたかどうかについては明確な解答が得ら

れない。

しかしながらもし当地で製品化段階まで行なわれていたとすれば、住居跡から検出された鉄

器類はその質量ともに余りにみすぼらしいものではあるまいか。本集落跡出土鉄器は鉄環 1(A 

3号跡)、鉄鎌 1(A-IO号跡)、小万片 1(同)、鉄鉱片 1(A-13号跡)のみである。もし

製品まで生産していたとすれば、それらの一部は日常的用途に流用され、現状よりも多彩・多

量の鉄器類の出土を見たであろう。当地の製鉄集落民は、それゆえ、半製品を生産・搬出し、

最終工程は搬出先で行なわれたと考えるべきである。加工工程(いわゆる小鍛冶)は原理的に

はここで行なわれた中間工程(いわゆる大鍛冶)の延長線上に把えることが可能であるが、そ

の作業内容は製品の種類に応じた工芸的熟練を要し、それ自体独自に発展し得る性格をもって

いる。かれらが加工技能を持っていなかったといえば言い過ぎになるが、製錬一中間工程と加

工工程の聞にはそれくらい深い溝が存在したのではないだろうか。

次に集落内分業についてまとめてみよう。本遺跡で行なわれた製鉄関連作業は製錬原料たる

砂鉄の採取・炭材の伐採・炭窯および製錬炉体粘土の採掘・炭窯の構築・炭焼・製錬炉の構築・

製錬・製錬鉄塊の選別・鍛冶等に及んでいる。製錬炉と炭窯は本遺跡の発掘調査区域からは検

出されなかったが、遺跡周辺の緩斜面に構築されていたものと思われる。前述のごとく本集落
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跡の男子労働人口は17~8 人と想定されるが、かれらが上記諸作業を分担して行なっていたか

どうかを示す明確な手掛りは今回の調査では得られなかった。

しかし集落を構成する住居跡と鍛冶工房跡の配置を見ると、北側では 2基の鍛冶工房跡を挟

んでA-1~5 号跡が東北東一西南西の方向に、また南側ではA-6~11号跡が北東 南西の

方向に各々直線的に並んでいるように見える。前者を北群、後者を南群と呼称すれば、北群は

鍛冶部門に専業した可能性が高いのである。その理由は本集落跡のすべての鍛冶工房跡(とい

っても 2基ではあるが)が北群に取込まれていること、本文記載のようにA-4号跡は鍛冶工

房としても使用された可能性があること、 A-3号跡の摺鉢状ピットは鍛冶炉の可能性がある

こと等である。北群が鍛冶部門の専業集団であるとすれば、南群は当然のことながら製錬部門

を専業的に受持つていたであろう。南群のA-10号跡から出土した砂鉄はそれを傍証するよう

に思われる。以上のように南群が製錬部門を、北群が鍛冶部門を各々専業的に担当していたと

すれば、製錬部門の労働人口は 10人程度、鍛冶部門のそれは 7~8 人であったろう。

iii )製鉄集落民の生業と生活

この問題は個別的な資料から解明の糸口を見つけ出すことは極めて困難であるが、ここでは

本遺跡の製鉄集落民の農耕との関係と居住期間について展望を与えて問題点を整理しておきた

い。まず第1に、本集落跡は半世紀近くにわたり継続的に営まれてきたのであるが、その間年

聞を通して恒常的に集落民が居住・生活していたのか、それとも 1年間の一定期間を限って、

即ち季節的に人々がこの地に仮住して製鉄業に従事したのか。後者であるならば谷聞から吹き

上げる季節風が強まって製錬炉の通風条件が良好になる冬期が選ばれたであろう。そして第2

に、かれらは当地で自活するに足る規模の農耕を営んでいたかどうか。当地での集落生活が季

節的仮住に過ぎないものであれば、その期間は前述のごとく冬期に限られるから、農耕を営む

前提条件が欠けてしまうので、この問題は当地での集落生活が年聞を通して恒常的に営まれた

場合に限定することができる。

以上の居住期間・製鉄・農耕の諸関係をまとめると第2表のようになる。本遺跡の製鉄集落

民の生活形態は表中のいずれかのタイプに帰結するものと考えられる。この 3つの可能性をさ

らに限定するためには当地における農耕の適否、および四季を通じた製錬炉の操業の可否につ

いての明確な見通しをもたなければならない。 Alは当地において自給可能であり、 A2は食糧を

支給されねば生存できず、 Bは春から秋にかけて低地で農耕を営んだ場合は自給可能、製鉄関

連作業に従事している場合は自給不能である。いうまでもなく製鉄集落民の自給率の度合いは

第3者にたいする依存率の度合いと表裏関係にあり、その依存のあり方は近世的でも中世的で

もなく、古代的でしかあり得なかったはずである。

最後に集落の廃絶理由にふれて結びとしたし当。本集落跡は比較的短期間に形成・廃絶された

小規模集落であるが、集落の規模や存続期間のこのような傾向は周辺の他の製鉄関連集落にも

。。
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タイプ 居住形態 生活サイクル 食糧調達

A， 常 住 春~秋農耕、冬製鉄 自 給

A2 常 住 年聞を通して製鉄 支 給

B 仮 住 春~秋下山、冬製鉄 不 明

第2表 No.2遺跡製鉄集落民の生活形態の可能性

あてはまるようである。おそらく半世紀近くに操業した結果、周辺の砂鉄や樹林等の原料資源

が枯渇したために移動を余儀なくされたのであろう。かれら製鉄集落民は資源に恵まれたこの

水源地域を世代を超えて放浪したのではないだろうか。
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第68図 遺跡付近の地形と発掘調査区(1/5000)
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NO.l0遺跡

第 1章調査の概要

第1節遺跡の位置と環境(第68図)

No.I0遺跡は、山武郡芝山町香山新田字新山106他に所在する。遺跡東側は谷津の谷頭部にあた

り、緩斜面となっている。この谷津は周囲の谷津と合わさり高谷川となり下流で栗山川に注ぎ

九十九里浜で太平洋に繋っている。また、ここから 2km程北へ行くと現在は利根川となってい

る旧鬼怒川谷(霞ヶ浦低地帯)に注ぐ谷津が入っており、この辺が分水界を成していることが

わかる。

付近の遺跡としては、南西にNo.7遺跡、北西にNo.14遺跡、 No.62遺跡、北にNo.16遺跡が各々約

500m程の距離に所在する。

なお、本来のNo.I0遺跡は、調査区外の東側や南東側の谷津に接する舌状部をも含むもので、

かえって地形的にはこれらの方が良好であり、遺跡の主体をなす可能性が強いと思われる。

本報告書は、 No.I0遺跡の西側約半分の調査結果であって、遺跡の全容を知るには東側及び南

東側の調査を待たねばならない。

第2節調査の経過と方法

発掘調査は、確認調査と本調査に分けられ、確認調査は、 65，OOOm'を対象にその8%約5，000

dを調査することにし、昭和54年7月6日から 7月31日まで約1ヶ月間行なった。

調査は、発掘調査区全域に公共座標に基づき

50m方眼を設定して大グリッドとし、さらにこ

の大グリッドを縦横各10個計100個の小グリッ

ドに分け、 1小グリッドは 5X5mとした(第

69図)。そして、基本的にはこの小グリッドの北

西隅に2x2mの確認調査用グリッドを市松模

様に入れ、武蔵野ローム層直上まで掘り下げた

(第70図)。

その結果、本調査面積は、縄文時代以後の遺

構調査を中心とした上層の調査範囲が41，500m'、

下層の先土器時代の調査範囲が15， 550m'、計

57，050m'となり、昭和54年9月18日から昭和55
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No.lO遺跡

年3月31日まで実施した。

なお、確認調査の結果縄文時代の遺物が少なかったのと、広範囲に分布する'遺構調査の効率

を考え、 I層はもちろんII層の大部分もパックホーにより除去した。

第3節遺跡の概要(第71図)

先土器時代としては、 VII層主体石器群l、IV'"'"'VI層主体石器群1、凹層主体石器群18の計20

ブロックの石器群を検出した。なお、 III層主体石器群には小規模ながら醸群が6ブロックにお

いて伴出した。また、炭化物片の集中を 5個所検出した。

縄文時代としては、陥し穴状土壌66基、その他の土壌3基を検出した他、土器・石器がやや

まとまって出土した地点が 1個所ある。特に多数の陥し穴状土墳の検出は注目される。

その他の時代としては、 7条の溝状遺構と若干の土師器・古銭等が出土したにとどまった。

このように、本遺跡は、先土器時代から縄文時代が主体を占める三里塚地区の諸遺跡の中で

も、その典型的な内容をもつものである。

第4節遺跡の層位

No.10遺跡は、地形面としては下総上位面に位置して、上部から表土黒色腐植土層、立)11ロー

ム層、武蔵野ローム層、常総粘土層(下末吉ローム層上半部)、成田層の順で堆積している(第

72・74図)。

第I層 黒色~黒褐色土層。表土で耕作土などの撹乱層。厚さ約20'"'"'30cm。

第IIb層 暗黄褐色土層。いわゆる「新期テフラ」と呼ばれている層で、本遺跡ではそのほ

とんどが第I層に取り込まれていると考えられ、ごく稀に斜面などに存在した。この層は、縄

文時代後期~晩期に降下した「新期富士降下火山灰層」と考えられ、この時期に富士山のテフ

ラを噴出する活動が活発であったようである(町田1964)。三里塚地域の遺存の良いところで観

察すると厚さ約15cm程である。

第IIc層 暗褐色土層。ほぽ遺跡全域で確認され、縄文時代の主たる遺物包含層で、厚さ約

20cm。この層はいわゆる「富士黒土層」に相当すると考えられ、火山活動の極めて静穏な時期

に降下した細粒火山灰を母材にして生成した土壌と思われる(町田1964)。下部のソフトローム

層との境は漸移的である。この辺ではソフトローム層の堆積の終了時期が給源火山の近くより

もいくらか早くかっその後の火山灰の供給も少なかったと推定されるので、 IIc層がソフトロ

ーム層を取り込んでいると考えられる。このことは細石刃及び細石刃核などがIII層よりもかえ

ってIIc層から多く発見されることからも窺える。

89 



No.lO遺跡

IIb 

IIc 

|企 主 IW-VI(AT)

Tcl 
F:::::::::::::::::ー::::::::1
vn 

Ml 

第四層 黄褐色ローム層。立)11ローム層最上部の軟質ローム

層でいわゆるソフトローム層である。下部のハードローム層を

かなり取り込んでいると思われ、遺跡によっては上下の 2つの

層に分けられるところもある。厚さ約25~30cm。

第IV~VI層 明黄褐ローム層。上部のソフトローム層と下部

の暗褐帯との間層で、厚さ約30cmで硬い。この辺ではAT(姶

良丹沢火山灰)層が目立つため、それを鍵層として識別される

層で、 ATは遺跡平坦部では厚さ約20cmの幅をもって上下に拡

散しているが、斜面では場所により厚さ約5cm程のブロック状

あるいは帯状に堆積している。本遺跡ではIV~V層(第 1 暗色

帯以上のハードローム層)の大半がIII層のソフトローム層に取

り込まれていると考えられる。

第VII層 暗褐色ローム層。立)11ローム層第11暗色帯であるが、

あまり濃いものではない。赤褐色スコリアを多量に含み硬い。

厚さ約30cm。

第VIII層 褐色ローム層。立)11ローム層最下部層で赤褐色スコ

リアを少し含む。厚さ約35cmで上層より軟質、下部はやや青味

を帯びる。

第IX層 褐色ローム層。武蔵野ローム層最上部層。クラック

が発達しやや軟質で、少し水を被った感じである。厚さ約40cm。

第X層 褐色ローム層。 IX層より赤味を帯びて硬質である。厚さ約30cm。

第E層 褐色ローム層。 IX層と同様青味が強く、下部へ行く.程粘質が強まる。厚さ約45cm。

第E層 黄櫨色軽石層。東京ノf ミスで厚さ約15~20cm。台地平坦部よりも斜面部の方が一般

に識別が容易である。

第E層 白色粘土層。 常総粘土層(下末吉ローム層上部相当層)と呼ばれるもので下部へ行

く程砂質を帯びる。厚さは地形によりかなり異るが、約50cm~ 1 m位である。この下には海成

層の成田層が厚く堆積している。

遺跡斜面部の標高40m以下ではVII層以下に変化がみられ、立)11ローム層下部を欠いたり、武

蔵野ローム層も一部しかみられないところがある。しかし、白色粘土層はあまり地形に関係な

く標高38m前後が上面を成す(第73・74図)。
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NO.IO遺跡

第2章遺構と遺物

第 1節先土器時代

1 VII層主体石器群

遺跡南端に近い7C58グリッド付近からVII層を主体とする石器群が検出された。この辺は谷頭

に近いところではあるが、緩斜面から少し内側のためほぽ平坦な地形を呈している。

石器群は石器・剥片類のみで構成され、ブロック 1個所 (Sブロック)とその周辺から計33

点出土した(第75・76図、第3表)

なお、層位的に近いと思われる炭化物片の集中が2個所検出された(第117・118図)。
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a二次加工ある量Ij片
a使用痕ある量'IJ片
。剥片・砕片

却
ι泊
判 '.31

f ~泊ー。
担

¥ー...)急

Sブロック

→百E イaii

。 50m 

イ7E

第75園 田層主体石器群分布図(1/1000)

(1) Sプロック(第77・78図、図版21・28)

出土状況 7C58グリッドを主体に径約5m程の広がりをもち、あまりまとまりを示さない。

出土層位はVII層上部~中部である。

出土遺物 出土した石器群は、彫器1点、ハンマーストーン 1点、二次加工ある剥片3点、

使用痕ある剥片2点、石核3点、その他剥片・砕片16点、計26点である。

24は小形のやや不定形な剥片を素材とした彫器である。背面右方向から 1条、さらにそれと
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NO.I0遺跡

は直角に近く末端から基部方向へ 1条の彫万面を作出している。彫万面近くの主要剥離面縁辺

には使用痕ともみられる微細な剥離痕がある。

14は小形の縦長の二次加工ある剥片である。主要剥離面右側縁基部及び左側縁中程には微細

な加工痕があり、特に末端部の急斜な加工痕及び入念な頭部調整などはナイフ形石器とも考え

られるものである。

13・21は使用痕ある剥片で、 13は基部と末端を欠損しているが、鋭い二側縁を持つ先細りの

良好な石刃状剥片であると考えられ、両側縁には微細な使用痕が顕著である。 21はやや縦長の

剥片で末端部を欠損している。

18・19・26はいずれも剥片であるが、 19は頭部調整が施されている石刃状剥片で、末端を欠

損しているうえ風化が進んでおり、二次加工の有無は明らかではないが、形態的・技法的に19

と似ておりナイフ形石器の可能性がある。

18は下半を欠くため明確ではないが縦長の剥片と考えられ、平坦な打面を広く残している。

14と同一個体である。

26はやや横広の剥片で21と同一個体である。

22は平たい円醸の角張ったところに打痕を残すハンマーストーンである。

この他小形の石核が3点出土しているが、いずれも既設の剥離面を打面として不定形の小剥

片を剥取している。

(2) プロック外出土石器(第78図、図版28)

ブロック外からは 7点出土し、1E20グリッド出土のピエスエスキー21点を除き全てSブロッ

ク周辺からの出土である。

28・31はいずれも二次加工と使用痕の両方が認められる縦長剥片である。 28は背面に不規則

な剥離面がみられ、厚さも不均衡で、石核調整剥片ではないかと思われる。左右両側縁には微細

な使用痕がみられ、末端には扶入状のやや急斜な加工が施されスクレイパーとも考えられる。

31は背面右側縁下半に使用痕がみられ、末端には組い加工が施されている。

33は末端にわずかに使用痕が認められる不定形の小剥片である。

(3) VII層主体石器群のまとめ

VII層を主体とした石器群はSブロック及びその周辺の他には 1点の出土をみたのみであり、

また、このブロック内外の石器群はその出土状況などから同ーのグループと考えられるので、

これについて述べてまとめとしたい。

組成及び石材組成としては、彫器l点、ハンマーストーン 1点、二次加工と使用痕の両方

がある剥片2点、二次加工のみある剥片3点、使用痕のみある剥片3点、石核3点、その他剥
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片・砕片19点、計32点であり、該期の組成とし

てはナイフ形石器とスクレイパーが欠除してい

ることになる。しかし、 14や19はナイフ形石器

の可能性をもち、 28もスクレイパーの可能'性が

有り、こうしてみると一応の器種をもった石器

群とも考えられる。

石材は、流紋岩20点、頁岩11点(硬質頁岩7

点、珪質頁岩4点)、デイサイト 1点で、デイサ

イトのハンマーストーン 1点を除けば流紋岩と

頁岩の2種から構成されていることになる。

剥片剥離技術剥片には縦長の石刃状剥片と

No.lO遺跡

第76図 VII層主体石器群石材別重量比

やや横広の不定形ともいえる剥片の2種があり、どちらも打面はほとんど調整されないようで

ある。しかし、石刃状剥片には頭部調整が施され、ナイフ形石器の素材として用いられている

ことが推定される。また、やや横広の不定形の剥片を剥取したと思われる石核が出土しており、

一定の打面をもたず、既設の剥離面を打面として剥片剥離を繰り返している。

調整加工技術彫器を除けば明確なトウールがみられず、調整加工技術を窺うのは難しいが、

出土資料からみると、あまり素材の形状を変えないものと考えられ、目的的剥片の剥取前に施

される石核調整がより重要な働きをしており、言いかえれば、二次加工よりも剥片剥離段階の

占める割合が相対的に高かったものと考える。

編年的位置 空港No.7遺跡A地点第7石器群(西川・西口他1984)、権現後遺跡第5文化層出

土石器群(橋本他1984)などが近いと思われ、武蔵野第 1C期前半、相模野第11期前半に位置

付けられる。
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No.10遺跡

第3表刊層主体石器群一覧表

号番
プロ

器 種 石 材
長さ 幅 厚さ 重量 打角

登録番号ック (cm) (c潤) (cm) (g) (剥離角)

1 S 石 核 流 紋 岩 2.4 1.8 3.0 12.9 7C58-8 

2 S 砕 片 流 紋 岩 0.7 0.8 0.2 0.1 7C58-9 

3 S 砕 片 流 紋 岩 0.9 0.7 0.2 0.1 7C58-10 

4 S 剥 片 流 紋 岩 2.1 1.3 0.3 0.8 110。 7C58-11 

5 S 砕 片 流 紋 岩 1.4 1.2 0.5 0.6 7C58-12 

6 S i日j 片 流 絞 岩 2.2 1.8 0.8 2.0 110' 7C58-13 

7 S 砕 片 流 紋 岩 0.8 0.8 0.1 0.06 7C58-14 

8 S 石 核 流 紋 岩 2.0 2.6 3.6 12.4 7C58-15 

9 S 石 核 珪質頁岩 2.0 2.0 2.6 4.2 7C 58-16 

10 S 砕 片 硬質頁岩 1.7 1.0 0.5 0.8 7C58-17 

11 S 剥 片 珪質頁岩 2.2 1.1 0.6 0.9 105' 7C 58-18 

12 S 剥 片 珪質頁岩 1.2 1.4 0.5 0.7 100' 7C 58-19 

13 S 使用痕ある剥片 流 紋 岩 (2.1) (2.3) (0.7) 2.2 7C 58-20 

14 S 二次加工ある剥片 硬質頁岩 3.3 1.4 0.8 2.6 7C58-21 

15 S 砕 片 硬質頁岩 1.2 0.6 0.3 0.2 7C58-22 

16 S 剥 片 流 紋 岩 (2.0) (1.6) (0.3) 0.7 105。 7C 58-23 

17 S 砕 片 硬質頁岩 1.0 0.6 0.2 0.1 7C58-29 

18 S 剥 片 硬質頁岩 (2.0) (2.3) (1.0) 3.0 115' 7C58-35 

19 S 剥 片 流 紋 岩 (3.2) 1.6 0.6 2.0 110' 7C58-6 

20 S 砕 片 流 紋 岩 1.0 0.9 0.2 0.2 7C58-26 

21 S 使用痕ある剥片 流 紋 岩 (2.6) (2.1) (0.7) 2.2 115' 7C59-5 

22 S ハンマーストーン デイサイト 6.6 6.1 2.4 136.9 7C68-4 

23 S 二次加工ある剥片 流 紋 岩 1.3 1.5 0.4 0.4 95' 7C68-31 

24 S 彫 器 流 紋 岩 2.8 1.7 0.9 3.6 7C68-32 

25 S 二次加工ある剥片 流 紋 岩 0.8 1.9 0.6 0.6 7C68-36 

26 S 剥 片 流 紋 岩 (2.7) (3.0) 0.7 3.8 125' 7C58-4 

27 プロッ ピエスエスキーユ 珪質頁岩 2.3 1.6 0.6 2.2 1E20-4 クタ+

28 プロッ 剥二次片加工及び使用痕ある 珪質頁岩 5.8 2.3 2.0 6.2 7C49-4 ク外

29 
プロ y
砕 片 硬質頁岩 1.1 0.7 0.6 0.3 7C49-5 クタ十

30 
プロ y 量。 片 流 紋 岩 (1.4) (1.4) (0.4) 0.5 120' 7C49-6 クタ十

31 
プロ y 畢!j次片加工及び使用痕ある 流 紋 岩 (4.2) (3.0) (0.9) 7.5 110' 7C49-10 ク外

32 プロッ 剥l 片 硬質頁岩 1.4 2.2 0.8 1.6 7050-5 クタト

33 
プロッ
使用痕ある剥片 流 紋 岩 2.2 2.7 0.7 2.1 160' 7050-7 ク外

o
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No.lO遺跡

2 IV"-VI層主体石器群

遺跡の北東隅に当る 1E34グリッドを中心にIV'"'-"VI層を主体とする石器群が検出された。こ

の辺も谷頭部に当り、北西から南東へ緩やかに傾斜している。

石器群は石器・剥片類のみで構成され、ブロック 1個所 (Rブロック)とその近辺から計43

点出土した(第79・80図、第4表)。

また、層位的には若干上部になると思われるが、やはりIV'"'-"VI層を主体とする炭化物片の集

中が1ケ所検出された(第116図)。
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。剥l片・砕片

イ2E ~ 

。 50m 

第79図 N'"'-"羽層主体石器群分布図(1/1000)

(1) Rプロック(第81・82図、図版21・29)

出土状況 1 E34グリッドを主体に径4'"'-"5m程の広がりをもつが、中でも 1E44グリッド

杭付近に大部分が集中する。出土層位はIV'"'-"VI層下部のものが多く、ほぽVI層の石器群といえ

るであろう。

出土遺物 出土した石器群は、彫器 1点、二次加工と使用痕の両方がある剥片 1点、二次加

工のみある剥片2点、使用痕のみある剥片2点、その他剥片・砕片33点、計39点である。

71は彫器である。背面左上方からの剥離の後、右上方から 1条の彫万面が作出され、さらに

右方向から 1条の浅い彫万面を作出している。素材の形状ははっきりしないが、末端が部厚い

やや大きめの剥片が使用されているようである。彫万面近くには小剥離が施されている。
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72は打面を除く全周に二次加工及び使用痕がみられる縦長剥片である。打面は若干の調整が

されていると思われ、剥離面の交点を打点としている。

70はねじれたやや縦長の剥片で、末端に若干の二次加工が施されている。

62は背面左下半の側縁に使用痕のある剥片である。

43・52・65はいずれも剥片であるが、 43は石核調整剥片と考えられ、部厚なもので背面下部

には醸面を大きく残している。 52・65は共に剥離面の交点を打点としており、 65には入念な頭

部調整が施されている。

(2) プロック外出土石器(第82図、図版29)

ブロック外からは 4点出土し、 76以外はRブロック近辺からの出土である。

74は二次加工ある剥片であるが、背面上部には大きな剥離が施され、背面右側の欠損個所の

断面にも小剥離が施されている。

73はやや横広、 76は横長の剥片である。

この他打面再生剥片が 1点出土しているが、それには 2個所に打面が作られており、打面が

一定したものでないことを窺わせる。

(3) IV~VI層主体石器群のまとめ

組成及び石材石器組成は彫器1点、二次加

工と使用痕の両方がある剥片 1点、二次加工の

みある剥片3点、使用痕のみある剥片2点、打

面再生剥片1点、その他剥片・砕片35点、計43

点であり、彫器の他は明確なトウールが見当ら

ず、剥片に二次加工あるいは使用痕のみられる

ものが目に付く。

石材は、珪質頁岩が多用されていることに特

徴がある。

剥片剥離技術打面調整は少し施され、その

際の剥離面の稜を打点として剥片が剥取されて

いると考えられるが、剥片の形状には縦長と横

広の 2種が認められる。ただこれらの剥片とト

ン

Jレ
ト
岩
3.4 
g 黒曜石1.2g 

王圭質頁岩

79.24 g 

第80図 N~Vl層主体石器群石材別重量比

ウールとの関係は明確なトウールが彫器のみのため明らかではない。

調整加工技術 これも彫器以外に明確なトウールを欠く状況のため判然としないが、二次加

工ある剥片及び使用痕ある剥片の比重が高い石器群であることを考えると、素材となる剥片の

100一



No.10遺跡

-hE謁

古崎

剛

j
H斗
十

→IE34 

.

目

.

.

.

.

 

白.
町

.
 

.
 

1
 
.
 

.• 
•• 

• 

-
n
.・

‘
 

• • 

• 

•• 

• 

・

0
飽

•• 
• -企
図

-

o

a

-

-

m

A

u

m

-

a
-
-

-

a

a

司

.，，，
F

，
 

••• 
1

・

一

。

筒

曾

臥

目

E
B
M
.

J

。

制

調

朗

唱

au酎
W
W相.• 

・

!

1

・

.

冒

lu圃
曹
晴
閣
置
・

調

M
B出
咽

M
4

.

'

a

限

。

回

1

1

剛

¥

，
 

• • 

• 
，
l

・

1

・

・，.，，
B

B

・
・
・

→IE33 

九a

凡例

・彫器
企二次加工ある自国j片
a使用痩ある創j片
。剥片・砕片

→IE騎→IE -k回

5m 。

Rプロック遺物出土状況図(1/80)

-101 

第81図



No.lO遺跡

ふl

ζここる
43 

d、/Cごこミ
71 

62 

β会霊堂令
〈ここ~

ζこ三〉 73 

ι一一二二フ 。 5cm 

第82図 N~VI層主体石器群実測図 (2/3)
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第4表 IV~VI層主体石器群一覧表

番号
プロ

器 種 石 材
長さ 幅 厚さ 重量 打角

登録番号
ック (cm) (cm) (cm) (g) (剥離角)

34 R 砕 片 珪質頁岩 0.9 1.2 0.2 0.1 lE33-4 

35 R 砕 片 珪質頁岩 (0.3) (0.7) (0.2) 0.02 1 E 33-5 

36 R 剥 片 珪質頁岩 (1.4) (1.8) (0.5) 0.8 100. 1E34-4 

37 R 砕 片 珪質頁岩 1.3 0.4 0.3 0.04 1E34-5 

38 R 最リ 片 珪質頁岩 (1.0) (1.0) (0.4) 0.2 110. 1 E 34-6 

39 R 砕 片 珪質頁岩 (0.7) (1.1) (0.3) 0.15 lE34-7 

40 R 砕 片 珪質頁岩 0.9 0.8 0.2 0.1 1 E 34-8 

41 R 剥 片 珪質頁岩 (0.9) (1.8) (0.5) 0.6 1 E 34-9 

42 R 製l 片 珪質頁岩 2.5 1.5 0.3 0.6 1E34-10 

43 R 最リ 片 珪質頁岩 (3.9) (4.3) (1.4) 24.7 lE34-11 

44 R 最リ 片 珪質頁岩 (1.6) (1.8) (0.3) 0.5 120. lE34-12 

45 R 最リ 片 珪質頁岩 (1.4) (1.6) (0.4) 0.5 110. lE34-13 

46 R 華リ 片 珪質頁岩 (1.6) (2.2) (0.7) l.3 130. lE34-14 

47 R 和l 片 珪質頁岩 (0.9) (1.2) (0.3) 0.3 95。 1 E 34-21 

48 R g，1J 片 珪質頁岩 0.9 1.6 。.1 0.1 1 E 34-22 

49 R 新l 片 珪質頁岩 (1.1) (1.4) (0.2) 0.15 1 E 34-23 

50 R 砕 片 珪質頁岩 (0.4) (0.7) (0.1) 0.01 1 E 34-24 

51 R 砕 片 珪質頁岩 (0.5) (0.5) (0.1) 0.01 lE34-25 

52 R 最リ 片 珪質頁岩 (2.1) (2.1) (0.7) 2.0 110. 1 E 34-26 

53 R 砕 片 珪質頁岩 0.5 1.0 0.2 0.05 lE34-27 

54 R 砕 片 珪質頁岩 (0.3) (0.8) (0.1) 0.02 lE34-28 

55 R 剥 片 珪質頁岩 (0.8) (1.6) (0.3) 0.2 1 E 34-29 

56 R 砕 片 珪質頁岩 0.9 1.2 0.3 0.2 1 E 34-30 

57 R 砕 片 珪質頁岩 0.5 0.9 0.1 0.03 lE34-31 

58 R 割l 片 珪質頁岩 (1.1) (2.5) (0.3) 0.7 1 E 34-32 

59 R 使用痕ある剥片 珪質頁岩 1.7 1.7 0.5 0.8 115。 1 E 44-4 

60 R 最IJ 片 珪質頁岩 (0.9) (1.3) (0.3) 0.3 110. lE44-6 

61 R 砕 片 珪質頁岩 0.6 0.9 0.2 0.06 lE44-7 

62 R 使用痕ある剥片 珪質頁岩 3.5 3.7 0.5 5.4 90。 lE33-6 

63 R 最リ 片 珪質頁岩 1.0 l.5 0.3 0.4 105。 lE33-7 

64 R 砕 片 珪質頁岩 1.0 0.9 0.2 0.2 lE34-15 

65 R 剥 片 理質頁岩 1.9 2.8 0.6 2.3 100. 1 E 34-16 

66 R 剥 片 珪質頁岩 (3.7) 2.0 0.9 5.5 lE34-17 

67 R 砕 片 珪質頁岩 0.8 1.4 0.3 0.2 lE34-18 

68 R 二次加工ある剥片 珪質頁岩 (3.1) 5.0 2.2 21.0 lE34-19 

69 R 事l 片 珪質頁岩 (1.8) (3.1) (0.4) 1.9 lE34-20 

70 R 二次加工ある剥片 黒 曜 石 2.5 l.4 0.4 1.2 100。 1 E 34-33 

71 R 彫 器 流 紋 岩 6.2 3.8 1.6 17.1 lE44-5 

72 R 剥二次片加工及び使用痕ある 珪質頁岩 5.8 2.8 0.6 7.8 110. lE44-8 

73 プロソ 剥 片 流 紋 岩 4.1 3.3 0.8 8.4 115. lEOO-4 クタキ

74 プロッ 和l 片 安 山 岩 (4.5) (6.6) (0.9) 26.0 lE34-2 クタ十

75 ブロッ 打面再生剥片 流 紋 岩 3.7 2.9 1.2 1l.2 1 E45-4 ク外

76 つfロッ 最リ 片 シル ト岩 2.0 3.5 0.5 3.4 120。 2D60-4 クタキ
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形状をあまり変更しないものと思われる。

編年的位置 空港No.7遺跡A地点、第6石器群(西川・西口他1984)、さらには本遺跡のSフゃロ

ック出土石器群も近いものと思われ、武蔵野第 1C期中頃、相模野第II期中頃に位置付けられ

る。

3 III層主体石器群

凹層を主体とする石器群は、遺跡南東部の谷頭に面した緩斜面から谷に沿って18ブロック763

点(石器・剥片類518点、離245点)が検出された(第83・84図、図版22、第5表)。

これらは層位的にはソフトローム層を主体として出土したという共通性はあるものの、時間

差のあるいくつかのグループに分かれるものと考えられるが、まずブロック別に検討した後に

グループ分けをすることにする。

(1) Aプロック(第85・91図、図版30)

出土状況 6 E30グリッド付近から径 3m程の広がりをもって出土した。出土層位はIII層中

~下部である。

出土遺物 小規模な醸群(第 l醸群、 15点)が主体のブロックであり、石器・剥片類は小剥

片のみ3点と少ない。

77・78・79はいずれも不定形の小剥片である。石材は77がチャートで他は流紋岩である。

(2) Bブロック(第86図)

出土状況 6D48からの出土で径 2m程の小磯群(第2醸群、 12点)のみからなる。出土層位

は凹層下部付近である。

(3) Cプロック(第87・91図、図版23・30)

出土状況 6 D76付近から径 3'"'"'4m程の広がりをもって出土し、層位はIII層中~下部であ

る。

出土遺物 このブロックも醸群(第3醸群、 33点)が主体で、石器・剥片類は少なく、スク

レイパー 1点、二次加工ある剥片1点、その他剥片・砕片4点、計6点である。

83は醸面を打面とした小形の剥片の末端に傾斜の緩やかな刃部を作出したスクレイパーであ

る。

80・8い 82・85はいずれも剥片で、 81と85は接合するがともに醸面を打面としている。

技術的特徴 資料が少ないため多くを語ることは出来ないが、この6点に限ってみれば、醸
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面を打面とするなど打面調整はほとんど行なわ

れず、幅広の不定形とも思える剥片を剥離して

いると考えられる。石材は81・82・85が砂岩、

80がシルト岩、 83が泥岩、 84が流紋岩である。

(4) Dプロック(第88・91図、図版23・30)

出土状況 6 D89を中心に径 6m程の範囲か

ら出土、層位はIII層下部である。

出土遺物 やはり礁が多く (第 4醸群、 76

点)、石器組成は、ナイフ形石器4点、二次加工

ある剥片 1点、石核4点、小石核1点、 その他

剥片・砕片20点、計30点である。

90と110はナイフ形石器である。90は小形の不

定形な剥片を素材とし、基部両側縁及び背面先

端右側を折断してそこにも調整剥離を施してい

第84図

王主

主黒雲
量曜岩
62.5 右 31.9
E 49.l gシルト岩9.8" 
g ，/  ~ 

叶

III層主体石器群(石器・剥片類)

石材別重量比

る。 このうち左側縁基部の加工のみ背面から主要剥離面へ施している。打点部は除去されてい

る。 110は横広の剥片を素材として打点部を除去するとともに、剥片の末端を折断して背面右側

縁基部には折断面から背面に向って緩やかな調整剥離を施して、いわゆる切出形のナイフ形石

器としている。

100は2cmにも満たない小形の石核である。打面は既設の剥離面を利用していると思われる

が、剥取される剥片は非常に小さなものである。

95は頭部調整が施されているずんぐりとした剥片である。

この他2点の小形のナイフ形石器があるが、いずれも横広の剥片を素材として打点部を右に

置くいわゆる切出形のナイフ形石器である。 また、石核と考えられるものが4点出土しており、

そのうち 2点は安山岩で既設の剥離面を打面として不定形の小剥片を剥取している。他の 1点

は平たい砂岩の円離を使用して、打面に醸面をもっ幅広の剥片を剥取している。残る l点は珪

質頁岩製で、節理面と思われる打面の周囲から小剥片を剥取している。

技術的特徴 横広及び小形の剥片を素材として、折断技法をもっ基部加工のナイフ形石器を

主体とする石器群と考えられる。石材は安山岩13点、砂岩6点、 チャート 4点、流紋岩3点、

泥岩2点、珪質頁岩・黒曜石各1点である。
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第86図 Bブロック遺物出土状況図 (1/80)

(5) Eブロック(第89・91図、図版24・30)

出土状況 7 E20グリッド付近からの出土で、径 3~4mの広がりをもっ。出土層位は凹層

中部である。

出土遺物 石器群の組成は、ナイフ形石器2点、スクレイパー 2点、石核1点、その他剥片・

砕片16点、計21点である。また醸は21点出土している(第5醸群)。

116・122はナイフ形石器である。 116はやや縦長の剥片を素材に用いていると思われるが、そ

の末端部を折断し、打面から主要剥離面左側縁に対して背面から急斜な調整剥離を施している。

形態的には刺突具というよりも切削用と考えられているものである。122は横長の小剥片を素材

として、打面側及び基部を主体に調整剥離を施した小形のいわゆる切出形のナイフ形石器であ

る。

135は打面と背面の末端に醸面をもっ幅広の剥片である。

この他不定形の剥片のー側縁に刃部を付したスクレイパーが2点出土している。
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NO.10遺跡

技術的特徴 特に打面調整を行なわず、離面などを打面として不定形とも思える幅広の小剥

片を剥離していると思われるが、出土したナイフ形石器の素材となるようなものもみられず明

らかではない。石材は砂岩11点、チャート 7点、ホルンフェルス 2点、流紋岩 1点である。

(6) Fプロック(第90・91図、図版24・30)

出土状況 7 E13グリッドを中心に径4m程の広がりをもって出土し、層位は皿層中~下部

である。

出土遺物 石器組成は、ナイフ形石器2点、スクレイパー 1点、ハンマーストーン 1点、二

次加工ある剥片2点、その他剥片・砕片18点、計24点である。また、離は18点出土している(第

6醸群)。

144と153はナイフ形石器である。153は横長の小剥片の背面打面部及び、基部を中心に調整剥離

が施された小形のいわゆる切出形のナイフ形石器である。144は厚みのある小形の幅広の剥片を

素材として、先端の一部を残し他の縁辺に調整剥離を加えたいわゆる切出形のナイフ形石器で

ある。

147は上部を欠損しているが、細長く平たい円離の一端に打痕が認められるハンマーストーン

である。

この他小剥片に刃部を付したスクレイパーが 1点ある。

技術的特徴 Eブロックと近似して、ほとんど打面調整を施すことなく幅広の小剥片が剥離

され、これが小形のいわゆる切出形のナイフ形石器や小形のスクレイパーの素材となっている

ようだ。石材は砂岩9点、チャート 7点、流紋岩5点、ホルンフェルス・シルト岩・泥岩各1

点である。

(7) Gブロック(第92"-'94図、図版25・31・32)

出土状況 7 D58グリッドを中心に径 4m裡からかなり密集して石器群が出土した。出土層

位は皿層最下部前後である。

出土遺物 石器組成は、ナイフ形石器3点、スクレイパー 1点、彫器 l点、磨石及び敵石2

点、二次加工ある剥片3点、使用痕ある剥片 1点、石核6点、その他剥片・砕片97点、計114点

である。

172・176はナイフ形石器である。 172は背面に小高い稜をもっ縦長の剥片を素材として、主要

剥離面側からだけでなく、この稜からも調整剥離を施している。ただ調整加工は稜の左側のみ

に限られ、右側には施されていない。断面の形状は部厚な三角形をなし、先端には剥片剥離以

前に石核に対して施された打面とは反対方向からの調整剥離がみられる。176も部厚い縦長の剥

片が素材に用いられ、先端の 1側縁を除き主要剥離面側から急斜な調整剥離が施されている。

~ 114~ 
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断面の形状は三角形をなし、先端部には172と同様の剥片剥離以前の石核調整剥離がみられる。

263は背面の末端と右側縁に調整剥離が施された縦長の剥片であるが、上下を逆にしてナイフ

形石器としてもよいかもしれない。

これも172同様背面の中央付近に243は背面左側縁に微細な使用痕のある縦長剥片であるが、

小高い稜をもっ。

178・192・269・274はいずれも剥片であるが、 192は石刃状、 269と274はそれに近いものであ

る。

181と182は磨石兼敵石であり、大きさが異るだけでどちらも石材はデイサイトを使用し、 よ

く似ている。

石核において打面の位置をほとんど変えずに剥片剥離を行なうものと、打面調技術的特徴

また、

チャート21

整を行ないながら石核を左右に回転させて打面を移動させるものとの 2種がみられる。

打角(剥離角)は1l00~1l50前後のものが多い。石材は安山岩33点、流紋岩22点、

F
h
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No.10遺跡

点、玉髄17点、泥岩9点、デイサイト 2点、シルト岩 l点である。

(8) Hブロック(第95・99図、図版25・33)

出土状況 7 D56グリッドを主体に 4X2.5m程の広がりをもち、さらに遺物の集中度から大

きく 2個所に分け、北側をHa、南側をHbと呼称する。出土層位は凹層下部付近である。な

お、 Hブロックに接して南側には Iブロックがある。

出土遺物 Haブロックからはナイフ形石器1点、二次加工ある剥片 1点、石核2点、その

他剥片・砕片7点、計11点の石器群、それに離が1点出土した。

284もGブロックの172同様背面に 1条の小高い稜をもち、主要剥離面からと背面の稜からの

両方から調整剥離を施している。そして背面の稜の左側のみに調整を施して、右側は素材のま

まである点も172によく似ている作りである。

この他Haブロックからは 2点の石核が出土しており、いずれも背後に醸面を残し、数回の

剥離により打面を作出している。打面調整は顕著ではない。これからは主に縦長剥片を剥取し

ている。

Hbブロックからはナイフ形石器4点、二次加工ある剥片 1点、石核1点、その他剥片・砕

片5点、計11点の石器群が出土している。

289は厚みのあるやや寸づまりの縦長剥片の末端に調整剥離を施したナイフ形石器である。

293はやや幅広の剥片で背面の末端には二次加工の小剥離があり、主要剥離面右側縁には微細

な使用痕がみられる。

292は横長の剥片で背面には大きく醸面を残している。

この他石核が1点出土している。それは既設の剥離面を打面として交互に剥離を繰り返して

小形不定形の剥片を剥取するもので、残核は小形のチョッピングトウールのような形状をして

いる。

HaブロックとHbブロックの組成はよく似た内容であるが、石材はHaブロックが流紋岩

6点、安山岩5点と 2種のみで構成されているのに対して、 Hbブロックは安山岩5点、泥岩

5点、流紋岩 l点という違いがみられる。

技術的特徴 ここではHaとHbを合わせHブロックとして検討する。

石核からは異る 2種の剥片剥離のあることが窺われたが、横長(広)の剥片の存在からそれ

らを目的として剥離する技術の存在することが推定される。
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NO.IO遺跡

(9) Iプロック(第95・99図、図版33)

出土状況 7 D66グリッドを中心にHブロックの南に接して出土した。出土層位はIII層下部

である。

出土遺物 石器組成は、ナイフ形石器4点、二次加工ある剥片 1点、石核 l点、その他の剥

片・砕片19点、計25点である。

315はナイフ形石器の下半部で上半部の288はHbブロックに所属する。この資料は主要剥離

面が図上では中央の稜の左側に来るという少し変わった用い方をしている。ただ中央に小高い

稜をもち、それの左右どちらか一方にのみ調整剥離を施している(この場合右側にのみ)など、

Gブロックの172やHaブロックの284とほぼ同様な作りである。

この他接合資料A(第106図、図版36)を構成する299・305・307などがある。

技術的特徴 2種類の剥片がみられ、ひとつは接合資料Aや288と315が接合するナイフ形石

器のような縦長の剥片で、もうひとつは横広の不定形の剥片である。前者はナイフ形石器の素

材を提供していると思われるが、後者は他の器種がほとんどないため明らかにしえないが、 L

ブロック出土のスクレイパー(第99図385・387)のようなものとの結び付きが考えられる。石

材は安山岩15点、泥岩8点、流紋岩1点である。

側 Jプロック(第96・99図、図版26・33)

出土状況 7 D75グリッドを中心に径3'"'"-'4m程の広がりをもって出土した。出土層位はIII

層下部である。

出土遺物 二次加工ある剥片 1点、打面再生剥片 1点、その他の剥片・砕片7点、計9点、そ

れに醸3点が出土した。

325は背面に大きく蝶面を残した剥片である。

この他打面再生剥片は末端に醸面が残るもので、 2点の縦長剥片を剥取したことが窺われる。

技術的特徴 資料数が少なくあまり多くを語れないが、背後に醸面を残す石核の存在が推定

される。石材は安山岩4点、泥岩2点、玉髄・流紋岩・砂岩各1点である。

(11) Kブロック(第96・99図、図版26、33)

出土状況 7 D73グリッドから径3'"'"-'4m程の広がりをもって出土した。層位は凹層下部で

ある。このブロックも集中度から大きく 2個所に分けられ、北側をKa、南側の密度の高い方

をKbと呼ぶことにする。

(K aブロック)

出土遺物石核3点、剥片・砕片18点、計21点が出土した。

技術的特徴 石核は 3点とも既設の剥離面またはその交点を打面として不定形の剥片を剥取

ハリ



NO.IO遺跡

するもので、そのうち 2点は厚みのある剥片を石核にしている。

石材は安山岩10点、流紋岩6点の他は珪質頁岩・泥岩・チャー卜・玉髄・デイサイト各 1点

である。

(K bプロック)

出土遺物 ナイフ形石器 1点、石核4点、剥片・砕片 9点、計14点である。

363は下半を欠損したナイフ形石器で、縦長の剥片を素材に用いていると思われる。

技術的特徴 石核は 4点とも背後に離面を残した単設打面で、あまり打面調整を施すことな

くやや幅広で、寸づまりのものあるいは縦長に近いものを剥取している。

石材は安山岩10点、流紋岩4点、である。

ここでKaとKbを較べてみると、組成においては類似した内容を示すが、石材はKbが2

種で構成されるのに対して、 Kaは主体となる 2種の他l点づっ 5種のものが混じっている点

異る。また、石核にも個々のブロックのところで検討したように違いがみられる。この剥片剥

離技術上の相違が同一石器群が本来合わせもつものかどうかさらに検討を要するところである。

仰 Lブロック(第97・99・106図、図版27・33・36)

出土状況 7 D76グリッドを中心に径 4m程の広がりをもって出土した。出土層位は凹層中

~下部で下部が主体。

出土遺物 ナイフ形石器3点、角錐状石器4点、スクレイパー 2点、二次加工ある剥片4点、

石核 1点、その他剥片・砕片40点、計54点の石器群と醸 l点が出土した。

386は縦長剥片の末端に調整剥離を施したナイフ形石器である。打面部を欠くが、欠損ではな

く折断により除去したものと考える。

395・399・405は接合して角錐状石器となるもので、ややねじれた縦長の剥片を素材とし、主

要剥離面から両側縁全体に角度のあるやや鋸歯状の調整剥離を施している。背面中央には平坦

な面が残り、断面は台形状を呈する。

416も縦長剥片を素材とした角錐状石器で、作りは前述のものとよく似ているが、先端は尖

り、背面上の平坦な面も少ない。また、主要剥離面基部にも調整剥離が施されている。

385と387は接合してスクレイパーとなるものである。横広の剥片の末端に傾斜のあるやや鋸

歯状の刃部を作出している。

397は打面再生剥片である。背面に残る旧打面は平坦な 1枚の剥離面からなる。

371は背面左側縁部に醸面を残す縦長剥片である。

この他本ブロックのみからなる接合資料B(第106図、図版36)があるが別項でふれることに

する。
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それ剥片剥離においては縦長剥片と横長剥片各々を生産する技法が看取され、技術的特徴

がまた前者はナイフ形石器や角錐状石器と後者はスクレイパーと結びついているらしいことが

そして調整加工は鋸歯状の調整剥離が行なわれている。

石材は安山岩23点、凝灰岩16点、砂岩6点、泥岩4点、流紋岩3点、珪質頁岩1点である。

わかる。

Mプロック(第98・99図、図版33)

7 D90グリッドを中心に径3""'4m程の広がりをもって出土した。層位は凹層下

ω 

その他剥片・砕片31点、ナイフ形石器4点、二次加工ある剥片 l点、石核2点、

出土状況

部である。

出土遺物

計38点である。

428・436・450はいず、れもナイフ形石器である。 428は左側縁にのみ調整剥離を施したもので、

背面基部は石核上においてすでに薄く調整されたものと考える。436は縦長剥片の打面部をナイ

フ形石器の先端部としたもので、調整剥離を施して打面部を除去している。 450は幅広の剥片を

124 

素材としたもので打面は除去されている。
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NO.I0遺跡

技術的特徴 剥片には良好な縦長剥片が見当らず、横広の不定形な剥方が多い。また、ナイ

フ形石器にはやや縦長なものと横広のものとの両者の剥片を素材として用いている。

石材は全て安山岩である。

U4) Nブロック(第100・104図、図版34)

出土状況 7 C65~75グリッドにかけて分布し、径 4m程の広がりをもっ。出土層位は III層

上部である。このブロックには密な部分とまばらな部分がみられるため、前者をNb、後者を

Naと呼称する。

(N aプロック)

出土遺物細石刃1点、二次加工ある剥片1点、その他剥片・砕片6点、計9点の石器剥片

類と 2点の礁がある。

458は黒曜石の細石刃である。長さ2.8cm、幅0.6cmと細長いもので、両側縁には使用痕と思わ

れる微細な剥離痕がある。

その他は不定形の剥片のみである。

石材は黒曜石・ホルフェルス各3点、チャー卜・玉髄・安山岩各1点である。

(N bプロック)

出土遺物石核1点、剥片・砕片6点、計7点である。

470は泥岩の剥片で背面左側縁部に醸面が残る。

また、石核が1点出土しており、既設の剥離面を打面として小形不定形の剥片を剥取してい

る。

石材は黒曜石・チャート各2点、泥岩・流紋岩・ホルンフェルス各1点である。

NaとNbを較べると資料的に制約され、技術的なものは検討しにくいが、石材とともに大

差のないことが感じられる。

回 Oプロック(第100・104図、図版34)

出土状況 Nブロックの南東に接して 7C74グリッドを中心に径4m程の範囲から出土した

があまりまとまりをもたない。出土層位はIII層上部である。

出土遺物 細石刃核1点、ピエスエスキーユ 1点、二次加工ある剥片2点、その他剥片・砕

片6点、計10点の石器・剥片類と醸4点がある。

477は黒曜石の細石刃核である。背後に離面を残し、高さは2.2cmである。 Nブロック出土の

細石刃と同ーの石器群ではないかと推定されるが、この 2点のみの比較では細石刃の長さが異

っている。

482は黒曜石のピエスエスキーユである。主要剥離面左上に打点部が円形に残存している。
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474は流紋岩、 480は黒曜石で、共に広く平坦な打面を残しており、打角(剥離角)は120~130。

を測る。

その他は不定形の剥片のみである。

石材は黒曜石7点の他は流紋岩・泥岩・安山岩が各 l点である。

。6) Pプロック(第101・104図、図版27・34)
出土状況 8C04グリッドから出土し、径 3m程の広がりをもっ。出土層位はIII層中部であ

る。

出土遺物 ナイフ形石器9点、二次加工ある剥片1点、石核2点、その他剥片・砕片8点計

20点である。

484~503は全て小形のナイフ形石器である。

486・503はどちらも小形幅広の剥片を素材とし、打面を横位置に置くもので、水平な 1側縁

を先端としている。 486は左側縁にのみ調整剥離を施している。 503は背面には先端を除く側縁

全周に、主要剥離面では先端部にわずかに調整剥離を施している。また、この2点の打面には

これを剥取する時の打点部に接してもう 1つの打点部が残っており、この2点が剥片を石核と

して剥取されたことがわかる。

487・494は幅広の、 496は打面とねじれた関係のやはり幅広の剥片が素材となっている。そし

ていず、れも打面部は除去されている。 494・496はどちらも先端の 1側縁を除く全周に主要剥離

面から調整剥離を施している。 487は背面に左側縁から 1つの大きな剥離が施され、打面部が除

去されるとともに、器体を薄くしている。

481・491・501はしミずれも整ってはし当るがやや縦長の剥片を素材としており、主要剥離面の左

端には 3点とも同じような亀裂が打点あるいはその近くから走って、他の部分とは様相が異っ

ている。また、調整剥離は501が右側縁に、他の 2点は右側縁基部のみに施されている。

497は三次加工ある剥片とも考えられるが、背面上部や右側にみえる剥片剥離痕を残した石核

であろう。厚みのある剥片が用いられており、背面には離面が残る。

技術的特徴 剥片を石核としたものから剥取された小形不定形の剥片を素材として作られる

小形のナイフ形石器群で、幾何形ともいえるものがある。石材は全て流紋岩である。

。7) Qブロック(第102・104図、図版34)
出土状況 8C37グリッドを中心に径 3~4m程の広がりをもち、あまりまとまりがない。出

土層位はIII層中部である。

司

t
q
，“
 



No.lO遺跡

→7e64 →7c66 イ7c65

N b 
. 493 

0472 
ぬ0471 ‘
目。崎8

J:sg， 

Nブロック

N a 

& 
4t9 

@ 
4関

市76--trc75'" n 

咽 & .& 

宅F

Dブロック

& 
586 

-trc74 

凡例

@槍先形尖頭器
@細石刃
・細石刃核
。ピエスエスキーユ
企二次加工ある剥片
。剥片・砕片
ロ石核
・磯・磯片

&: 

-
-
A
m
 

4~4 

..476 

• 477 J品

15 
4b 
S1 

@ 
570 

→7c86 

III広ぷ二ニ布石ぶ大記スみ芯工O"o

& 
571 

→7c節→完似

5m 。
N.Oブロック遺物出土状況図 (1/80)

128 

第100図



No.lO遺跡

-k04 →8c05 剛 市日6

& 4合明 3 。

4合剖

合唱3 品品
0492 

合唱1
凡例

。咽g 合ナイフ形石器

&。咽
5)l.O 叩合1 om 

企二次加工ある剥片
0485 。剥片・砕片04岨

& 
4合86合4町 S合日3

白石核

50 88 

-tac14 →8c15 →8c16 

~;国--三七三千二二二二二二三二二砕

。 5m 

第101図 Pブロック遺物出土状況図 (1/80)

出土遺物 ナイフ形石器3点、二次加工ある剥片2点、その他剥片・砕片10点、計15点であ

る。

504・507・513はいずれもナイフ形石器である。 507・513はともに横広の小剥片を横位置に用

いたもので打面を残している。調整剥離は打面と背面が交わる稜を中心に施され、相対する側

縁には微細なものが若干施されるだけである。 504も横長の剥片を横位置に用いたもので、調整

剥離を施して打面部を除去している。

技術的特徴 ナイフ形石器3点をはじめ、他の剥片も全て幅広の不定形の小剥片て守ある。

石材は流紋岩8点、黒曜石5点の他は泥岩・チャー卜各 1点である。

Q8) Tプロック(第103・104図、図版34)

出土状況 6E09グリッドから6E19グリッドにかけて、径2.5m程の広がりをもって出土し

た。出土層位はIII層上部である。

出土遺物石核2点、剥片・砕片5点の計7点が出土している。
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523はスクレイパーとも考えられたが、小剥片を剥取する石核と判断した。同様なものが他に

も1点出土している。これらは部厚い剥片を石核に用いている。

この他背面が蝶面のものや、醸面を周囲に残す輪切りのような不定形の剥片が出土している。

石材はホルンフェルス 3点、砂岩2点、流紋岩・安山岩各1点である。
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(19) III層ブロック外出土石器(第83・105図、図版35)

ブロック外からは槍先形尖頭器3点、ナイフ形石器6点、スクレイパー 3点、彫器2点、ピ

ェスエスキーユ 1点、醸器 1点、二次加工と使用痕の両方のあるもの 1点、二次加工のみある

もの 8点、石刃状剥片 1点、石核調整剥片2点、その他剥片・砕片、 38点、計69点が出土した。

556は周辺加工の小形の槍先形尖頭器である。基部に平坦な打面が残り、調整剥離は表面・裏

面とも左側縁を重点的に行なっており、素材の剥片を左右に回転させて同一方向から施したと

思われる。

570は基部を欠損した両面加工の槍先形尖頭器である。調整剥離は前述のものと同様な方法が

とられている。

586は基部にわずかに打面を残した半両面加工の槍先形尖頭器である。表面・裏面とも未調整

部分が広く残り、周辺加工に近いものである。

577は先端及び基部を欠損したナイフ形石器である。右側縁にのみ調整剥離が施され、背面に

は小高い稜が残るなどG.H・I各フゃロックでみられたものと同グループである。

580は彫器で石核調整剥片を素材に用いていると思われる。打面を除去して主要剥離面から調

整剥離を施した後、左右に各1条の彫万面を作出している。

528と541はともに二次加工ある剥片である。528は背面左側縁に角度のあまりない丁寧な調整

剥離が施されており、ナイフ形石器に近いものである。醸面を打面としている。

541は末端に小剥離が施され、背面左側縁には使用痕と思われる微細な剥離がある。

551は先細りの石刃状剥片である。

526は縦長の剥片を折断した折断剥片でナイフ形石器の可能性も考えられる。

555は基部を欠損しているが、石核調整剥片と思われる。

536、549、559はしミずれも醸面を打面とした剥片である。 536は醸面を背面とし、 549、559は

背面に醸面を広く残している。

側接合資料(第106図、図版36)

接合資料A

泥岩を石材として、ナイフ形石器5点(Hbブロックの294、296、Iブロックの299、7D68

の578、579)、縦長剥片3点(Gブロックの175、Hbブロックの290、Iブロックの307)、石核

調整(頭部調整)剥片 1点(1ブロックの305)、計9点で構成される。この他接合はしないが

同一個体と思われるものにナイフ形石器1点(1フqロックの300)、縦長剥片2点(Jブロック

の325、Lブロックの419)、調整剥片4点(1ブロックの304、311、317、321)の計7点があ

る。

剥片剥離作業の復原 本資料からは以下の 8つの剥片剥離作業とそれから派生する 7つの作
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業過程が復原出来る。

①305の石核調整(頭部調整)剥片が剥離される。

②(打面調整剥片が剥離されたものと推定される。)

③ (296+578)の素材たる縦長剥片が剥離される。

③a (296+578)の素材たる縦長剥片に調整加工を施してナイフ形石器に仕上げる。

③b (296+578)のナイフ形石器が2つに折れて、 296がHbブロックに、 578が7D68グリッ

ドに残される。

④(打面調整剥片が剥離されたものと推定される。)

⑤290の縦長剥片が剥離される。

⑥(打面再生剥片及び打面調整剥片が剥離されたものと推定される。)

⑦ (175+307)の縦長剥片が剥離される。

⑦a (175+307)の縦長剥片が2つに折れて、 175がGブロックに、 307がIブロックに残さ

れる。

⑧ (294 + 579+ 299)の素材たる縦長剥片が剥離される。

⑧a (294+579+299)の素材たる縦長剥片に調整加工を施してナイフ形石器に仕上げる。

⑧b (294十579十299)のナイフ形石器が2つに折れて先端部の299がIブロックに残される。

⑧c (294+579)の先端部の折れたナイフ形石器に再調整を施す。

⑧d (294+579)の再調整後のナイフ形石器が2つに折れて、 294がHbブロックに、 579が

7D68グリッドに残される。

以上の諸過程には、さらに①以前と⑧以後の作業過程が予想され、①以前には石核の両側面

の調整などが行なわれており、⑧の結果残された石核もまだ十分に目的的剥片の剥離が行なえ

るものである。

本資料及び7点の個体別資料に係わる剥片剥離作業の諸過程が行なわれた場所については、

①以前及び⑧以後の諸作業の大部分は本遺跡で確認出来ないため、そう遠くない他の遺跡で行

なわれたと推定される。問題はHb・I・G・J• Kの各ブロックと7D68グリッドに分散して

残されたものについてであるが、位置的にはHbブロックと Iブロック、 Gブロックと7D68グ

リッド、それにJブロック、 Lブロックの計4グループに分けることが出来る。そしてそのほ

とんどがHb・Iグループに所属しているためそこが中心になって行なわれたことは明らかで

ある。またJブロックとKブロック出土の縦長剥片については、 Hb・Iグループなどから持

ち込まれたかあるいは各ブロックにおいて剥離されたと考えられる。残るG・7D68グループの

175・578・59の3資料は全てHb・Iグループと接合関係にある破損品と考えられ、破損品が

Hb・Iグループから持ち込まれたとは考えにくい。しかし破損品と解釈せずに、ナイフ形石

器や縦長剥片が折断されてその一部が運ばれたと考える、つまりナイフ形石器や縦長剥片のー
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部には折断されて使用されたものがあるのではないかと考えれば分散して残されることに何の

不思議もないのである。ただ、そうなるとナイフ形石器の機能、用途の問題と深く係わってく

る問題となるが、この資料に限らず本遺跡の資料には、 2つばかりではなく 3つに折れている

ものもいくつか見受けられる。このように破損とみるか、折断とするかはなかなか難しい問題

である。完成品と思われるナイフ形石器をさらに意図的に折断して、その一部を単独あるいは

複数の新な石器として利用することが行なわれていたと推定されるが、それを確認するには多

くの資料の検討が心要であり、今回は資料の提示にとどめ今後の検討課題としたい。

技術的特徴 剥片剥離技術は頻繁に打面再生及び打面調整を行ないながら連続的に縦長剥片

を剥離しており、石核は背後に醸面を残し、単設打面のものが推定される。ナイフ形石器にみ

られる調整加工は、素材となる縦長剥片の厚みのあるー側縁を薄くするように施されており、

素材の形状を大きく変えるものではない。

接合資料B

凝灰岩を石材として、ナイフ形石器2点 (374+411)、縦長剥片3点 (389、403、414)、打面

再生削片3点 (368+377、413)、打面調整剥片 1点 (382)、石核調整剥片 l点 (384)、計10点で

構成され、全てLブロックからの出土である。この他接合はしないが同一個体と思われるもの

に縦長剥片 1点 (381)、打面再生剥片3点 (375+401+412)、調整剥片2点 (400、407)、計6

点があり、これも全てLプロック出土である。

剥片剥離作業の復原 本資料からは以下の10の剥片剥離作業とそれから派生する 3つの作業

過程が復原出来る。

① (374+411)のナイフ形石器の素材たる縦長剥片が剥離される。

①a (374+411)の素材たる縦長剥片に調整加工を施してナイフ形石器に仕上げる。

①b (374+411)のナイフ形石器が2つに折れて374と411になる。

②413の打面再生剥片が剥離される。

③403の縦長剥片が剥離される。

④382の打面調整剥片が剥離される。

⑤(打面調整剥片が剥離されたものと推定される。)

⑥ (368+377)の打面再生剥片が剥離される。

⑥a (368+377)の打面再生剥片が2つに折れて368と377になる。

⑦389の縦長剥片が剥離される。

⑧(縦長剥片が剥離されたものと推定される。)

⑨414の縦長剥片が剣離される。

⑩384の石核調整剥片が剥離される。

以上の作業過程にはさらに①以前と⑩以後の作業過程が予想され、①以前にすでに剥片剥離
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NO.10遺跡、

は始められており、⑩の結果残された石核もまだ十分に目的的剥片の剥離が行なえるものであ

る。

これら本資料及び6点の個体別資料に係わる剥片剥離作業の諸過程はもちろんLフ令ロックが

主体となって行なわれたことはまちがいないが、①以前の諸過程及び、⑩以後の諸過程の大部分

は本遺跡において確認することが出来ないため、そう遠くない他の遺跡において行なわれたと

推定される。

技術的特徴本資料から窺われる剥片剥離技術は、背後に蝶面を残した単設打面の石核から

打面再生及び打面調整を頻繁に行ないながら目的とする縦長剥片を剥離している。また、ナイ

フ形石器にみられる調整加工は、頭部調整はあまり行われず剥片の先端部に調整加工が施さ

れるもので、素材となる縦長剥片の形状を大きく変えないものである。

第5表 凹層主体石器群一覧表

番号
ブロ

器 車重 石 材
長さ 幅 厚さ 重量 打角

登録番号ック (cm) (cm) (cm) ( g) (剥離角)

77 A 争IJ 片 チャー ト 1.8 1.2 0.7 1.0 900 6D29-5 

78 A 剥 片 流 紋 岩 1.2 1.8 0.5 0.8 1200 6D29-6 

79 A 剥 片 流 紋 正山玉 (0.8) (1.2) (0.2) (0.2) 6D39-6 

80 C 剥 片 シル 卜岩 2.3 2.7 0.7 4.0 120。 6D75-13 

81 C 華IJ 片 砂 岩 3.1 0.9 1.4 2.0 950 6D75-18 

82 C 最リ 片 砂 岩 1.9 2.6 0.4 2.0 6D76-8 

83 C スクレイノ{- 泥 正山王 1.8 3.0 1.1 4.6 6D76-13 

84 C 二次加工ある剥片 流 紋 岩 (1.0) (1.6) (1.2) (1.9) 120" 6D76-27 

85 C 剥 片 砂 岩 3.0 4.7 0.8 9.0 95" 6D76-42 

86 D 加l 片 五沙 岩 2.0 2.7 1.0 3.9 80。 6D78-6 

87 D 石 核 砂 主山主 2.0 5.7 4.2 40.4 6D78-7 

88 D 砕 片 チャー 卜 0.7 1.6 1.3 1.3 6D79-8 

89 D 石 核 安 山 正山玉 (2.1) (3.1) (1.4) 7.5 6D79-9 

90 D ナイフ形石器 チ ヤー ト 2.2 1.4 0.5 1.3 6D79-16 

91 D 新l 片 チ ヤー ト 2.0 1.6 。7 1.7 120。 6D88-6 
92 D 新l 片 チャー ト 1.5 3.3 1.1 5.9 120。 6D88-11 

93 D 剥 片 安 山 岩 1.9 2.4 0.8 3.7 120。 6D89-6 

94 D 二次加工ある剥片 j荒 紋 岩 (2.1) (2.5) (0.6) 2.7 115" 6D89-20 

95 D 剥 片 泥 岩 2.6 2.1 0.8 3.9 6D89-21 

96 D 剥 片 安 山 岩 0.9 2.9 0.6 1.4 6D89-22 

97 D 5frlJ 片 安 山 岩 (1.6) (2.5) (0.6) 2.4 1200 6D89-28 

98 D ナイフ形石器 安 山 岩 1.8 1.3 0.5 1.3 6D89-29 

99 D 最リ 片 泥 岩 2.4 2.4 0.5 3.4 6D89-31 

100 D 石 核 流 紋 岩 1.7 1.9 1.0 3.4 6D89-44 

101 D 最リ 片 安 山 正山ヨ 1.4 2.1 0.4 1.0 110。 6D89-45 

102 D 最リ 片 安 山 :¥石U 2.4 1.4 0.4 1.3 130。 6D89-46 

103 D 砕 片 砂 :E ヨ 1.0 0.5 0.2 0.1 120。 6D89-50 
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番号
フロ

器 種 石 材
長さ 幅 厚さ 重量 打角

登録番号
ック (cm) (cm) (cm) (g) (剥離角)

104 D 剥 片 流 紋 岩 (1.4) (1.6) (0.5) (1.0) 130' 6D89-51 

105 D 石 核 安 山 岩 (1.6) (3.1) (0.9) 4.8 6D89-52 

106 D 砕 片 砂 石山 1.3 0.9 0.2 0.4 6D89-58 

107 D 石 核 ? 珪質頁岩 1.2 1.9 0.9 2.3 6D89-67 

108 D 剥 片 百沙 石w... 4.1 4.1 l目1 19.1 6D89-68 

109 D 剥 片 安 山 正山王 (1.5) (1.2) (0.6) 0.7 6D89-69 

110 D ナイフ形石器 黒 曜 石 2.6 1.6 0.6 2.1 6D89-73 

111 D 新j 片 砂 岩 1.2 1.4 0.4 0.8 125' 6D89-75 

112 D 剥 片 安 山 岩 1.3 1.6 0.5 1.0 120。 6D89-77 

113 D 剥 片 安 山 岩 (1.8) (1.6) (0.6) 1.3 110。 6D89-78 

114 D 剥 片 安 山 岩 (2.1) (1.6) (0.9) 2.8 6D89-82 

115 D ナイフ形石器 安 山 正山玉 (2.5) 1.4 0.6 1.7 6D89-83 

116 E ナイフ形石器 チャー 卜 (3.1) (1. 9) (0.7) 3.2 7E 10-4 

117 E 最IJ 片 ホルンフェルス (4.2) (2.6) (0.7) 9.3 7E 10-5 

118 E 最IJ 片 チャー 卜 (1.3) (2.0) (0.6) 1.1 7 E 10-6 

119 E スクレイノf ー 流 紋 正山玉 1.9 2.5 1.0 4.2 7E 10-9 

120 E 砕 片 官b 正山ゴ (1.2) (1.2) (0.2) 0.3 7E10-10 

121 E 砕 片 砂 岩 (1.3) (1.5) (0.3) 0.6 7E 10-21 

122 E ナイフ形石器 チ ヤー 卜 1.9 0.9 0.4 0.6 7E 10-22 

123 E 最リ 片 砂 岩 1.5 1.4 0.3 0.5 7E 10-27 

124 E 石 核 砂、 草w...ヨ 3.4 4.9 2.5 60.4 7E 11-9 
125 E 主計l 片 砂 正山玉 2.2 4.0 1.1 7.7 120。 7E20-4 
126 E 剥 片 砂 正山玉 2.6 3.0 1.3 10.9 100。 7E20-5 

127 E 剥 片 砂 正山ヨ 2.2 2.5 1.6 4.6 110' 7E20-6 

128 E 新l 片 チ ヤー 卜 1.8 1.3 0.4 0.8 7E20-8 

129 E スクレイノ{- チャー ト 2.2 2.3 0.8 3.6 7E 20-9 

130 E 剥 片 砂 岩 1.2 0.9 0.4 0.3 110' 7E 20-11 

131 E 剥 片 チ ヤー ト 2.6 2.5 1.0 5.2 7E20-12 

132 E 剥 片 チ ヤー ト (2.2) (1. 5) (1.1) 2.3 7E 20-17 

133 E 剥 片 ホルンフェルス (3.2) (3.1) (0.8) 7.8 7E20-19 

134 E 剥 片 百少 岩 4.0 2.2 2.6 24.6 7E 21-4 

135 E 最リ 片 官b 岩 2.7 2.5 0.7 4.3 115' 7E 21-5 

136 E 砕 片 砂 右山 0.9 2.2 0.5 0.6 7E 21-6 

137 F 剥 片 チ ヤー 卜 1.2 1.3 0.3 0.4 105。 7E02-4 

138 F 二次加工ある華IJ片 チ ヤー 卜 1.2 1.4 0.5 0.8 115' 7E 03-4 

139 F 華リ 片 砂 石w... 2.6 3.2 0.7 5.7 7E03-5 

140 F 砕 片 流 紋 岩 (0.8) (1.2) (0.1) (0.2) 7E03-6 

141 F 剥 片 チ ヤー 卜 1.6 1.5 0.9 2.3 120' 7E 12-8 

l42 F 新l 片 シル 卜岩 2.1 1.8 0.6 2.8 115。 7E 12-9 
143 F 砕 片 チ ヤー 卜 0.9 1.1 0.4 0.3 7E 12-12 
144 F ナイフ形石器 チャー 卜 2.1 1.6 1.0 2.8 7E12-14 

145 F 最リ 片 i荒 紋 石出 (1.3) (0.6) (0.2) 0.2 7E12-15 

146 F スクレイパー チャー ト (1.6) (1.5) (0.7) 1.3 7E12-17 

147 F ハンマーストーン? 砂 岩 (7.2) (3.9) (2.0) 89.3 7E12-18 

148 F 剥 片 流 紋 岩 (1. 7) (1.3) (0.7) 1.0 7E12-19 
149 F 砕 片 チ ヤー 卜 (0.9) 0.8 0.3 0.1 7 E 12-20 
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番号
プロ

器 種 石 材
長さ 自国 厚さ 重量

打(剥離角角) 登録番号ツク (cm) (cm) (cm) (g) 

150 F $J 片 流 紋 岩 2.1 1.3 0.6 1.5 7E 12-23 

151 F 最リ 片 砂 岩 2.8 4.6 1.6 14.7 110' 7E 12-24 

152 F 剥 片 砂 岩 1.5 2.1 0.6 2.1 120' 7E 13-6 

153 F ナイフ形石器 チャー 卜 1.8 1.0 0.4 0.6 7E13-7 

154 F 剥 片 砂 岩 1.9 1.2 0.4 1.0 115' 7E 13-14 

155 F 剥 片 砂 岩 1.2 1.9 0.4 0.8 7E 13-15 

156 F 最リ 片 砂 岩 1.7 1.4 0.8 1.9 85' 7E13-16 

157 F $J 片 砂 岩 2.3 3.5 1.0 7.1 7E 13-26 

158 F 砕 片 流 紋 岩 1.1 2.0 0.4 0.9 7E 13-3 

159 F 二次加工ある剥片 ホルンフェルス (4.5) (6.3) (1.4) 41.2 7E 13-24 

160 F 剥 片 泥 岩 2.1 3.7 0.6 4.1 7E 13-25 

161 G 剥 片 安 山 岩 1.8 2.3 0.8 2.3 130' 7058-4 

162 G 剥 片 ? 泥 岩 1.8 2.1 0.6 2.5 120' 7058-5 

163 G 事前j 片 流 キ£ 岩 2.9 1.7 0.9 3.7 120' 7058-6 

164 G 剥 片 流 紋 岩 2.2 1.8 1.0 3.5 130' 7058-7 

165 G 剥 片 流 紋 岩 1.5 1.1 0.4 0.4 125' 7058-8 

166 G 剥 片 安 山 岩 1.8 2.0 0.3 1.2 120' 7058-9 

167 G 剥 片 ホルンフェルス 3.1 1.4 2.0 7.1 60' 7058-10 

168 G 剥 片 安 山 岩 1.6 1.1 0.4 0.6 115' 7058-11 

169 G 剥 片 流 紋 岩 3.7 2.6 1.6 6.7 110' 7058-12 

170 G 量。 片 安 山 岩 5.6 3.8 1.5 28.5 115' 7058-13 

171 G 最リ 片 チャー ト (2.4) (3.0) (0.9) 6.3 115' 7D58-14 

172 G ナイフ形石器 安 山 岩 5.3 1.6 1.2 8.5 7058-15 

173 G 剥 片 流 紋 岩 1.7 1.3 0.4 0.5 115' 7058-16 

174 G 二次加工ある剥片 流 紋 岩 2.3 2.9 0.6 3.2 120' 7058-17 

175 G 親l 片 泥 岩 (4.2) 1.9 0.9 6.0 115' 7058-18 

176 G ナイフ形石器 安 山 岩 5.2 1.6 1.2 9.0 7058-19 

177 G 剥 片 安 山 岩 3.4 2.3 0.7 5.7 125' 7058-20 

178 G 剥 片 ホJレンフェlレス 3.2 3.5 0.8 10.4 135' 7058-21 

179 G 石 核 安 山 岩 3.7 2.1 2.8 22.5 7058-22 

180 G 剥 片 安 山 岩 1.6 3.1 0.4 1.7 115' 7058-23 

181 G 磨石及敵石 デイサイト 7.1 6.5 4.7 313.5 7058-24 

182 G 磨石及敵石 デイサイト 6.8 5.2 4.1 187.8 7058-25 

183 G 最リ 片 安 山 岩 2.9 2.6 0.9 5.5 110' 7058-26 

184 G 剥 片 流 持来 岩 1.5 0.7 0.2 0.2 130' 7058-27 

185 G 砕 片 チャー ト 0.8 1.0 0.1 0.05 7058-28 

186 G 剥 片 チャー 2.7 3.3 1.2 7.6 7058-29 

187 G 剥 片 チャー 2.1 2.5 0.8 3.6 7D58-30 

188 G 剥 片 安 山 岩 7058-31 

189 G 量。 片 泥 岩 3.2 3.0 1.0 7.6 7058-32 

190 G 最リ 片 チャー ト 2.0 1.5 0.5 1.3 105' 7058-33 

191 G 畢リ 片 流 紋 岩 (1.2) (1.6) (0.3) 0.4 2D58-34 

192 G 剥 片 安 山 岩 3.5 1.6 0.5 3.1 100' 7058-35 

193 G 剥 片 チャー ト (1. 7) (1.9) (0.4) 0.9 120' 7058-36 

194 G 剥 片 チャー ト 4.3 2.3 0.8 5.3 110' 7058-37 

195 G 剥 片 玉 髄 2.2 4.3 0.9 5.8 115' 7058-38 
ー」
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番号
プロ

器 種 石 材
長さ 市高 厚さ 重量 打角 登録番号

ツク (cm) (cm) (cm) (g) (剥離角)

196 G 剥 片 玉 髄 1.5 1.6 0.3 0.5 1250 7D58-39 

197 G スクレイノf ー 流 紋 岩 3.0 2.7 1.2 9.4 7D58-40 

198 G 砕 片 安 山 岩 1.5 1.0 0.8 1.0 7D58-41 

199 G 剥 片 安 山 岩 (2.0) (2.0) (0.3) 0.7 7D58-42 

200 G *，J 片 玉 髄 2.7 3.1 1.2 6.6 1150 7D58-43 

201 G 剥 片 玉 髄 1.4 1.2 0.4 0.6 7D58-44 

202 G 剥 片 流 紋 岩 2.9 2.3 1.2 5.1 120。 7D58-45 

203 G 剥 片 玉 髄 2.0 2.2 0.8 2.9 7D58-46 

204 G 華日 片 安 山 岩 (4.4) (2.8) 0.9 7.7 7D58-47 

205 G 石 核 流 絞 岩 3.9 3.5 2.0 21.0 7058-48 

206 G 最リ 片 チャー ト 3.4 6.4 1.7 38.0 1200 7D58-49 

207 G 砕 片 玉 髄 0.9 1.1 0.3 0.3 100' 7D58-50 

208 G 最1 片 チャー ト 1.7 2.3 0.7 1.8 7058-51 

209 G 剥 片 チャー 卜 1.7 1.7 0.6 0.8 90' 7D58-52 

210 G 剥 片 チャー 卜 4.2 3.2 0.9 9，7 120' 7D58-53 
211 G 喜朗l 片 チャー ト 4.3 1.8 0.6 3.7 110' 7D58-54 

212 G 砕 片 玉 髄 0.8 1.3 0.3 0.2 7D58-55 

213 G 量リ 片 チャー ト 2.9 3.0 1.4 15.7 110' 7D58-56 

214 G 剥 片 安 山 岩 4.2 2.3 1.2 6.5 100' 7D58-57 

215 G 剥 片 玉 髄 1.4 1.9 0.4 0.6 90' 7D58-58 

216 G 剥 片 玉 髄 1.7 2.0 0.8 1.8 105' 7D58-59 

217 G 剥 片 玉 髄 3.5 3.4 1.0 9.8 115' 7D58-60 

218 G 剥l 片 流 紋 岩 (2.3) (1. 7) (0.9) 2.2 7D58-61 

219 G 剥 片 安 山 岩 (2.4) (0.6) (0.5) 0.7 7D58-62 

220 G 剥 片 安 山 岩 (2.5) 1.7 0.6 2.8 950 7D58-63 

221 G 最リ 片 玉 髄 2.1 1.5 0.4 1.2 1150 7D58-64 

222 G 剥 片 流 紋 岩 4.3 3.4 1.7 19.3 1050 7D58-65 

223 G 剥 片 安 山 岩 6.0 4.2 1.8 44.6 115' 7D58-66 

224 G 剥 片 安 山 岩 1.5 1.2 0.5 0.7 1200 7D58-68 

225 G 剥 片 流 紋 岩 4.0 2.1 0.8 5.9 7D58-69 

226 G 砕 片 安 山 岩 1.5 1.7 0.3 0.7 7D58-70 

227 G 石 核 ホルンフェルス 2.0 3.7 4.0 20.4 7D58-71 

228 G 新l 片 安 山 岩 7D58-72 

229 G 剥 片 ホルンブェルス 2.6 1.6 0.5 1.1 120' 7D58-73 

230 G 剥 片 ホルンフェルス 2.0 2.9 1.2 5.1 60' 7D58-74 

231 G 剥 片 安 山 岩 (2.5) (2.4) (0.8) 5.4 850 7058-75 

232 G 石 核 ホルンブェルス 1.9 4.5 3.8 31.1 7D58-76 

233 G 剥 片 安 山 岩 1.7 1.2 0.6 0.9 105' 7D58-77 

234 G 剥 片 流 紋 岩 2.0 2.5 0.9 3.0 7D58-78 

235 G *，J 片 流 紋 岩 2.3 2.0 0.7 2.4 115' 7D58-79 

236 G 剥 片 流 紋 岩 2.0 1.3 0.7 1.4 7D58-80 

237 G 剥 片 流 紋 岩 2.5 1.9 0.6 2.9 115' 7058-81 

238 G 砕 片 玉 髄 (1.0) (1.3) (0.7) 0.7 7D58-82 

239 G ナイフ形石器 流 紋 岩 3.4 1.8 0.7 3.0 7D58-83 

240 G 最リ 片 チャー ト 3.3 2.0 0.5 2.6 105' 7D58-84 

241 G 最リ 片 安 山 岩 (2.4) 2.8 0.4 2.9 7D58-85 
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番 ブロ 器 種 石 材
長さ 幅 厚さ 重量 打角

登録番号号 ック (cm) (Cm) (Cm) (g) (剥離角)

242 G 砕 片 チャー ト 1.5 1.4 0.6 0.9 7D 58~86 

243 G 使用痕ある剥片 チャー ト 4.7 2.8 1.3 13.0 95' 7D58~87 

244 G 剥 片 チャー ト (0.8) (1. 7) (0.3) 0.4 100。 7D58~88 

245 G 剥 片 チャー 卜 1.9 0.7 1.4 1.6 7D 58~89 

246 G 剥 片 泥 岩 1.9 1.7 0.4 0.7 120' 7D 58~90 

247 G 最リ 片 安 山 岩 2.2 3.2 2.3 16.0 115' 7D 58~91 

248 G 宣明l 片 ホルンフェルス 1.5 2.0 0.4 1.4 7D58~92 

249 G 華リ 片 安 山 正山王 1.9 1.9 0.7 2.1 115' 7D 58~93 

250 G 石 核 泥 岩 4.0 4.9 1目l 22.3 50' 7D 58~94 

251 G !foiJ 片 泥 岩 (2.4) (1.9) (0.5) 1.4 7D58~95 

252 G 剥 片 泥 岩 2.4 2.4 0.8 4.2 7D 58~96 

253 G 剥 片 安 山 岩 2.4 2.5 0.5 1.6 110' 7D 58~97 

254 G 最1 片 安 山 岩 3.0 2.4 0.8 5.9 110。 7D 58~98 

255 G 剥 片 玉 髄 1.9 1.7 0.6 1.6 110' 7D 58~99 

256 G 剥 片 泥 岩 2.3 1.7 0.4 1.1 100' 7D 58~100 

257 G 最リ 片 玉 髄 1.4 2.2 0.7 0.6 105' 7D58~ 102 

258 G 石 核 安 山 岩 5.0 2.9 3.5 52.8 7D58~ 103 

259 G 剥 片 泥 岩 (1.6) (1.3) (0.4) 0.6 7D58~ 104 

260 G 剥 片 流 絞 岩 (1.2) (2.1) (0.6) 1.0 7D 58~105 

261 G 剥 片 チャー ト 2.8 1.2 0.4 1.0 80。 7D 58~ 106 

262 G 剥 片 安 山 岩 2.0 2.6 0.6 2.3 115' 7D 58~107 

263 G 二次加工ある剥片 安 山 岩 4.3 2.3 0.9 6.8 110' 7D 58~108 

264 G 砕 片 玉 髄 1.8 1.5 0.5 0.6 7D 58~109 

265 G 剥 片 安 山 岩 (1.8) (1.8) (0.7) 2.2 115。 7D 58~110 

266 G 剥 片 玉 髄 1.4 2.2 0.6 1.0 110' 7D 58~111 

267 G 剥 片 安 山 岩 4.7 3.0 2.1 23.5 115。 7D 58~112 

268 G 都l 片 流 紋 岩 1.4 1.5 0.6 0.6 120。 7D 58~113 

269 G 華日l 片 流 紋 岩 3.1 2.4 0.5 2.7 115' 7D58叩 114

270 G 剥 片 シル 卜岩 1.7 3.3 0.6 3.0 120。 7D 58~115 

271 G 剥 片 玉 髄 (1.0) (1.9) (0.6) 0.9 7D 58~116 

272 G 彫 器 チャー ト 2.1 2.3 1.0 4.2 7D 59~4 

273 G 二次加工ある剥片 チャー ト 0.8 2.6 0.7 1.1 7D 59~5 

274 G 剥 片 安 山 岩 4.6 2.0 1.0 7.8 7D 59~3 

275 Ha 剥 片 流 紋 岩 (1.4) (1. 9) (0.4) (0.4) 130' 7D 56~4 

276 Ha 剥 片 流 紋 正山玉 2.5 2.0 1.0 2.9 125' 7D 56~5 

277 Ha 剥 片 1売 市文 岩 2.1 2.0 0.6 2.8 7D 56~6 

278 Ha 三次加工ある剥片 流 紋 王山ヨ 2.8 2.3 1.0 7.1 115。 7D 56~7 

279 Ha 剥 片 流 紋 岩 1.8 1.7 0.5 1.3 120' 7D 56~8 

280 Ha 砕 片 流 紋 岩 1.0 0.7 0.3 0.2 120。 7D56-9 

281 Ha 最リ 片 安 山 岩 3.6 2.1 0.5 3.7 120。 7D56-10 

282 Ha 華リ 片 安 山 岩 5.4 2.9 1.5 14.7 120' 7D 56~11 

283 Ha 石 核 安 山 岩 6.1 3.7 2.8 68.5 7D56-13 

284 Ha ナイフ形石器 安 山 岩 (4.5) (1.2) (0.8) (4.6) 7D56-14 

285 Ha 石 核 安 山 正出玉 4.0 2.3 3.3 38.9 7D56-23 

286 Hb 剥 片 安 山 岩 3.3 3.4 0.5 5.3 105。 7D56-15 

287 Hb 石 核 泥 岩 2.9 4.0 4.5 47.7 7D56-16 
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NO.10遺跡

番号
フロ

器 種 石 材
長さ 申扇 厚さ 重量 打角

登録番号
ック (cm) (cm) (cm) ( g) (剥離角)

288 Hb ナイフ形石器 安 山 岩 (5.3) (1.8) (1.3) (10.6) 7D56-17 

289 Hb ナイフ形石器 安 山 石山 3.4 1.9 1.0 6.3 1250 7D56-18 

290 Hb 剥 片 泥 岩 3.4 2.2 0.9 4.2 1150 7D56-19 

291 Hb 最リ 片 泥 岩 2.5 1.8 0.4 1.5 7D56-20 

292 Hb 剥 片 安 山 岩 2.7 5.3 1.0 11.3 145。 7D56-21 

293 Hb 最IJ次片加11及び使用痕ある 流 紋 正山玉 4.3 3.3 0.9 10目l 1100 7D56-22 

294 Hb ナイフ形石器 泥 辛f't (2.8) 2.6 (0.9) 7.4 115。 7D65-9 

295 Hb 剥 片 安 山 正山玉 1.7 2.6 0.6 2.7 60。 7D66-4 

296 Hb ナイフ形石器 泥 岩 (3.9) 2.6 1.0 11.8 1050 7D66-6 

297 砕 片 安 山 岩 0.7 0.8 0.2 0.1 7D65-10 

298 I 剥 片 流 紋 岩 (2.8) (1.3) (1.2) 3.2 950 7D66-5 

299 ナイフ形石器 泥 正山玉 2.9 1.3 0.9 2.3 7D66-7 

300 I ナイフ形石器 泥 岩 (1.2) (1.0) (0.7) 0.8 7D66-8 

301 砕 片 安 山 岩 1.3 1.7 0.3 0.7 7D66-9 

302 I 剥 片 安 山 正山ヨ 2.8 2.1 0.5 2.4 80。 7D66-10 

303 I 二次加工ある剥片 安 山 岩 2.4 2.5 1.1 6.0 120。 7D66-11 

304 I 最リ 片 泥 岩 1.4 2.3 0.2 0.8 125。 7D66-12 

305 剥 片 泥 岩 2.7 1.8 0.5 1.3 7D66-13 

306 剥 片 安 山 岩 1.2 1.8 0.6 1.1 1150 7D66-14 

307 I 剥 片 泥 岩 (2.3) (1.1) (0.7) 1.4 7D66-15 

308 I 華リ 片 安 山 岩 (2.8) (1.4) (0.6) 3.1 105。 7D66-16 

309 最リ 片 安 山 岩 (1.3) (1.3) (0.4) 0.8 1200 7D66-17 

310 砕 片 安 山 岩 0.6 1.0 0.4 0.2 7D66-18 

311 I 長リ 片 泥 岩 3.6 0.9 0.7 2.2 7D66-19 

312 I ナイフ形石器 安 山 正出玉 3.2 1.7 1.1 4.2 7D66-20 

313 I 石 核 安 山 岩 3.9 3.7 2.3 44.9 7D66-21 

314 剥 片 安 山 石山 (3.1) (2.3) 0.6 3.6 105。 7D66-23 

315 ナイフ形石器 安 山 岩 3.5 1.8 1.1 7.3 7D66-24 

316 剥 片 安 山 岩 2.5 2.7 0.6 3.6 110。 7D66-25 

317 剥 片 泥 岩 1.3 1.7 0.3 0.6 1100 7D66-26 

318 砕 片 安 山 岩 1.3 1.4 0.4 0.6 7D66-27 

319 剥 片 安 山 岩 (1.9) (1.4) (0.4) 0.9 1000 7D66-28 

320 剥 片 安 山 岩 1.7 2.2 0.3 1.1 1150 7D66-29 

321 剥 片 泥 岩 3.9 1.1 0.8 2.8 7D66-30 

322 J 一次加工ある剥片 玉 髄 3.3 3.1 1.1 8.4 130。 7D64-4 

323 J 剥 片 安 山 石山 (1.0) (1.3) (0.7) 0.8 7D65-7 

324 J 剥 片 安 山 岩 5.9 3.5 1.2 23.7 120。 7D74-4 

325 J 剥 片 泥 岩 (5.6) 2.7 1.2 14.9 1000 7D74-6 

326 J 最リ 片 安 山 岩 3.4 3.8 1.0 13.2 120。 7D74-7 

327 J 最リ 片 砂 岩 (1. 7) (2.4) (0.6) 2.5 950 7D74-8 

328 J 剥 片 泥 岩 (2.9) (1.8) (0.4) (2.3) 1150 7D74-10 

329 J 打面再生駒l片 安 山 岩 3.5 3.4 1.6 16.5 110。 7D74-11 

330 J 剥 片 流 紋 岩 3.1 2.6 0.7 3.7 1200 7D75-4 

331 Ka 石 核 流 紋 岩 5.8 3.9 2.3 47.6 7D73-4 

332 Ka 砕 片 安 山 正山玉 0.9 1.1 0.3 0.4 90。 7D73-6 

333 Ka 最リ 片 チ ヤー 卜 4.9 2.3 0.8 9.3 1150 7D73-7 
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No.10遺跡

番号
ブロ

器 種 石 材
長さ 申直 厚さ 重量 打角

登録番号ック (cm) (Cm) (Cm) (g) (剥離角)

334 Ka 剥 片 安 山 岩 (2.4) (1. 7) (0.5) 1.9 110。 7D73-8 

335 Ka 最リ 片 安 山 岩 (2.3) (2.7) (1.0) 5.3 120" 7D73-9 

336 Ka 剥 片 流 紋 岩 2.5 3.2 0.6 2.8 110" 7D73-10 

337 Ka 新l 片 安 山 岩 (1.1) (2目6) (1.0) 3.8 7D73-11 

338 Ka 剥 片 玉 髄 4.5 2.7 2.5 17.4 130" 7D73-12 

339 Ka 剥 片 安 山 岩 3.3 2.5 0.5 4.2 120。 7D73-13 

340 Ka 剥 片 流 紋 正出玉 5.3 3.2 1.2 14.7 110。 7D73-14 

341 Ka 剥 片 安 山 正出玉 3.2 2.8 0.7 5.4 115" 7D73-15 

342 Ka 最リ 片 珪質頁岩 2.2 2.0 0.3 1.1 115" 7D73-16 

343 Ka 最リ 片 安 山 正山玉 4.3 2.1 1.5 11.9 125。 7D73-17 

344 Ka 最リ 片 流 紋 岩 5.0 2.0 0.6 5.5 80。 7D73-18 

345 Ka 剥 片 デイサイト 2.8 1.9 0.5 1.7 115。 7D73-19 

346 Ka 剥 片 流 紋 岩 (4.4) (1.9) 0.8 6.7 7D73-20 

347 Ka 最IJ 片 安 山 右山 (2.1) (3.1) (0.9) 4.7 7D73-21 

348 Ka 石 核 流 紋 岩 5.8 3.2 2.0 33.0 7D73-22 

349 Ka 石 核 安 山 岩 5.0 5.3 1.4 35.3 7D73-23 

350 Ka 最リ 片 泥 岩 4.7 2.0 0.9 4.5 145" 7D73-33 

351 Ka 最リ 片 安 山 岩 (2.3) (2.7) (1.3) 8.1 7D73-34 

352 Kb 剥 片 流 紋 岩 (2.7) 2.2 0.7 3.3 7D73-24 

353 Kb 剥 片 安 山 岩 3.3 2.3 1.8 7.9 7D73-25 

354 Kb 最リ 片 安 山 岩 2.9 1.5 0.4 1.4 115" 7D73-26 

355 Kb 砕 片 安 山 岩 (0.7) (0.8) (0.2) 0.1 7D73-27 

356 Kb 剥 片 安 山 岩 1.6 1.5 0.2 0.4 110。 7D73-28 

357 Kb 石 核 流 紋 岩 3.2 3.6 2.3 27.3 7D73-29 

358 Kb 石 核 安 山 岩 4.2 2.8 1.7 21.2 7D73-30 

359 Ka 石 核 安 山 岩 2.9 2.1 2.6 18.7 7D73-31 

360 Ka 剥 片 安 山 岩 3.1 1目5 1.0 5.8 115" 7D73-32 

361 Kb 剥 片 安 山 正山ゴ (2.3) (2.7) (1.3) 8.1 7D73-35 

362 Kb 石 核 流 紋 岩 3.5 4.1 2.9 40.7 7D73-36 

363 Kb ナイフ形石器 安 山 岩 (2.3) (1.4) (0.7) 1.9 7D73-37 

364 Kb 剥 片 流 紋 岩 (1.2) (2.0) (0.4) 0.8 105。 7D73-38 

365 Kb 剥 片 安 山 岩 2.5 2.6 0.8 6.0 115。 7D73-39 

366 L 砕 片 安 山 岩 0.9 0.8 0.4 0.2 100。 7D75-5 

367 L 最リ 片 安 山 岩 4.2 4.0 0.7 7.6 110。 7D76-4 

368 L 打面再生剥片 凝 灰 岩 (3.5) (3.9) 1.0 9.1 105。 7D76-5 

369 L 砕 片 安 山 岩 0.6 0.9 0.2 0.1 7D76-6 

370 L 新l 片 砂 岩 3.4 2.0 0.4 1.6 125。 7D76-7 

371 L 須l 片 安 山 岩 4.5 1.8 0.8 6.8 120" 7D76-8 

372 L 最リ 片 安 山 岩 3.3 3.2 0.9 7.0 110。 7D76-9 

373 L 剥 片 砂 岩 2.7 3.9 0.5 5.9 125" 7D76-10 

374 L ナイフ形石器 凝 灰 岩 (3.3) (2.1) (1.4) 10.9 7076-11 

375 L 剥 片 凝 灰 岩 (1.2) (1.8) 1.1 1.7 7D76-12 

376 L 剥 片 安 山 岩 (2.4) (3.1) (0.7) 5.6 110" 7D76-13 

377 L 打面再生剥片 凝 灰 王山王 (1.8) 3.8 (0.9) 5.6 7D76-14 

378 L 最リ 片 安 山 岩 (2.3) (2.5) 1.0 3.5 120。 7D76-15 

379 L 剥 片 砂 岩 (3.5) (5.3) (1.1) 21.4 7D76-161 
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No.lO遺跡

番 ブロ
器 種 石 材

長さ 幅 厚さ 重量 打角
登録番号

号 ック (cm) (cm) (cm) ( g) (剥離角)

380 L 砕 片 安 山 岩 (1.1) (1.5) (0.3) 0.5 7076-17 

381 L 剥 片 凝 灰 石山 (3.0) (2.7) (1.0) 8.6 7076-18 

382 L 華リ 片 ;疑 灰 岩 4.1 1.9 0.6 5.0 110。 7076-19 

383 L 剥 片 安 山 岩 (4.2) 3.2 1.5 17.9 120。 7076-20 

384 L 剥 片 凝 灰 CEi 王 (3.1) (4.8) 1.1 9.9 7076-21 

385 L スクレイノ~ - 安 山 岩 (3目2) (2目8) (0.8) 5.7 7076-22 

386 L ナイフ形石器 安 山 岩 3.4 1.7 0.8 3.6 7076-23 

387 L スクレイノfー 安 山 岩 (3.2) (2.1) (0.9) 5.2 7076-24 

388 L 景リ 片 砂 岩 (2.9) (3.4) (0.6) 4.4 120' 7076-25 

389 L 最リ 片 凝 灰 王""ヨ (4.1) 2.3 1.0 8.9 100。 7076-26 

390 L ~J 片 安 山 岩 (1.3) (1.0) (0.4) 0.4 7076-27 

391 L 剥 片 安 山 :E (2.7) (2.0) (0.7) 4.2 7076-28 

392 L 剥 片 安 山 岩 (2.1) 1.6 0.7 2.1 115。 7076-29 

393 L 最リ 片 泥 岩 2.9 2.8 1.1 8.0 95' 7076-30 

394 L 華リ 片 泥 岩 3.3 2.6 1.3 6.3 110' 7076-31 

395 L 角錐状石器 流 先立 正山玉 (1.9) (1.4) (0.8) 1.7 7076-33 

396 L 剥 片 砂 岩 2.0 3.5 0.4 2.2 7076-34 

397 L 打面再生剥片 安 山 岩 3.9 2.3 1.2 7.5 115' 7076-35 

398 L 華リ 片 泥 岩 5.2 4.7 1.4 24.7 130。 7076-36 

399 L 角錐状石器 流 紋 岩 (1.5) (1.4) (0.7) (1.3) 7076-37 

400 L 砕 片 凝 灰 岩 1.2 0.9 0.2 0.2 7076-38 

401 L 最リ 片 凝 Fλ 岩 (2.6) 3.4 (0.6) 4.6 7076-39 

402 L 最リ 片 安 山 正山王 2.3 3.8 0.8 4.7 145' 7076-40 

403 L 剥 片 凝 灰 正山ゴ (5.2) (2.2) 0.9 7.3 7076-41 

404 L 剥 片 泥 モ山ゴ (2.7) (2.6) (0.9) 4.7 100' 7076-42 

405 L 角錐状石器 流 紋 岩 (1.0) (0.8) (0.6) (0.2) 7076-43 

406 L 剥 片 砂 岩 3.6 2.2 0.6 3.4 85。 7076-44 

407 L 最リ 片 凝 灰 正山ヨ 1.2 2.4 0.4 1.3 140。 7085-5 

408 L 剥 片 安 山 正山玉 (2.9) (2.5) (1. 0) 6.9 7085-6 

409 L 最リ 片 安 山 岩 2.8 4.0 0.7 7.4 120' 7085-7 

410 L 最リ 片 安 山 正山王 3.4 3.0 0.9 9.2 105。 7085-8 

411 L ナイフ形石器 凝 灰 岩 (3.0) (1. 7) (1.3) 4.6 7085-9 

412 L 最リ 片 凝 灰 岩 (1.5) (1.5) (0.4) 0.7 7085-10 

413 L 打面再生剥片 凝 灰 岩 4.7 5.7 1.1 23.1 115。 7086-4 

414 L 最リ 片 凝 灰 岩 3.9 2.8 1.5 15.4 105' 7086-8 

415 L 剥 片 安 山 正μは玉 4.9 4.0 1.5 24.6 110。 7086-9 

416 L 角錐状石器 珪質頁岩 5.3 1.5 1.1 8.4 7086-10 

417 L 石 核 安 山 岩 3.5 4.3 1.7 22.8 7086-11 

418 L 最リ 片 安 山 岩 5.0 2.5 1.4 11.2 130' 7086-12 

419 L 最リ 片 泥 岩 4.2 5.0 1.1 17.2 115' 7086-13 

420 M 剥 片 安 山 岩 (2.9) (2.8) (1. 3) 10.0 110。 7090-4 

421 M 剥 片 安 山 正山玉 1.4 1.6 0.4 0.6 130。 7090-5 

422 M 華リ 片 安 山 正山玉 (1.4) (3.0) 0.6 3.1 7090-6 

423 M 石 核 安 山 岩 (3.6) (2.2) 1.2 0.8 7090-7 

424 M 剥 片 安 山 岩 2.2 2.3 0.7 2.2 120' 7090-8 

425 M 最リ 片 安 山 岩 (4.1) (3.3) (1.1) 13.3 7090-9 
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No.lO遺跡

番号
プロ

器 種 石 材
長さ 幅 厚さ 重量 打角 登録番号ツク (αn) (cm) (cm) (g) (剥離角)

426 M 宮町l 片 安 山 岩 (2.6) 2.2 0.9 5.4 7D90-10 
427 M 蜘l 片 安 山 岩 (0.9) (1.6) 0.3 0.3 7D90-11 
428 M ナイフ形石器 安 山 岩 3.4 1.6 0.9 3.2 7D90-12 
429 M 剥 片 安 山 岩 (2.7) 2.0 0.9 6.8 7090-13 

430 M 剥 片 安 山 岩 (2.9) (1.6) 0.8 3.2 7090-14 

431 M 剥 片 安 山 岩 (2.0) (1.7) (0.5) 1.8 1150 7090-15 
432 M 剥リ 片 安 山 岩 (3.0) (2.9) (0.8) 4.6 7D90-16 
433 M 最リ 片 安 山 岩 2.9 2.4 0.8 3.5 1150 7D90-17 

434 M 剥 片 安 山 岩 2.5 4.9 0.9 8.6 1300 7090-18 

435 M 剥 片 安 山 岩 (2.7) 2.9 0.8 7.5 1250 7090-19 

436 M ナイフ形石器 安 山 岩 4.1 2.1 1.2 7.3 7090-20 

437 M 二次加工ある剥片 安 山 岩 2.7 2.9 0.7 3.2 1200 7090-22 

438 M 剥 片 安 山 岩 (3.2) (2.1) (1.6) 8.4 7090-23 

439 M 最リ 片 安 山 岩 2.4 2.5 0.7 2.9 1200 7090-24 

440 M 剥 片 安 山 岩 (2.7) (1.9) 1.1 4.5 7090-25 

441 M 剥 片 安 山 岩 1.6 2.5 0.7 2.1 950 7090-26 

442 M 剥 片 安 山 岩 (2.5) 4.0 0.8 9.5 7090-27 

443 M 剥 片 安 山 岩 (1.0) (1. 7) (0.3) 0.4 7090-28 

444 M 量。 片 安 山 岩 1.4 1.5 0.4 0.5 1050 7091-4 

445 M ナイフ形石器 安 山 岩 2.8 1.8 1.1 5.8 7091-5 

446 M 剥 片 安 山 岩 (2.5) (2.5) 0.6 2.7 7091-6 

447 M 剥 片 安 山 岩 2.1 3.1 1.0 2.4 700 7091-8 

448 M 剥 片 安 山 岩 4.3 3.5 1.4 23.7 1200 7091-9 

449 M 剥 片 安 山 岩 (1.8) (2.2) (0.9) 1.8 7091-10 

450 M ナイフ形石器 安 山 岩 3.3 2.2 0.8 5.9 7091-11 

451 M 剥 片 安 山 岩 (4.4) (2.7) (1.2) 9.8 7091-12 

452 M 剥 片 安 山 岩 2.2 2.6 0.6 4.6 1000 8DOO-4 

453 M 石 核 安 山 岩 (2.6) 4.7 1.5 16.0 8DOO-5 

454 M 剥 片 安 山 岩 2.6 (1.3) 1.3 2.6 1150 8DOO-6 

455 M 剥 片 安 山 岩 (2.2) (3.4) (0.9) (2.4) 8DOO-7 

456 M 剥 片 安 山 岩 (4.5) (3.3) 1.3 18.5 8DOl-4 

457 M 剥 片 安 山 岩 (2.5) (2.5) (1.6) 5.0 8DOl-5 

458 Na 細 石 刃 黒 曜 石 2.8 0.6 0.2 0.4 1150 7C64-6 

459 Na 二次加工ある剥片 黒 曜 石 1.6 1.6 0.5 1.2 7C65-7 

460 Na 二次加工ある剥片 安 山 岩 (1.1) (2.0) (0.8) 2.0 7C65-9 

461 Na 剥 片 玉 髄 1.3 1.9 0.4 1.0 1200 7C75-5 

462 Na 剥 片 ホルンフェルス (2.6) (4.2) (0.4) 5.3 7C75-6 

463 Na 剥 片 ホルンフェルス 2.7 3.8 0.8 9.3 7C75-8 

464 Na 剥 片 ホルンフェルス (1. 7) (2.3) (0.7) 2.0 1150 7C75-9 

465 Na 剥 片 黒 曜 石 (1.2) (2.2) (0.2) 0.5 7C 75-11 

466 Na 剥 片 チャー ト (2.0) (1.8) (0.9) 3.5 7C 75-12 

467 Nb 石 核 流 紋 岩 (2.5) (3.0) (2.4) 17.2 7C65-10 

468 Nb 剥 片 ホJレンフェJレス (2.2) (2.3) (1.0) 3.7 7C65-11 

469 Nb 剥 片 黒 曜 石 1.7 2.5 1.1 2.8 1000 7C65-12 

470 Nb 剥 片 泥 岩 2.3 2.9 0.8 3.9 7C65-13 

471 Nb 華日 片 チャー ト (3.7) (4.4) (1.3) 19.9 7C65-14 
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No.10遺跡

番号
プロ

器 種 石 材
長さ 幅 厚さ 重量 打角

登録番号
ック (cm) (cm) (cm) (g) (剥離角)

472 Nb 最リ 片 黒 曜 石 1.7 1.6 0.4 0.8 110。 7C65-15 

473 Nb 剥 片 チャー 卜 2.8 3.6 0.6 6.0 7C 65-16 

474 。新l 片 流 紋 岩 2.0 3.2 0.8 5.1 120" 7C 74-4 

475 。二次加工ある剥片 黒 曜 石 (1.9) (1.2) (1.3) 1.7 7C 74-7 

476 。二次加工ある剥片 黒 曜 石 (2.2) (1.0) (0.5) 1.6 7C 74-8 

477 。細 石 刃 核 黒 曜 石 2.2 1.3 1.1 4.2 7C 74-9 

478 。剥 片 呈主 曜 石 1.8 2.5 0.7 1.6 85" 7C74-10 

479 。剥 片 泥 岩 2.1 2.3 0.4 2.0 7C74-11 

480 。剥 片 呈主 曜 石 3.1 2.0 1.1 4.3 130" 7C74-12 

481 。剥 片 安 山 岩 3.8 4.5 1.2 20.7 7C74-13 

482 。ピエスエスキーユ 黒 曜 石 1.6 2.3 0.5 2.0 7C74-14 

483 。剥 片 黒 曜 石 3.3 2.0 1.2 9.3 7C 75-15 

484 P ナイフ形石器 流 紋 岩 1.8 2.9 1.0 3.7 8C 04-4 

485 P 剥 片 流 紋 岩 (1.3) (1.3) (0.4) 0.6 8C04-5 

486 P ナイフ形石器 流 紋 岩 2.1 1.7 0.8 1.9 8C 04-6 

487 P ナイフ形石器 流 紋 岩 2.0 1.3 0.4 1.3 8C04-7 

488 P 最リ 片 流 紋 岩 1.6 1.5 0.3 0.5 110。 8C04-8 

489 P 輩。 片 流 紋 岩 1.2 1.5 0.3 0.4 110" 8C04-9 

490 P 最H 片 流 紋 岩 1.3 1.5 0.2 0.3 115。 8C04-10 

491 P ナイフ形石器 流 紋 岩 (2.2) (1.3) (0.5) 2.0 8C04-11 

492 P 砕 片 流 紋 岩 1.1 0.9 0.2 0.1 8C04-12 

493 P ナイフ形石器 流 紋 岩 (1.0) (1.5) (0.4) 0.5 8C04-13 

494 P ナイフ形石器 流 紋 岩 2.5 1.6 0.6 2.2 8C04-14 

495 P 剥 片 流 紋 岩 1.3 1.7 0.4 0.7 90。 8C04-15 

496 P ナイフ形石器 流 紋 岩 2.7 1.4 0.8 1.9 8C04-16 

497 P 石 核 流 紋 正山玉 (2.6) (2.5) (1.1) 6.6 8C04-17 

498 P 石 核 流 紋 正山王 2.8 3.5 1.5 11.6 8C04-18 

499 P 砕 片 流 紋 正山玉 0.4 0.7 0.1 0.03 8C04-19 

500 P 二次加工ある剥片 流 紋 岩 1.1 1.1 0.3 0.2 90。 8C04-20 

501 P ナイフ形石器 流 紋 岩 2.3 1.2 0.4 1.0 8C 04-21 

502 P 剥 片 流 紋 岩 1.6 1.1 0.4 0.7 115。 8C04-22 

503 P ナイフ形石器 流 紋 岩 1.5 1.3 0.5 1.3 8C04-23 

504 Q ナイフ形石器 流 紋 岩 3.4 1.2 0.8 2.2 8C26-6 

505 Q 二次加工ある剥片 流 紋 正山玉 1.5 1.8 0.5 1.1 120。 8C26-7 

506 Q 剥 片 泥 岩 2.0 2.0 0.5 1.9 110。 8C26-8 

507 Q ナイフ形石器? チャー ト 1.3 1.0 0.4 0.5 8C 36-4 

508 Q 華リ 片 流 紋 岩 0.8 1.2 0.2 0.2 125。 8C 36-5 

509 Q 砕 片 黒 曜 石 1.3 0.6 0.4 0.1 8C36-6 

510 Q 最リ 片 黒 曜 石 1.3 1.3 0.4 0.5 8C36-7 

511 Q 剥 片 流 紋 岩 0.8 1.0 0.2 0.1 120。 8C37-4 

512 Q 二次加工ある剥片 流 紋 岩 2.8 2.1 0.8 4.1 115" 8C37-5 

513 Q ナイフ形石器 黒 曜 石 2.0 1.0 0.6 0.8 8C37-6 

514 Q 剥 片 流 紋 岩 (1.5) (1.6) (0.3) (0.7) 100。 8C37-7 

515 Q 剥 片 流 紋 岩 2.7 1.9 0.5 1.9 8C37-8 

516 Q 砕 片 流 紋 岩 1.3 1.2 0.4 0.3 8C37-9 

517 Q 砕 片 黒 曜 石 0.8 0.8 0.2 0.1 105" 8C 37-10 
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NO.10遺跡

番 プロ
器 種 石 材

長さ 幅 厚さ 重量 打角
登録番号号 ツク (cm) (cm) (cm) (g) (剥離角)

518 Q 砕 片 黒 曜 石 (0.7) (0.7) (0.2) (0.1) 8C37-11 
519 T 最リ 片 ホルンフェルス 1.7 1.2 0.4 0.8 130" 6E09-4 

520 T 剥 片 砂 岩 2.8 3.0 0.9 8.9 120" 6E09-5 

521 T 剥 片 流 紋 岩 1.5 1.6 0.4 0.5 120" 6E 19-4 

522 T $J 片 砂 岩 4.0 3.1 0.9 11.9 115" 6E 19-6 

523 T 石 核 ホルンフェルス 3.6 5.2 1.6 29.4 6E19-8 

524 T 石 核 ホルンフェルス 3.1 5.0 1.6 22.3 6E 19-9 

525 T 製リ 片 安 山 岩 3.3 1.7 0.5 2.0 85" 6E 19-10 

526 プロソ 剥 片 流 紋 岩 (1. 7) (3.6) (0.7) 3.4 110" OD79-4 ク少ト

527 プロッ 剥 片 流 紋 岩 (2.0) (1.5) (0.2) 0.6 110" OD79-5 ク外

528 プロッ 二次加工ある剥片 流 紋 岩 4.8 2.8 1.0 10.3 OD79-6 ク外

529 プロッ 昔日l 片 安 山 岩 (1.8) (2.0) 0.4 1.1 OD89-4 クタト

530 プロッ 二次加工ある剥片 黒 曜 石 1.5 1.4 0.4 0.7 90" OE 70-4 クタ+

531 プロッ 剥 片 黒 曜 石 2.9 1.6 0.3 0.9 120" OE70-5 ク外

532 プロッ 二次加工ある剥片 黒 曜 石 2.5 2.1 0.3 1.9 130" OE70-6 ク外

533 
プロッ
三次加工ある剥片 黒 曜 石 0.9 1.8 0.3 0.5 130" OE70-7 ク外

534 プロッ スクレイノfー 黒 曜 石 1.8 2.5 0.4 1.9 OE80-4 クタ+

535 つfロッ 剥 片 流 絞 岩 1.8 2.2 0.5 1.5 120" OE81-6 クタ宇

536 プロッ 最リ 片 流 紋 岩 4.3 4.3 1.1 17.8 120" OE91-4 ク少十

537 プロッ ナイフ形石器 黒 曜 石 2.9 1.5 0.6 2.2 OE92-4 クタ+

538 プロッ スクレイパー 流 紋 岩 3.0 3.4 1.6 12.5 1E02-2 ク少+

539 
プロ y
剥 片 泥 岩 3.7 2.2 0.4 3.0 1E02-4 ク少+

540 プロッ 石 核 流 紋 岩 3.1 2.7 1.3 8.0 1E02-5 ク外

541 プロ y 畢II次』干加 1:及び使用痕ある 流 紋 岩 6.0 3.4 1.0 18.4 110" 1E04-2 ク少ト

542 プロッ 石核調整剥片 流 紋 岩 5.3 4.0 2.3 26.8 125" 1 E 10-2-② ク外

543 プロソ 石核調整剥片 流 紋 岩 4.8 1.7 1.3 7.0 120" 1 E 10-2-③ ク外

544 プロソ 剥 片 流 紋 岩 3.1 2.6 1.3 8.2 110" 1E 10-2一④クタ十

545 つfロッ 剥 片 流 紋 岩 (2.6) (2.3) (0.5) 2.4 110" 1E 10-2-⑤ ク少ト

546 プロ y 量。 片 流 紋 岩 3.8 1.4 0.8 2.8 110" lE 10-4 クタ十

547 プロッ 石 核 流 紋 岩 3.2 3.5 2.7 18.1 1E 10-5 クタ+

548 プロァ 剥 片 流 紋 岩 2.9 2.8 2.1 12.9 120" lE 10-6 クタ+

549 プロッ 最リ 片 砂 岩 4.3 2.8 1.3 10.6 80" 1E 10-8 ク外

550 プロソ ナイフ形石器 流 紋 岩 4.0 2.2 0.8 6.4 1E23-4 ク外

551 7'ロッ 石刃状剥片 流 紋 岩 6.8 3.1 1.1 15.8 120" lE23-5 クタ+

552 プロッ 二次加工ある剥片 流 紋 岩 (3.1) 2.0 0.5 2.9 lE74-2 クタ+

553 プロッ 剥 片 泥 岩 3.7 2.5 1.6 10.1 130" 2B28-3 クタ+

554 プロッ 剥 片 チャー ト 1.9 2.1 0.7 2.3 110" 4E22-4 クタ+

555 プロッ 剥 片 珪質頁岩 4.7 3.4 0.9 10.8 5E37-4 クタ十

556 プロッ 槍先形尖頭器 珪質頁岩 3.7 1.7 0.5 3.1 5E37-5 クタ+

557 プロッ 最リ 片 流 紋 岩 3.0 3.1 0.6 4.6 110" 5E44-4 クタ+

558 
プロ γ
最リ 片 砂 岩 (2.6) (3.8) (0.9) 7.9 5E92-4 クタキ

559 プロッ 剥 片 砂 岩 3.3 6.1 1.7 31.1 115" 5E93-4 クタ+

560 プロソ 剥 片 砂 岩 2.0 1.9 0.8 2.3 90" 6D86-4 クタ+

561 コfロッ 機 器 ホルンフェルス (5.4) (4.3) (1.6) 43.0 6D95-4 ク外

562 プロッ 剥 片 乱、 紋 岩 1.8 1.5 0.3 0.7 6E21-4 ク外

563 
プロ y
最リ 片 黒 曜 石 2.0 1.8 0.3 0.7 6E85-4 クタ+
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NO.10遺跡

番 ブロ
器 種 石 材

長さ 市冨 厚さ 重量 打角
登録番号

下目玉 ツク (cm) (叩) (cm) (g) (剥離角)

564 プロソ 剥 片 塁王 曜 石 (1.5) (1.9) (0.2) 0.5 6E85-5 ク外

565 プロッ 剥 片 黒 曜 石 (0.8) (1. 7) (0.2) 0.2 6E86←4 ク外

566 プロッ 二次加工ある剥片 黒 曜 石 1.2 1.4 0.4 0.4 120. 7C64-4 クタキ

567 プロッ 割l 片 泥 岩 1.5 1.5 0.2 0.6 7C64-5 ク外

568 プロッ スクレイノf ー 呈Z 曜 石 2.3 1.5 0.7 2.8 7C 73-4 クタキ

569 プロッ 京l 片 黒 曜 石 1.4 2.9 0.9 3.1 7C73-5 ク外

570 プロソ 槍先形尖頭器 流 紋 岩 2.0 3.2 0.8 5.1 120。 7C74-17 ク外

571 
プロ y
三次加工ある剥片 黒 曜 石 1.8 2.9 0.6 2.7 120. 7C75-16 ク外

572 プロソ 剥 片 泥 岩 2.2 1.0 0.5 0.9 110. 7C85-4 ク外

573 ブロッ 規l 片 ホルンフェルス (3.5) (6.1) (1.6) 39.2 7D60-4 ク外

574 
プ口ツ
和l 片 流 紋 王U王J (2.7) (2.8) (0.8) 4.5 110。 7D60-5 ク外

575 プロッ 石 核 泥 岩 2.0 3.0 3.1 14.9 7D61-4 ク外

576 プロッ 剥 片 安 山 岩 2.6 1.8 0.5 2.4 120。 7D68-3 クタ十

577 
プロッ
ナイフ形石器 安 山 岩 (3.0) (1.2) (0.9) 3.3 7D68-4 ク外

578 プロッ ナイフ形石器 泥 岩 (2.7) (2.1) (0.8) 4.2 7D68-5 ク外

579 プロソ ナイフ形石器 泥 岩 (3.4) (2.3) (1. 2) 8.7 7D68-6 クタ十

580 ブロッ 彫 器 珪質頁岩 5.0 2.2 0.9 6.2 7D70-4 クタキ

581 プロッ 剥 片 黒 曜 石 1.9 1.8 0.7 1.6 7E 04-6 クタ十

582 プロソ 彫 器 黒 曜 石 2.5 1.6 0.7 2.4 7E 12-7 ク外

583 
プロッ
二次加工ある剥片 ホルンフェルス (4.7) (5.0) (0.9) 24.7 7E 12-11 ク外

584 プロッ 剥 片 ホルンフェルス 1.7 2.2 0.3 0.9 120. 7E 13-5 ク外

585 
つf口、ノ
ピエスエスキーユ チャー 卜 2.3 1.6 0.4 2.1 7E21-9 ク外

586 プロッ 槍先形尖頭器 流 紋 耳山ヨ 5.1 1.7 0.8 5.9 7E31-4 ク外

587 プロ y 量。 片 安 山 正山T (1.3) (3.5) (0.4) 1.6 8C05-4 ク外

588 
プロッ
最リ 片 流 紋 岩 1.5 2.4 0.5 1.5 125. 8C 16-4 ク外

589 プロソ 砕 片 流 紋 岩 1.0 1.1 0.6 0.4 8C 26-4 ク外

590 プロソ ナイフ形石器 黒 曜 石 1.7 1.3 0.4 0.6 8C26-5 ク外

591 
プロ y
砕 片 流 申立 岩 1.0 0.9 0.4 0.2 1JI-1 ク外

592 ヲfロッ 砕 片 流 紋 岩 0.6 1.1 0.2 0.1 1JI-2 ク外

593 ブロッ 最リ 片 流 紋 岩 0.8 1.1 0.2 0.1 120。 1JI-3 ク外

594 プロッ 華リ 片 チ ヤー 卜 1.6 1.3 0.3 0.5 110。 0003-8 ク外
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No.10遺跡

側 III層直上石器群(第107図、図版37、第6表)

先土器時代終末から縄文時代初頭に位置付けられる石器が10点出土した。 660、661、662の3

点を除き遺跡各所からの出土である。

653は両面加工の槍先形尖頭器である。これも表面と裏面の調整剥離に対応関係がみられ、素

材となった剥片を左右に回転させて同方向から調整剥離を施していると思われる。

654は先端が左傾した半両面加工の槍先形尖頭器である。横長の部厚い剥片を素材として用い

ており、裏面の約半分には主要剥離面が残る。調整剥離は、表面には器体整形用として両側縁

全体から施され、裏面には器体を薄くするために打面部及び先端部に施している。

655も先端が左傾した半両面加工の槍先形尖頭器である。表面先端部には広く調整部分が残

る。調整剥離はやはり左右に回転させて同一方向から施していると考えられる。

657は周辺加工の槍先形尖頭器である。厚みのある縦長の剥片を素材に用いて、調整剥離は背

面左側縁上半部と右側縁には主要剥離面から、末端部は背面から施している。醸面を打面とし

ている。

656は丸みのある断面をした有舌尖頭器である。舌部は浅い扶りで長い。

658~662はピエスエスキーユである。

658は表面の右端に醸面が残る。

659は下部縁辺は細かな鋸歯状を呈する。

660は裏面右側に広く醸面が残る。

661は裏面は醸面のままで周縁には細かな剥離痕があり、使用痕であろうか。

662も裏面に醸面がそのまま残る。

第6表 III層直上石器群一覧表

番号 器 種 石 材
長さ 。直 厚さ 重量

打(剥離角角) (cm) (cm) (cm) (g) 

653 槍先形尖頭器 ス レー ト 8.0 3.4 1.0 26.0 

654 槍先形尖頭器 安 山 岩 8.7 3.3 1.4 42.8 

655 槍先形尖頭器 安 山 岩 7.5 3.7 1.8 46.0 

656 有舌尖頭器 安 山 岩 (4.7) 1.7 0.8 5.8 

657 槍先形尖頭器 流 出文 岩 5.8 3.4 1.4 21.6 

658 ピエスエスキーユ 流 紋 岩 2.1 2.9 0.7 4.0 

659 ピエスエスキーユ 黒 曜 石 2.1 2.2 0.7 2.6 

660 ピエスエスキーユ チ ヤー ト 3.0 2.0 1.1 5.9 

661 ピエスエスキーユ チャー 卜 3.3 2.4 0.7 5.2 

662 ピエスエスキーユ チャー 卜 3.5 2.8 1.8 19.2 
」
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登録番号

1 E24-2 

6C17-1 

1 E 14-2-2 

5D59-2 

1E84-2-2 

OD96-2-5 

2E 03-2-3 

7Ell-4 

7Ell-5 

7E12-5 
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No.lO遺跡

間 I、II層出土先土器時代石器群(第108図、図版38、第7表)

I層(表土揖乱層)、遺構覆土、表採、それにII層出土でIII層主体石器群各フゃロックへの帰属

が不明のもの等々を i1・II層出土先土器時代石器群」として一括した。

器種別にみると、槍先形尖頭器3点、細石刃 2点、細石刃核 l点、ナイフ形石器7点、スク

レイパー 3点、探錐器 1点、二次加工ある剥片9点、使用痕ある剥片4点、打面再生剥片 1点、

その他剥片・砕片27点、計58点である。

611はやや幅広であるが細石刃と思われる。上下とも切断されている。

598は背後から下面にかけて醸面を残した細石刃核である。 1回の剥離で平坦な打面がつくら

れ、打面調整は施されない。

642はやや幅広の縦長剥片を素材とした周辺加工の槍先形尖頭器である。基部には打面が残

る。調整剥離はIII層ブロック外出土の556と同様剥片を左右に回転して同一方向から施している

自己
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。
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No.10遺跡

が、表面左側縁にもかなり調整が施され556よりも加工量が多い。先端を少し欠損している。

626は先端部に 1条の樋状剥離が入る両面加工の槍先形尖頭器である。先端は欠損している。

側面形態は樋状剥離が抜けたところあたりから先が少し上方に屈曲し、やや厚くなっている。

調整剥離もそのあたりまでは裏面に仕上げ痕があるが、それから先は表面の方に移行している。

597、625、633、645はいずれも使用痕がある剥片である。

597は背面左側縁の使用痕が顕著な石刃状剥片である。打面は平坦で広く残り、末端には喋面

カまみえる。

625は両側縁と 2本の稜が直線状にのびた石刃であるが、下半を欠損している。打面調整は組

く施されていると思われる。両側縁には微細な使用痕がみられる。

633は両側縁下半に使用痕がみられる縦長剥片で打面調整はあまり顕著でない。

645は剥離面の交点を打点として剥取された縦長剥片であるが、周縁全体特に末端の使用痕が

顕著である。

第7表 I・II層出土先土器時代石器群一覧表

番号 器 種 石 材
長さ 幅 厚さ 重量

打(剥離角角) 登録番号(cm) (cm) (cm) (g) 

595 スクレイノ{- 黒 曜 石 2.3 2.6 0.9 4.6 OD69-2-1 

596 探 錐 器 流 紋 岩 4.4 2.2 0.4 3.7 OD85-2 

597 使用痕ある剥片 安 山 岩 6.8 3.4 1.2 23.8 115" OD87-2 

598 細 石 刃 核 流 紋 岩 2.6 2.8 1.8 16.6 OD95-2-1 

599 三次加工あるま申l片 流 紋 岩 (2.9) (4.7) (1. 7) 11.4 OD95-2-2 

600 打面再生剥片 流 紋 岩 2.3 2.9 1.6 8.8 120。 OD95-2-4 

601 剥 片 流 紋 正山ヨ (2.4) (2.2) (0.7) 3.2 OD95-2-5 

602 最リ 片 安 山 岩 (3.2) (4.5) (1.2) 16.0 OD95-2-6 

603 和j 片 安 山 岩 (3.2) 3.1 0.7 5.3 OD95-2-7 

604 二次加工ある剥片 流 紋 岩 2.1 2.4 1.0 3.9 130。 OD96-2-3 

605 細 石 刃 流 紋 岩 2.7 1.0 0.4 0.8 OD96-2-4 

606 剥 片 流 紋 岩 2.8 1.5 0.8 2.6 120" OD96-2-6 

607 剥 片 流 紋 岩 3.3 3.2 0.8 6.4 115" OD96-2-7 

608 剥 片 流 紋 岩 2目3 2.1 0.8 2.3 130" OD98-2-2 

609 剥 片 流 紋 岩 (3.0) (2.0) (0.5) 3.2 115。 OD98-2-3 

610 剥 片 安 山 岩 4.9 (3.8) 0.6 9.9 OD98-2-4 

611 細 石 刃 珪質頁岩 (1.4) (1.2) (0.2) 0.3 OD98-2-5 

612 剥 片 流 紋 岩 2.5 2.6 0.5 2.7 105" OE71-2-2 

613 二次加工あるおj片 流 紋 岩 6.7 2.9 1.1 21.9 115。 OE80-2-1 

614 槍先形尖頭器 流 紋 岩 (3.6) (2.6) (0.7) 5.6 OE80-2-3 

615 二次加工ある剥片 流 紋 岩 2.0 2.6 0.6 1.8 OE81-2 

616 剥 片 泥 岩 2.0 1.5 0.9 2.4 OE90-2 

617 剥 片 凝 灰 岩 OD99-2 

618 剥 片 流 紋 岩 (2.4) (4.2) (0.9) 3.7 lD05-2-2 

619 剥 片 流 紋 岩 1.4 1.3 0.6 1.0 130" lD05-2-3 
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番号 器 種 石 材 長(cm)さ 幅(cm) 
厚さ 重量

打(剥離角角) 登録番号(cm) (g) 

620 fiJ 片 流 紋 岩 2.1 2.3 0.5 1.7 110。 1D05-2-4 

621 剥 片 泥 岩 2.5 2.5 0.9 5.3 1D05-2-5 

622 fiJ 片 安 山 岩 2.4 4.0 1.1 8.8 1006-2-2 

623 剥 片 チャー 卜 2.0 0.6 0.5 0.4 1006-2-3 

624 新l 片 流 紋 岩 2.0 0.7 0.3 0.4 115。 1D10-2-2 

625 使用痕ある剥片 流 紋 岩 (5.4) (3.0) (1.2) 16.7 100" 1D49-2 

626 槍先形尖頭器 流 紋 岩 (7.0) 2.7 0.9 12.7 1D51-2 

627 剥 片 泥 岩 5.0 4.2 1.4 17.6 125" lE 00-2-2 

628 スクレイノf ー 流 紋 岩 3.0 3.4 1.6 12.5 1E02-2 

629 二次加工ある剥片 頁 岩 10.4 5.2 2.1 105.4 120。 1E10-2-1 

630 剥 片 泥 岩 (2.6) (3.4) (0.6) 5.5 1 E 13-2-1 

631 剥 片 珪質頁岩 3.4 2.0 1.0 5.5 115。 1 E 13-2-2 

632 ナイフ形石器 流 紋 岩 (3.6) (3.7) (1.4) 17.1 1E14-2-1 

633 使用痕ある剥片 流 紋 岩 6.3 3.7 0.7 16.4 120" 1E46-2 

634 ナイフ形石器 泥 岩 (5.4) 2.0 1.1 10.5 1 E84-2-3 

635 ナイフ形石器 泥 岩 (6.3) (3.4) (1.6) 30.7 1E94-2 

636 最リ 片 泥 岩 7.2 4.1 2.1 60.5 125" lE95-2 

637 ナイフ形石器 玉 髄 (2.2) (2.1) (0.4) 1.5 2E25-2 

638 最リ 片 安 山 岩 (5.2) (4.7) (1.0) 20.9 2E33-2-2 

639 最リ 片 流 紋 岩 (1. 9) (3.2) (0.5) 2.9 2E36-2 

640 ナイフ形石器 流 紋 岩 2.9 1.4 0.7 2.2 2E56-2-1 

641 二次加工ある剥片 安 山 岩 3.4 3.2 0.8 6.5 140" 4054-2 

642 槍先形尖頭器 流 紋 岩 (3.4) 1.8 0.6 3.4 5E56-2 

643 ナイフ形石器 黒 曜 石 3.7 1.8 0.8 5.2 7C07-2 

644 二次加工ある剥片 安 山 岩 (2.7) 3.5 0.7 8.8 7C66-2 

645 使用痕ある剥片 流 紋 岩 5.8 3.3 0.8 15.5 110。 5E-0 

646 ナイフ形石器 黒 曜 石 (3.7) 2.7 0.7 6.4 北側表採 1

647 剥 片 黒 曜 石 (1.0) (2.3) (0.4) 0.8 北側表採-2

648 剥 片 安 山 岩 3.9 4.8 1.5 26.3 110" 北側表採-3

649 スクレイノ{- 珪質頁岩 4.0 3.8 0.9 12.2 北側表採-4

650 二次加工ある剥片 流 紋 岩 3.8 3.5 1.4 15.3 南側表採

651 最リ 片 玉 髄 2.0 1.8 0.4 1.3 110" 表採 2

652 二次加工ある剥片 チ ヤー 卜 (1.4) (1.4) (0.5) 0.8 表採-3

(23) III層主体石器群のまとめ

これまでIII層主体石器群として一括して扱ってきたが、ここでは接合関係・組成・剥片剥離

技術などによって、時期的に異なると思われるいくつかのグループに分けて検討したい。

IIIl期

G"'Mの7ブロックにより構成されるグループで、 Mブロックを除く G"'LはGブロックを

中心として接合関係をもっ。出土層位は凹層下部である。

組成としてはナイフ形石器と角錐状石器を主体とするが、スクレイパーの少なさが注意され
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る。また、ナイフ形石器には 1側縁加工のものが目立つ。

剥片剥離技術は、縦長剥片と横長剥片の各々を生産する技法があり、縦長剥片は大形で細み

のナイフ形石器や角錐状石器と、横長剥片はスクレイパーや小形のず、んぐりとしたナイフ形石

器と各々結び付いていると思われる。石核もこれらに対応するように前者に係わるものと後者

に係わるものとが出土している。あまり打面調整を施さない単設打面の石核は前者に、既設の

剥離面を打面として交互に剥離を繰り返すチョッピングトウール状の石核などは後者に係わる

ものであろう。

調整加工は鋸歯状で急斜なものが多く、石材は安山岩が圧倒的に多く使用されている。

本資料に類似したものは、高井戸東遺跡IV下層(小田他1977)、東内野遺跡IV層(戸田他

1977)、唐沢遺跡(田中1979)、多聞寺前遺跡IV層中部(戸沢・鶴丸1983)などにみられ、編年

的には武蔵野第IIa期及び相模野第III期中頃に位置付けられるものと思う。

IIb期

A-----Fの6プロックにより構成されるグループで、各ブロックは醸群を共伴し、 A.B・E

の各ブロック及びC・Dブロック、それにE・Fブロック間で接合する。出土層位はIII層中部

~下部である。

組成的にはナイフ形石器とスクレイパーが主体であるが、それらの素材となる剥片は、ほと

んど打面調整を施されず醸面などを打面とした不定形の小剥片と思われる。石材は砂岩の多用

に特徴がある。

本資料はやや不明瞭な内容の石器群であるが、鈴木遺跡IV層(松村他1978)、東内野遺跡上層

(戸田他1977)、権現後遺跡第2文化層(橋本他1984)などに類例がみられ、編年的には武蔵野

第IIa期及び相模野第皿期の終わり頃と考える。

III3期

明確なブロックを形成しないが主に遺跡北端の 1Eグリッド付近から出土したもので、出土

層位はIII層中部~下部である。

組成としてはナイフ形石器・スクレイパー・探錐器がある他、ブロック外出土の526・528・

551やI・11層出土の597・625・633などの石刃あるいは石刃状剥片が目立ち、剥片剥離技術は

いわゆる石刃技法に近いものが主体となっていると推定される。

編年的には武蔵野第IIb期前半及び相模野第IV期に位置付けられるであろう。

III4期

PとQの両ブロックから構成されるもので、出土層位はIII層中部である。
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組成的にはナイフ形石器の占める割合が高くかっそのナイフ形石器が全て小形である点に特

徴がある。ナイフ形石器11点の最大のもので長さ3.4側、最小のものは1.3cmを測り、平均は2.2

cmである。石材は圧倒的に流紋岩が多い。

本資料に近いものとして寺尾遺跡第四文化層 (B1上面あるいは上部相当層) (白石・鈴木

1980)や月見野IVA遺跡L1下底(あるいはB1上面) (明大月見野遺跡群調査団1969)の石器

群が考えられるが、高井戸東遺跡IV上層(小田他1977)や東内野遺跡上層(戸田他1977)など

も近いものと思われる。

編年的には武蔵野第IIb期後半及び相模野第IV期終末頃と考える。

IIIs期

プロック外出土の556・570・586やI・II層出土の626・642などの槍先形尖頭器をもってこの

時期とする。

出土層位は凹層上部から上面で、層位的には細石刃はもちろんナイフ形石器とも一部重なる

が、本遺跡ではこれらの伴出関係については確認出来なかった。

編年的には武蔵野第IIb期終末及び相模野第V期前半に位置付けられる。

III6期

NとOの両プロック及びI・II層出土の598の細石刃核と611の細石刃が該当する。

トウールとしては細石刃とピエスエスキーユしかなく、石器群としては欠落する部分が多い

という不明瞭なものであるが、一応細石刃を主体とする石器群と考えて、編年的には武蔵野第

皿期及び相模野第V期中頃に位置付けたい。

IIh期

III層主体石器群ではないが、 III層直上から出土したやや大形の尖頭器をもってこの時期とす

る。

なお、ピエスエスキーユの一部は縄文時代早期にまで下るかもしれない。

編年的には武蔵野第IV期及び相模野第V期後半に位置するものと考える。
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4 .醸群(第109-----114図、図版39、第 8表)

凹層出土の離は、約64個体総数245点を数え、そのうち約38個体171点が6つのまとまりをも

って出土し、各々第 1~第 6 醸群と呼称する。これらの膿群は l つを除き他は全て石器群を共

伴している(第85~90図)。

(1) 第 1磯群(第85・110図)

出土状況 約 7 個体15点が 3~4mの範囲をもってやや散漫に出土した。

出土層位田層中~下部である。

構成醸の大きさ 平均 2~3cm約12gで、特に大きいものもなく、遺存状態も全て%以下の

小醸片である。

石材石英斑岩と砂岩がほとんどを占める。

接合関係第2醸群及び第5醸群と有り。

(2) 第2磯群(第86・110図)

出土状況 唯一離のみで構成されるブロックで、 6D48グリッドから約5個体8点が2.5m程

の範囲から出土。

出土層位 III層下部である。

構成離の大きさ 平均約 3~4cm約35g で、第 1 磯群よりやや大きいが遺存状態はやはり全

て%以下の小醸片である。

石材 砂岩とホルンフェノレスが圧倒的である。

接合関係第1醸群及び第5醸群と有り。

(3) 第3磯群(第87・110図)

出土状況 6 D85グリッド付近から約 9 個体33点が 3~4m程の広がりをもって出土、やや

まとまりがみられる。

出土層位 III層中~下部である。

構成醸の大きさ 平均約 2cm約5gで、遺存状態、も全て%以下でかなりの小醸片である。

石材 石英斑岩が主体の他ホルンフェルスと砂岩である。

接合関係第4膿群と有り。

(4) 第4磯群(第88・111図)

出土状況 6 D89グリッド付近から約15個体76点が約 4~5mの広がりをもって出土した。
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良好なまとまりである。

出土層位凹層下部である。

構成醸の大きさ 平均約2cm弱約 1gで、遺存状態も全て%の細かい醸片である。

石材砂岩を主体に、ついで石英斑岩が多い。

接合関係第3醸群と有り。

(5) 第5磯群(第89・111図)

出土状況 7 E 10'"""'20グリッド付近にかけて約6個体21点が2X4m程の南北に細長く広が

って出土。ややまとまりがみられる。

出土層位 III層中部である。

構成醸の大きさ 平均約2cm約2.5gで、遺存状態も全て%以下の小膿片である。

石材 デイサイトが主体である。

接合関係第1醸群及び第2醸群と有り。

(6) 第6磯群(第90・111図)

出土状況 7 E13グリッド付近から約8個体18点が径3'"""'4m程の広がりをもって散漫に出

土した。

出土層位 III層下部である。

構成離の大きさ 平均2'"""'3 cm約15gで、遺存状態は全て%以下の小離片である。

石材石英斑岩を主体とする。

接合関係他の醸群とはなし。

(7) 喋群のまとめ

ここでは 6つの操群をまとめて若干の検討をしてみたい。

出土状況 第4醸群を除きあまりまとまりがなく、規模も小さい。

出土層位全て凹層中~下部である。

構成礁の大きさ 全て小喋片であるが、第4醸群は特に細かい。

石材 全般的には砂岩と石英斑岩が主体であるが、第5醸群ではデイサイトが主体で、第2

醸群ではホルンフェルスが砂岩とほぼ同量である。

火熱の有無 明確ではないがほとんどが焼けていると思われる。

個体別資料 2つ以上の醸群が共有するものは 9資料あるが、これを全て組み合わせると 6

つの醸群全てが繋がりをもっ。

接合関係 第1醸群・第2醸群・第5醸群のグループと第3醸群・第4醸群のグループに分
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〈重 量〉

.単独磯

医翠第6磯群

亡コ第5磯群

第 4磯群

仁コ第3磯群

. 第 2磯群

園田第|磯群

〈厚さ〉

0.110.120.1 30.150.1 50.1 60.1 70.180.190.1 100.1110.1110.1130.1140.1150.1160.1170.1 180.1 190.1100.1110.1110.1130.1140.1 
1 1 

10.010.030.0 40.050.0 60.0 70.0 80.0 90.0100.0110.0110.0130.0140.0150.0160.0170.0 180.0190.0100.0110.0110.0130.0140.0150日

第112園 田層出土醸の規模

n
h
U
 



花開岩9.7g 

第113図 III層出土陳石材別重量比

No.lO遺跡

かれる。

ここで棟群聞に接合関係をもっ資料のうち、

3点以上の接合資料を検討してみると、その全

てに分布の片寄りがみられ、次のような瞭群聞

における醸の移動が考えられる。

第2瞭群から第1醸群及び第5醸群へ、第3醸

群から第4瞭群へというもので、このことは第

2膿群よりも第 1操群や第5瞭群、あるいは第

3醸群より第4醸群の方が構成礁が小さくかつ

まとまりのよいことなどの現象とよく符合する。

このような醸群聞における離の移動は、それ

が再度使用されることと理解され、醸群構成諜

が必要となり、使用可能ならば何度も使用されたことが考えられる。

際群の具体的な形態 ・構成 ・使用方法などはいまだ不明なことが多いが、ここでの検討を含

めもっと多様な分析が積み重ねられることによって少しづっ解明されることを期待したい()11 

島他1983、鈴木他1984)。

第 l磯群

176.4 g 

第 2礁群

276.8 g 

第 3磯群
157.8 g 

第 4磯群
630.8 g 

第 5礁群

684.6 g 

第 6磯群
227.3 g 
いや
流紋岩

6.6% 

ホJレンフェJレス

7.5% 

シjレト岩

0.7% 

第114図 III層主体操群石材別重量比
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No.10遺跡

第8表皿層出土醸一覧表

番号 礁 群 石 材
長さ 娼 厚さ 重量

遺存状態 登録番号(cm) (cm) (cm) (g) 

1 第 1 様 群 ホlレンフェ Jレス 2.0 1.6 1.1 3.9 ys 6D29-4 
2 第 l 磯 群 シ lレ ト 岩 3.6 2.1 1.2 10.1 ys 6D29-7 
3 第 l 機 群 砂 岩 2.5 1.5 1.5 7.1 ys 6D39-4 
4 第 1 礁 君宇 砂 岩 2.3 1.9 1.6 6.0 シi 6D39-5 
5 第 1 磯 君手 ホルンフェルス 1.2 1.1 0.7 0.8 % 6 D39-7 

6 第 l 燦 群 石 英 斑 岩 3.0 2.0 1.3 10.0 シ4 6D39-8 

7 第 l 磯 君宇 石 英 斑 岩 2.9 1.8 1.5 8.3 ys 6D39-9 
8 第 l 磯 群 ホルンフェルス 2.9 1.5 1.5 7.3 ys 6D39-10 
9 第 1 礁 群 流 紋 岩 2.2 1.7 0.9 3.1 ys 6D39-15 
10 第 1 磯 群 シ 1レ ト 岩 1.3 0.9 0.8 0.9 ys 6D39-16 
11 第 1 磯 群 石 英 斑 岩 3.4 3.0 2.7 27.2 ys 6E20-4 
12 第 1 軍事 群 石 英 斑 岩 5.1 3.3 2.8 50.8 % 6E20-5 

13 第 1 礁 群 砂 岩 3.6 2.5 2.3 17.8 》ず 6E20-6 

14 第 1 様 群 石 英 斑 岩 2.2 1.3 1.3 3.9 ys 6E20-7 
15 第 1 磯 群 砂 岩 2.9 2.4 2.2 19.2 ys 6E30-4 
16 第 2 様 群 花 樹 岩 3.3 2.1 1.3 9.2 ys 6D48-4 
17 第 2 礁 群 シ lレ ト 岩 3.5 2.5 1.0 7.2 ys 6D48-5 
18 第 2 礁 群 ホルンブェルス 6.3 3.8 2.5 64.6 ys 6D48-7 
19 第 2 機 群 砂 岩 4.6 4.2 2.7 50.4 ys 6D48-8 
20 第 2 傑 群 ホルンフェルス 3.2 3.2 1.4 10.0 ys 6D48-9 
21 第 2 様 群 デイサイ ト 3.4 3.3 1.7 18.7 ys 6D48-10 
22 第 2 磯 群 ホルンフェルス 5.0 4.8 2.3 55.4 ys 6D48-11 
23 第 2 磯 群 砂 岩 6.4 3.8 2.9 61.3 ys 6D48-12 
24 第 3 機 群 石 英 斑 岩 2.0 1.3 1.0 2.0 ys 6D75-5 
25 第 3 磯 君宇 砂 岩 1.4 0.7 0.6 0.6 う4 6D75-6 

26 第 3 諜 群 石 英 斑 岩 3.6 3.2 2.6 27.5 ys 6D75-7 
27 第 3 磯 群 石 英 斑 岩 0.6 0.5 0.3 0.1 ys 6D75-14 
28 第 3 磯 群 石 英 斑 岩 0.9 0.7 0.6 0.3 ys 6D75-19 
29 第 3 機 群 砂 岩 1.2 0.8 0.6 0.6 う4 6D76-4 

30 第 3 様 群 石 英 斑 岩 2.1 1.7 1.4 3.4 ys 6D76-10 
31 第 3 傑 群 石 英 斑 岩 1.9 1.5 1.4 3.3 ys 6D76-15 
32 第 3 様 群 砂 岩 2.7 2.6 1.7 12.3 % 6D76-17 

33 第 3 機 群 ホルンフェルス 1.2 0.9 0.4 0.5 う4 6D76-18 

34 第 3 穣 群 ホルンフェルス 3.8 2.8 0.5 5.4 ys 6D76-19 
35 第 3 様 群 ホルンフェルス 3.5 2.1 0.8 4.8 ys 6D76-20 
36 第 3 礁 群 石 英 斑 岩 0.8 0.6 0.3 0.1 ys 6D76-21 
37 第 3 磯 群 ホルンフェルス 2.6 1.6 0.7 2.6 シi 6D76-22 
38 第 3 様 群 砂 岩 1.7 1.0 1.0 1.6 % 6D76-24 

39 第 3 磯 群 ホルンフェルス 2.6 1.5 0.9 3.3 ys 6D76-26 
40 第 3 礁 群 ホlレンフェ lレス 2.3 1.6 0.7 2.6 ys 6D76-30 
41 第 3 様 君宇 ホルンフェルス 1.2 1.0 0.4 0.6 ys 6D76-32 
42 第 3 穣 群 石 英 斑 岩 1.5 1.0 0.8 1.2 う4 6D76-35 

43 第 3 礁 群 石 英 斑 岩 3.0 3.2 2.0 16.4 ys 6D76-36 
44 第 3 磯 群 石 英 斑 岩 2.5 2.0 1.5 6.5 ys 6D76-37 

-164-



No.10遺跡

番号 E粂 君半 石 材
長さ 。扇 厚さ 重量

遺存状態 登録番号
(cm) (cm) (cm) (g) 

45 第 3 車集 群 石 英 斑 岩 3.0 2.6 2.2 16.2 う4 6D76-38 

46 第 3 磯 君平 砂 岩 2.1 2.1 2.0 8.2 ys 6D76-39 
47 第 3 機 群 ホルンフェルス 4.8 3.0 1.1 18.1 ys 6D76-40 
48 第 3 磯 君半 石 英 斑 正山王 3.1 1.9 1.7 7.7 う4 6D76-41 
49 第 3 理集 群 石 英 斑 正山王 1.0 1.0 0.9 0.8 ys 6D76-43 
50 第 3 礁 君宇 石 英 斑 岩 2.2 2目。 1.0 4.2 ys 6D76-44 
51 第 3 礁 群 石 英 斑 岩 1.3 0.9 0.7 0.7 ys 6D76-45 
52 第 3 礁 群 石 英 斑 岩 1.0 0.8 0.8 0.4 シi 6D76-46 
53 第 3 磯 君宇 ホルンフェルス 1.9 1.5 0.5 1.2 シ1 6D76-47 
54 第 3 理集 群 砂 岩 2.2 1.4 1.0 3.3 う4 6D76-48 
55 第 3 礁 群 砂 岩 1.4 1.1 0.8 1.2 う4 6D85-11 
56 第 3 礁 君手 石 英 斑 岩 0.7 0.5 0.3 0.1 う4 6D85-13 
57 第 4 躍襲 君手 チ ヤ 卜 1.7 1.3 1.2 3.6 う4 6D78-4 
58 第 4 礁 君宇 チ ヤ ト 1.2 1.1 1.1 1.2 ys 6D78-5 
59 第 4 傑 君手 砂 王出王 2.4 2.3 1.6 6.1 ys 6D78-11 
60 第 4 礁 群 ホルンフェルス 1.0 0.7 0.5 0.3 ys 6D79-4 
61 第 4 磯 群 ホ lレンフェ Jレス 3.3 2.8 1.0 10.1 う4 6D79-5 
62 第 4 礁 君宇 砂 岩 1.7 1.5 0.9 2.2 ys 6D79-6 
63 第 4 書襲 群 砂 岩 4.4 3.3 1.6 30.2 ys 6D79-10 
64 第 4 際 君手 砂 岩 3.3 2.5 2.1 23.9 ys 6D79-11 
65 第 4 軍棄 君手 チ ヤ ト 1.2 1.1 0.7 0.8 う4 6D79-12 
66 第 4 様 群 砂 正山ヨ 2.7 2.4 1.4 8.7 う4 6D79-13 
67 第 4 機 君手 チ ヤ 卜 2.1 1.1 1.0 2.1 % 6D79-14 
68 第 4 磯 群 チ ヤ 卜 1.8 1.6 1.5 5.8 ys 6D79-15 
69 第 4 磯 君手 ホルンフェルス 1.3 1.0 0.8 0.7 ys 6D79-17 
70 第 4 礁 君手 砂 岩 2.0 1.7 1.0 3.0 う4 6D79-18 
71 第 4 磯 君宇 ホルンフェルス 1.3 1.0 0.7 0.8 ys 6D79-20 
72 第 4 磯 群 チ ヤ ト 1.4 1.3 0.9 1.5 う4 6D79-21 
73 第 4 磯 若手 シ lレ 卜 正山玉 3.3 2.4 2.3 15.3 ys 6D88-7 
74 第 4 磯 君手 石 英 斑 王山ヨ 1.6 1.4 1.0 2.0 ys 6D88-8 
75 第 4 礁 群 石 英 斑 岩 1.4 0.8 0.4 0.4 う4 6D88-9 
76 第 4 磯 君宇 砂 岩 2.1 2.1 0.5 2.4 ys 6D89-7 
77 第 4 傑 群 砂 岩 3.5 2.2 1.9 12.5 ys 6D89-5 
78 第 4 書豊 群 石 英 斑 岩 1.1 0.7 0.5 0.5 ys 6D89-7 
79 第 4 磯 群 砂 岩 3.3 2.5 1.0 8.6 ys 6D89-8 
80 第 4 礁 君手 石 英 斑 岩 3.3 2.7 2.2 14.2 ys 6D89-9 
81 第 4 磯 群 石 英 斑 岩 2.3 1.8 1.1 3.9 う4 6D89-10 
82 第 4 磯 君平 石 英 斑 正出王 2.3 2.0 1.6 7.1 ys 6D89-11 
83 第 4 軍襲 群 砂 正出玉 1.2 1.1 0.8 1.2 % 6D89-13 
84 第 4 E豊 君宇 砂 岩 1.0 0.8 0.8 0.7 ys 6D89-14 
85 第 4 理集 群 砂 岩 1.3 1.2 1.0 1.7 ys 6D89-15 
86 第 4 礁 群 砂 岩 1.4 1.1 1.0 2.0 ys 6D89-16 
87 第 4 礁 群 砂 岩 2.0 2.0 2.0 8.6 う4 6D89-17 

88 第 4 礁 君手 砂 岩 0.9 0.8 0.7 0.5 ys 6D89-18 
89 第 4 機 群 砂 岩 0.7 0.6 0.5 0.2 ys 6D89-19 
90 第 4 磯 群 砂 岩 1.7 1.7 1.3 4.2 う4 6D89-23 
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番号 軍襲 群 石 材
長さ 申直 厚さ 重量

遺存状態 登録番号(cm) (叩) (cm) (g) 

91 第 4 磯 群 花 同 岩 1.0 0.7 0.6 0.5 ya 6089-24 
92 第 4 礁 群 砂 岩 3.7 2.8 2.5 20.0 ya 6089-25 
93 第 4 磯 群 ホルンフェルス 4.3 3.7 1.9 32.5 ya 6089-26 
94 第 4 磯 群 砂 岩 2.0 1.6 1.2 3.9 ya 6089-27 
95 第 4 磯 群 砂 石山 3.2 3.0 1.6 16.0 シi 6089-30 
96 第 4 傑 群 砂 岩 1.6 1.1 0.4 0.8 ya 6089-32 
97 第 4 礁 群 砂 岩 3.2 2.5 1.1 5.9 ya 6089-33 
98 第 4 際 群 ホルンフェルス 2.5 1.3 0.9 3.0 ya 6089-34 
99 第 4 磯 君宇 砂 岩 2.0 2.0 1.7 5.6 ya 6089-35 
100 第 4 磯 群 砂 岩 2.5 2.1 0.5 2.6 シ4 6089-36 

101 第 4 様 群 チ ヤ 一 卜 1.2 1.1 0.6 0.6 ya 6089-37 
102 第 4 磯 群 チ ヤ ト 1.8 1.5 1.4 3.0 % 6089-38 

103 第 4 際 群 砂 岩 3.7 1.9 1.7 15.9 ya 6089-39 
104 第 4 事華 群 砂 岩 1.4 1.4 0.5 1.1 ya 6089-40 
105 第 4 機 群 砂 岩 3.6 2.1 1.9 13.4 ya 6089-41 
106 第 4 磯 群 砂 岩 1.3 1.3 0.8 1.6 ya 6089-42 
107 第 4 磯 群 石 英 斑 岩 3.6 3.2 2.7 28.3 シi 6089-43 

108 第 4 礁 群 シ /レ 卜 岩 2.7 2.0 1.6 8.0 ya 6089-47 
109 第 4 礁 群 砂 岩 4.0 2.5 1.8 16.2 ya 6089-48 
110 第 4 磯 群 チ ヤ ト 1.6 1.4 0.8 2.0 ya 6089-49 
111 第 4 磯 群 砂 岩 3.0 2.0 1.9 8.4 ya 6089-53 
112 第 4 磯 群 チ ヤ ト 1.3 1.0 0.8 1.0 ya 6089-54 
113 第 4 機 群 石 英 斑 岩 1.9 1.2 1.2 2.0 ya 6089-55 
114 第 4 機 群 砂 岩 3.9 3.1 2.2 30.9 ya 6089-57 
115 第 4 襟 群 砂 岩 1.6 1.3 1.2 2.3 シi 6089-59 

116 第 4 磯 群 砂 岩 1.9 1.5 1.4 5.1 シi 6089-60 

117 第 4 磯 群 砂 岩 2.3 2.1 1.7 7.4 !イ 6089-61 

118 第 4 機 群 砂 岩 2.3 1.5 1.3 4.0 ya 6089-62 
119 第 4 磯 群 砂 岩 1.5 1.1 。.6 0.9 ya 6089-63 
120 第 4 磯 群 砂 岩 3.3 1.5 1.3 6.0 〉ず 6089-64 

121 第 4 機 群 砂 岩 3.5 3.1 2.6 41.0 ya 6089-65 
122 第 4 礁 群 砂 岩 3.2 2.5 1.8 13.5 う4 6089-66 

123 第 4 穣 群 砂 岩 1.2 0.6 0.4 0.2 ya 6089-70 
124 第 4 磯 群 チ ヤ ト 1.4 1.0 1.0 1.1 シi 6089-71 
125 第 4 礁 群 石 英 斑 岩 6.0 4.7 2.1 57.8 ya 6089-72 
126 第 4 磯 群 石 英 斑 岩 4.5 3.0 2.7 27.0 ya 6089-76 
127 第 4 礁 群 砂 岩 1.6 1.1 1.1 1.7 う4 6089-79 

128 第 4 磯 君手 砂 岩 2.3 1.7 0.9 4.0 ya 6089-80 
129 第 4 傑 群 砂 ，岩 2.8 1.7 1.6 7.6 % 6089-81 

130 第 4 磯 群 砂 岩 3.5 2.4 2.2 23.8 ya 6089-84 
131 第 4 際 群 砂 岩 3.0 2.2 1.9 10.2 % 6089-85 

132 第 4 磯 群 チ ヤ ト 2.8 1.9 1.5 7.0 ya 6089-86 
133 第 5 磯 群 デイサイ ト 5.0 3.3 2.8 33.5 シi 7EI0-8 
134 第 5 磯 群 砂 岩 2.8 1.9 1.8 6.2 う4 7E 10-11 

135 第 5 磯 群 砂 岩 1.5 1.2 0.7 1.3 ya 7EI0-12 
136 第 5 礁 群 デイサイ ト 6.7 5.4 4.7 164.1 ya 7EI0-13 
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No.10遺跡

番号 襟 群 石 材
長さ 市冨 厚さ 重量

遺存状態 登録番号
(cm) (cm) (cm) ( g) 

137 第 5 磯 群 砂 岩 3.3 1.8 1.5 7.5 % 7EI0-16 

138 第 5 躍襲 群 流 紋 正山玉 5.9 4.1 2.1 72.0 % 7EI0-17 

139 第 5 礁 群 流 紋 岩 3.2 2.0 1.4 10.6 y， 7EI0-18 

140 第 5 磯 群 石 英 斑 正山王 3.1 2.2 1.8 10.9 y， 7EI0-19 

141 第 5 理集 群 長沙 岩 2.1 2.0 1.3 4.2 y， 7EI0-20 

142 第 5 際 群 長少 岩 2.5 1.8 0.9 3.2 y， 7EI0-23 

143 第 5 磯 群 石 英 斑 岩 5.3 4.4 2.9 46.8 y， 7E 10-24 

144 第 5 E祭 群 石 英 斑 岩 5.7 4.3 2.4 69.0 y， 7EI0-26 

145 第 5 礁 群 砂 岩 1.8 1.5 1.1 1.9 y， 7E20-7 

146 第 5 機 君平 砂 岩 2目l 1.3 1.0 2.0 y， 7E20-1O 

147 第 5 磯 君平 デイサイ 卜 6.2 4.0 2.8 64.6 y， 7E 20-13 

148 第 5 磯 群 シ ノレ ト 岩 2.9 1.8 1.3 5.0 % 7E20-14 

149 第 5 機 群 デイサイ 卜 6.2 4.4 3.0 113.6 y， 7E20-15 

150 第 5 磯 群 砂 岩 2.4 1.9 1.5 4.1 y， 7E20-18 

151 第 5 際 群 砂 岩 4.8 3.0 2.5 28.5 y， 7E20-21 

152 第 5 磯 群 デイサイ ト 3.4 3.0 2.6 32.9 y， 7E20-22 

153 第 5 磯 君平 砂 岩 2.1 2.0 0.9 2.5 y， 7E20-23 

154 第 6 礁 君平 シ /レ ト 岩 2.4 1.9 1.0 3.5 % 7E03-7 

155 第 6 機 群 砂 正山玉 2.2 2.1 2.0 7.0 う4 7E 12-13 
156 第 6 傑 群 砂 岩 1.6 1.3 1.1 3.3 y， 7E 12-16 

157 第 6 磯 君平 シ ノレ ト 岩 2.4 1.9 1.1 4.2 y， 7E 12-21 

158 第 6 磯 群 砂 岩 3.0 2.8 1.4 12.8 y， 7E 12-22 

159 第 6 傑 群 石 英 斑 正出ヨ 2.5 2.0 1.7 9.1 シ4 7E 13-8 
160 第 6 橡 群 五砂 正山王 2.7 1.7 1.5 8.9 y， 7E 13-9 

161 第 6 礁 群 シ /レ 卜 岩 2.3 1.8 1.4 5.1 y， 7E13-10 

162 第 6 際 群 シ /レ 卜 岩 2.7 2.1 1.9 4.2 シi 7E 13-11 

163 第 6 機 群 石 英 斑 岩 5.1 3.6 3.4 80.0 シi 7E13-12 
164 第 6 際 群 砂 岩 2.6 2.1 1.2 6.1 シi 7E 13-13 
165 第 6 書襲 君手 石 英 斑 岩 1.3 1.4 1.1 2.0 う4 7E13-17 
166 第 6 礁 群 シ 1レ 卜 岩 5.4 3.2 1.9 29.5 % 7E 13-18 

167 第 6 礁 群 流 紋 岩 2.9 2.7 2.3 18.4 y， 7E 13-19 

168 第 6 燦 群 石 英 斑 正山玉 4.3 4.3 3.3 45.9 y， 7E13-20 

169 第 6 磯 群 石 英 斑 岩 3.0 2.2 1.8 10.3 y， 7E 13-21 

170 第 6 礁 群 石 英 斑 岩 2.9 2.2 2.1 12.8 y， 7E 13-22 

171 第 6 傑 群 砂 岩 2.7 2.3 2.0 14.2 シi 7E 13-23 

172 機群外(Hプロック) 流 紋 岩 6.5 3.0 2.4 59.4 ヒY土~ 青3 7D56-12 

173 磯群外(Jフかロック) 流 紋 岩 6.7 5.2 2.0 94.4 y， 7D65-8 

174 機群外(Jフ'ロック) 流 紋 岩 7.3 4.1 1.7 45.1 y， 7D74-9 

175 様群外(Jプロック) 流 紋 岩 6.2 4.0 1.8 33.6 y， 7D74-12 

176 襟群外(Lブロック) 流 紋 岩 6.2 3.9 1.8 49.5 '7と~ 形 7D76-32 

177 機群外(Nプロック) 凝 灰 岩 2.2 1.6 0.6 2.2 y， 7C65-5 

178 機群外(Nプロック) 泥 岩 2.6 1.5 0.8 2.8 う4 7C75-7 

179 機群外(0プロック) 流 紋 岩 1.8 1.7 1.0 2.5 y， 7C74-5 

180 際群外(0プロック) シ ノレ 卜 岩 2.1 2.0 1.4 5.8 y， 7C74-6 

181 磯群外(0プロック) 流 紋 岩 3.3 2.0 1.2 9.3 y， 7C74-15 

182 際若手外(0プロック) 斑 精 岩 6.5 5.6 4.8 243.0 う4 7C75-14 
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NO.10遺跡

番号 礁 群 石 材
長さ 幅 厚さ 重量

遺存状態 登録番号(cm) (αn) (cm) (g) 

183 様 群 外 シ lレ ト 岩 2.6 2.2 0.5 2.9 y， 6E19-5 

184 磯 群 外 シ 1レ ト 岩 5.3 1.6 1.4 15.0 y， 6E19-7 

185 様 群 外 チ ヤ ー ト 4.7 3.3 0.9 11.0 y， OD79-7 

186 磯 群 外 砂 岩 2.6 2.5 0.9 5.9 y， OE81-4 

187 礁 群 外 砂 岩 1.7 1.0 0.8 1.5 y， 1EOO-5 

188 様 群 外 石 英 斑 岩 7.3 6.5 1.5 61.5 y， 5E93-5 

189 磯 群 外 砂 岩 2.5 2.1 1.4 9.1 Y乞まEz， 形 5E98-10 

190 礁 群 外 石 英 斑 岩 3.5 2.6 2.0 19.1 y， 6D07-4 

191 磯 群 外 石 英 斑 岩 2.9 2.7 2.7 23.9 y， 6D07-5 

192 磯 群 外 砂 岩 3.0 2.8 2.5 17.1 y， 6D08-4 

193 礁 群 外 砂 岩 6.5 3.5 2.7 57.3 y， 6D08-5 

194 磯 群 外 ホノレンフェ Jレス 1.4 0.8 0.7 0.6 y， 6D39-11 

195 機 群 外 ホルンフェルス 1.9 1.5 1.1 4.1 う4 6D39-12 

196 穣 群 外 ホルンフェルス 1.4 1.1 0.6 1.1 う4 6D39-13 

197 様 群 外 砂 岩 3.4 2.9 2.7 31.9 Jイ 6D78-8 
198 磯 群 外 砂 岩 1.6 1.2 0.9 1.8 y， 6D78-9 

199 礁 群 外 砂 岩 3.6 2.2 1.4 12.0 y， 6D78-10 

200 礁 群 外 砂 岩 3.7 2.4 2.1 17.3 う4 6D79-19 

201 磯 君平 外 石 英 斑 岩 2.3 2.2 1.2 5.7 y， 6D86-5 

202 穣 群 外 砂 岩 3.0 2.6 2.0 14.3 シ4 6D86-6 

203 穣 君宇 外 砂 岩 2.7 2.1 1.5 8.5 y， 6D86-7 

204 礁 群 外 砂 岩 5.2 3.5 2.3 26.6 y， 6D89-56 

205 穣 群 外 砂 岩 2.4 1.8 0.9 3.0 う4 6EOl-4 

206 穣 群 外 ホlレンフェ lレス 4.5 3.4 2.3 24.5 y， 6E07-4 

207 機 群 外 ホJレンフェ lレス 3.2 3.0 1.5 18.7 う4 6E07-5 

208 様 群 外 シ yレ ト 岩 1.9 1.8 1.8 6.7 y， 6E08-4 

209 礁 群 外 シ lレ ト 岩 3.4 2.9 2.5 25.1 シ4 6E09-6 

210 様 群 外 石 英 斑 岩 2.9 1.9 1.3 7.7 y， 6E40-4 

211 礁 群 外 石 英 斑 岩 4.4 2.5 1.3 13.0 シi 6E40-5 

212 礁 群 外 流 紋 岩 3.2 3.0 2.1 20.2 う4 6FOl-4 

213 様 群 外 砂 岩 2.8 2.0 2.0 7.8 y， 7El1-7 

214 礁 群 外 砂 岩 3.5 2.9 2.1 15.2 y， 7Ell-8 

215 礁 群 外 シ lレ ト 岩 5.3 5.3 2.8 87.4 % 7E21-10 
216 穣 群 外 流 紋 岩 3.7 2.4 1.4 12.7 信7士~ 官多 7E23-4 

217 様 群 外 石 英 斑 岩 3.9 3.8 3.1 56.0 y， 6Eイ001

218 礁 群 外 シ 1レ ト 岩 5.0 4.3 2.0 35.4 y， 60.1-1 

219 磯 群 外 ホルンフェルス 3.8 2.1 1.6 13.5 y， 60.1-2 

220 様 君手 外 砂 岩 3.5 1.9 1.4 7.0 y， 0003-1 

221 礁 群 外 砂 岩 3.2 2.8 1.5 10.4 y， 0003-2 

222 傑 群 外 砂 岩 2.4 1.7 1.1 4.0 y， 0003-3 

223 礁 群 外 砂 岩 1.8 1.4 1.2 2.0 % 0003-4 
224 穣 群 外 ホルンフェルス 2.9 1.8 0.6 3.4 y， 0003-5 

225 磯 群 外 ホルンフェルス 2.2 1.4 0.5 1.9 % 0003-6 
226 様 群 外 ホルンフェルス 2.0 1.4 0.8 1.8 % 0003-7 
227 礁 群 外 砂 岩 1.6 1.3 1.3 3.1 シ4 0003-9 
228 磯 群 外 砂 岩 1.5 1.4 1.4 2.7 y， 0003-10 
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No.10遺跡

番号 磯 群 石 材
長さ 幅 厚さ 重量

遺存状態 登録番号
(cm) (cm) (cm) (g) 

229 磯 群 外 ホルンフェルス 1.0 0.8 0.3 0.2 シi 0003-11 

230 穣 群 外 石 英 斑 岩 3.1 2.5 2.0 14.3 y， 0003-12 

231 礁 群 外 石 英 斑 王山'i 1.7 1.3 1.2 2.0 y， 0003-13 

232 疎 群 外 石 英 斑 正山玉 1.8 1.3 1.0 2.2 y， 0003-14 

233 磯 群 外 石 英 斑 正山ヨ 1.8 1.7 1.2 3.4 〉ず 0003-15 

234 礁 群 外 石 英 斑 正山T 0.9 0.9 0.7 0.4 y， 0003-16 

235 礁 若手 外 砂 正山ゴ 1.6 1.3 0.9 1.6 シi 0003-17 
236 礁 君半 外 石 英 斑 岩 1.2 0.8 0.8 0.5 y， 0003-18 

237 礁 君手 外 石 英 斑 岩 1.1 0.7 0.5 0.2 y， 0003-19 

238 穣 君手 外 石 英 斑 岩 1.7 1.2 0.9 1.6 y， 0003-20 

239 磯 君手 外 石 英 斑 岩 1.6 1.2 1.1 2.1 y， 0003-21 

240 磯 群 外 石 英 斑 岩 1.3 1.0 0.7 0.7 y， 0003-22 

241 磯 群 外 石 英 斑 岩 1.5 1.2 1.0 1.3 y， 0003-23 

242 磯 群 外 石 英 斑 岩 0.9 0.7 0.5 0.2 y， 0003-24 

243 礁 群 外 砂 正山ヨ 1.0 0.8 0.6 0.5 y， 0003-25 

244 磯 群 外 砂 正山ヨ 0.9 0.9 0.6 0.6 y， 0003-26 

245 傑 群 外 石 英 斑 岩 0.7 0.6 0.5 0.2 y， 0003-28 

5 炭化物片集中個所

先土器時代に属する炭化物片集中個所が遺跡南東部において 5個所検出された。(第115図)

(1) 第 1炭化物片集中個所(第116図)

6 P85グリッドのほぼ中央からの検出で密集度は高い。出土層位はIV~VI層の中程が主体で

炭化物片の大きさは 2凹前後と小粒である。層位的にはRブロックがかなり近いものと思われ

る。

(2) 第 2炭化物片集中個所(第117図)

6 E54グリッドを中心に検出され、密集度は高い。かなり広範囲に広がっているもようであ

る。出土層位はIV~VIIl層上部でV11層が主体をなす。炭化物片の大きさは細かい。層位的には S

ブロックが近いものと思われる。

(3) 第3炭化物片集中個所(第118図)

5 E27杭付近において検出された。分布範囲は約10mと広く、数ケ所の密集部分が認められ

る。出土層位はV11層前後であり、炭化物片の大きさは細かい。層位的にはSブロックが近いも

のと思われる。
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第4炭化物片集中個所(第119図)(4) 

5 E61グリッド付近からやや散漫に検出された。分布範囲は中心とおぼしきものがはっきり

せず、やや細長く 4X8m程である。出土層位は珊層下部から羽l層上部を主体とする。炭化物

片の大きさは細かい。

第5炭化物片集中個所(第120図)(5) 

7 D17グリッド南7 D28グリッド付近を中心として10X20m程の広がりをもって出土した。

側辺にやや集中している部分があるが全体としては散漫な分布をしている。
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第117図 第2炭化物片集中個所実測図 (1/80)

。

炭化物片集中個所のまとめ(6) 

5個所で検出された炭化物片集中個所は、いずれも石器群を伴つてはいないため、両者の時

間的な比較は困難であるが、層位的に近いものとして第2・3炭化物片集中個所と Sブロック、

第1炭化物片集中個所とRブロックをあげることが出来る。また炭化物片の大きさのうえでは

共通して皆細かいものであるが、密度の面からは高低差がかなり存在し、層位的な上下のパラ

これらの炭化物片集中個所にみられる相違が何に起因してツキにもかなりの違いがみられる。

いるかを知ることは難しいが、たとえば土中での包含状態に石器や礁とは異なったあり方が考

えられ、石器群におけるビーナス曲線のようなパターンを検討することも意味のあることと考
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No.lO遺跡

第 2節縄文時代

1 陥し穴状土壌(第121'""'-'145図、図版40'""'-'46、第9表)

陥し穴状土墳は総数66基検出され、規模・形態等に違いがみられる。

個々の陥し穴状土墳については第122'"'-'145図及び第9表を見て頂くことにして、ここでは項

目別に検討することにしたい。

(1) 形態分類

A類 口部が長楕円で細長い形態のもの。口部長軸と短軸の長幅比は平均2.9である。

A1類 24基ある。底部の幅が狭く棒状で短軸断面が漏斗状を呈するもの。底部の幅はほと

んどが20cm以下で、深さは約1.6mo3号・ 5号・ 9号・ 12'"'-'15号・ 19号・ 20号・ 22号・ 23号・

25号・ 26'"'-'28号、 37号・ 38号・ 40号・ 43号・ 45号・ 49号が相当する。

A2類 7基ある。口部と底部の幅にあまり差がなく短軸断面が寸胴で浅いもの。深さは約

1 mo 17号・ 24号・ 33号・ 34号・ 47号・ 53号・ 66号が相当する。

A3類 2基ある。底部の幅がやや広く浅いもの。底部の幅は約40'"'-'5 Ocm、深さは約 1m。

16号と18号が相当する。

B類 口部が楕円形のもの。口部長軸と短軸の長幅比は平均1.5である。

B 1類底部の幅が狭く棒状のもの。

B1a類 5基ある。大形で縦断面がほとんどオーパーハングしないもの。口部長軸約3.0

mo 8号・ 29号・ 35号・ 44号・ 58号が相当する。

Blb類 3基ある。大形で縦断面の下半が大きくオーバーハングするもの。口部長軸約2.8

mo 30号・ 32号・ 54号が相当する。

B 1 c類 5基ある。中~小形で縦断面は上部が少しくびれて、底部へ行く程序々にオーパ

ーハングするもの。口部長軸約2.0mo41号・ 51号・ 57号・ 62号・ 63号が相当する。

B2類底部の幅がやや広いもの。

B2a類 7基ある。縦断面が寸胴のもの。深さ約2.6mo36号・ 39号・42号・52号・ 56号・

60号・ 65号が相当する。

B2b類 5基ある。縦断面の中程がオーパ}ハングして深いもの。深さ約2.8mo1号・ 6

号・ 46号・ 48号・ 61号が相当する。

B 2 c類 31号の l基のみである。縦断面の底部がオーバーハングして深いもの。深さ約2.7

ロ10 

B2d類 6基ある。縦断面がオーバーハングしないで浅いもの。深さ約1.5mo 4号・ 7号・

10号・ 11号・ 21号・ 59号が相当する。
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第121図 陥し穴状土壌分布図 (1/2500)
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18 .__， 
l暗黒褐色土層(ロ ム粒を徴量宮み、粘性、締り強い)

2 黒褐色土層(ローム粒を微量に宮み、粘性、締り強い)

3暗褐色土層(黄褐色土をやや多量に宮む)

4暗褐色土層(暗黒褐芭土を多量に吉み.粘性、締り強い)

5暗貰褐色土層(暗褐色土を多量に吉み、帖性締り強い)

6暗縄色土層(暗黄褐色土を多量に宮み粘性強いが、締りやや弱い)

7 黄縄芭土層(旧居崩落土)

8黄褐色土届(皿層丑ぴ暗褐色土を多量に宮み、枯性強いが締りや

や弱い)

9黄褐色土層(111、JV-VJ層ブロ yク層)
10暗褐色土層(問、 JV-羽層を少量吉み、帖性強いが蹄りやや弱い)
11責褐色土層(9' 層暗褐色土をやや多量に宮む:)

12暗褐色土層(10' 層四・咽層を少量宮む) P.一一
13黒褐色土層(暗貴褐色土を少量吉む)

14黄褐色土層(褐色土プロック 2-3 cmを徴置に宮み、帖性柵り非

常に強い)

15黄褐色土層(黒褐色土、暗褐色土、白色帖土を多量に吉み、粘性

締り非常に強い)

16暗黄褐色土層(褐色土.白色粘土少量吉み、粘性締り強い)

17暗褐色土層(白色粘土を多量に、褐色土を少量宮み、粘性強いが

締り弱い)

18暗黒褐色土層(褐色土、白色粘土令多量に宮み、帖性強いが締り

弱い)

。 2m 

B' 

241 

-Il' 

l 暗集褐色土眉(暗貫褐色土を徴置に宮み、粘性締り強い)

2鼎褐色土壇(暗黄褐色土を少畳吉み、暗惰色土を微量宮む、枯性絞り強い)

2' (暗貰縄芭土を吉まず)

3暗黄褐色土眉(暗褐色土を少畳、暗黒褐色土を徴量に吉み、粘性締り強い)

3 責褐色土ブロック 10m前憧を徴置に吉む)

4暗寅褐色土層(暗黒褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

5暗黄褐色土層(粘性締り強い)

6置褐色土層{暗黄褐色土を多置に吉み、粘性締り強い)

7貰帽邑土層(粘性締り強い)

8暗黄褐色土層(暗褐色土を少量、賓褐色土を徴量に吉み、帖性輔り強い)

9暗畢褐色土層(暗貰褐色土を少E宮み、粘性締リ強い)

第122図 陥し穴状土墳実測図(1・2号)(1/60) 
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l暗黒褐色土層(ローム粒をやや多

置に吉み、暗貰褐色土を少量吉

む:、結性強いが締りやや弱い)

E 暗褐色土層(ローム粗を少量宮み、

粘性強いが冊りやや弱い)

3暗費褐色土層(貰褐色土ブロック
2-IOcm前韓をやや多置に吉み、
粘性やや強〈蹄りやや弱い)

4 J (プロック令官まず)
5 3と同じ

6暗晶褐色土層(ローム粒を少量、

暗買褐色土をやや多量に宮み、

粘性強〈締り弱い)

寸Fフ F 宝
7暗責縄芭土層(暗褐色土、

暗黒褐色土、白色粘土を

少量吉み、粘性強いが締

り耳目い)

4 B 

~_- ....!担F

。

l暗黒褐色土届(ローム粒を微量に宮み、帖

性珊り強い)

2暗褐色土層(暗黄褐色土を少量宮み、粘性

締り強い)

3暗貰褐色土層(暗褐色土舎やや少量宮み、

粘性締り強い)

4 貰褐色土層(粘性、締り強〈暗褐色土を徴

置に吉t;)

5暗褐色土層(暗責暗色土をブロック状に 2

-3 cm前後を少量宮み‘粘性締り強い)
6責褐色土層(暗褐色土をやや多量に宮み、

粘性珊り強い)

2m 

人
111¥ 

5 

No.10遺跡

31 

」艶~.

l暗黒褐色土層(ローム粒を徴置に宮み、粘性締り強い)

2暗縄色土居(暗黒褐色土、ローム粒を少量吉み、枯性締り強い)

3暗寅褐色土層(ロ ム粒を多量に宮み.粘性締り強い)

4 暗褐色土層(ローム粒を少量吉み.ハードロームブロ yク50m前憧を

徴畳に吉む、黒褐色土を部骨的に多量に宮み.粘性締り強い)

5暗褐色土層(ロ ム粒を徴量に、黒褐色土を少量、ロ ムブロック 2-
3酬を徴置に吉み、枯性締り強い)

6貰褐色土層(暗貰褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

7暗褐色土層(黄褐色土ブロ yクI-IOcm前憧令多置に、黄白色土、暗黒褐芭

土を少量宮み、枯性やや強〈締り強い)

8褐色土層(褐色土ブロソク層、暗帽芭土を少量、黄白色土を徴畳に吉み

粘性締り強い)

9黄白色土層(粘性珊り強い)

10褐色土層 (8 層暗褐色土を多量に宮む)

第123図
"黒褐色土層(褐色土、黄白色土をやや多量に吉み、粘性強〈、締りやや弱い)

陥し穴状土壌実測図(3~ 5号)(1/60) 
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7 I 1'暗黒褐色土眉(ローム組問量に宮み、枯ピI I 性締り強い) k 
<!ft，12黒褐色土居(ローム粒を惜量に吉み、枯性 、百
一皿・ 締り強い) ti4: 

3暗褐色土層(暗寅褐色土、暗黒褐色土を少
量宮み、粘性肺り強い)

4暗黒褐色土層(粘性締り強い)
5暗褐芭土層(暗費褐芭土をやや多量に宮み、帖性捕り強い)

6暗褐色土層(晴貰褐色土を少量、褐色土プロンク 2-3 CI'I'前後を
融量に宮み、粘性締り強い)

7 暗責褐色土層(暗褐色土を少置宮み、暗黒褐芭土を微量に宮む、 U 
粘性締りが強い)

8責褐色土層(暗褐色土を徴盈に宮み、粘性締り強い)
9褐色土層(粘性締り強い)

10暗褐色土層(褐色土を多量に宮み.枯性締り強い)

"縄色土層(暗褐色土をやや多量に宮み、粘性蹄り強い)

12明褐色土眉(褐色土、暗褐色土、黄白色土を多量に宮み、粘性締

り強い)
13暗黒褐色土層(黒褐芭土、黄白色土を多置に宮み、枯性強い力、締

りやや弱い)

14黄白色土層(黄白色帖土を主体に褐色土を少畳宮み、粘性強いが

締りやや弱い)

1暗黒揖邑土層(ローム粒を徴量に吉み、枯性締り強い)

2黒褐色土層(黒褐色土層(ローム粒を徽量に宮み、粘性
締り強い)

3暗闇芭土層(ロ ム粒をやや少量、責褐色土、暗褐色土

令部分的に強〈宮み、帖性締り強い)

4 暗褐色土層(ローム粒を少量、暗黄褐色土を'"前種目

プロッ状に宮み、粘性締り強い)‘ 晴褐色コ仁層(貰褐色土やや多量に吉む)
5 暗褐色土眉(暗買褐色土を多量に宮む、ローム粒を徴

畳に吉む:、粘性蹄リ強い)

6貴褐色土居(晴褐色土を少畳吉み、粘性締り強い)

7 黄褐色土層(ハードロ ムブロック 2- 3 cm前後を徴

置に宮み、粘性締り強い)

8暗蝿芭土層(暗黒崎色土ハードロームブロンク3-5cm

前後をやや多畳に吉み、帖性強〈、締り
やや強い)

9 暗黄褐色土層(ハードロームプロック 5，.前後を少量

宮み、粘性強いが、締りやや弱い)
10暗責掲色土層(9'層 1，.前韓のハードロ ムブロ yク

を徴量に宮む)

"晴褐色土層(，、 ドロームブロ yクIOcm前世を多量に

宮み、粘性強いが、締り弱い)

12暗貧褐色土層(VU層を中心とし、粘性強いが、締り弱い)

13暗褐色土層(暗黒褐色土、黄褐色土を多量に宮み、粘

性強いが、締り弱い)

14暗黒褐色土居(晴褐色土を非常に多量に宮み、粘性強

いが、締り弱い)

15暗黄掲芭土層(12眉暗褐色土を少量宮む)

16明褐色土層(暗褐色土を多量に吉み、粘性強〈、締り

弱い)

17褐色土層(暗褐色土をやや多量に宮み、帖性強〈、締

りやや弱い)

18黒褐芭土層(粘性強〈、締りやや弱い)

19暗黄褐色土層(12層晴褐色土を徴量に宮む)

20暗黒褐色土層(褐色土を少畳吉み、粘性強いが、締り
やや弱い)

l暗褐芭土層(暗黒褐色土を少富吉み、粘性締り強い)

2黒褐色土層(ローム粒を徴置に吉み、粘性締り強い)

3串褐色土層(ローム粒を多量に、暗貰褐色土を少量吉み、枯性締
り強い)

4暗褐色土層(ローム粒、暗費褐色土を多量に宮み、粘性締り強い)
5 暗貫褐色土層(暗褐色土ロームブロ y ク 5~前後を多量に宮み、

帖必締り強い)

6晴褐色土層(暗黒褐色土‘ローム粒を多量に吉み、粘性締り強い)
7暗責褐色土層(ロームブロック 2-5 cm前置を多量に吉み、帖性

強いが締りやや弱い)

8晴貰褐色土層(暗褐色土を多量に宮む、他は 7と同じ)

9黄褐色土層(ハードロ ムブロック 2-3 cm前韓を多量に吉み、

粘性締り強い)

10貰褐色土層(ハードロームフロック 2-3 crr前檀を多量に宮み、

粘性締り強い)

"白色粘土層(暗褐色土を徴畳に吉み、粘性締り強い)

12明褐色土層(白色粘土を少量、暗褐色土、暗黄褐色土を少量宮み、

帖性強いが、締り弱い)

13黒褐色土層(白色粘土を微量に吉み、粘性強いが、締り弱い)

14白色帖土層(黒縄芭土を少畳宮み、粘性強いが、締り弱い)

2m 

第124図 陥し穴状土横実測図(6~ 8号)(1/60) 
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l暗黒褐色土層(ローム粒を微量に

吉み、粘性締り強い)

2暗黒褐色土層(ローム粒を少量、

暗褐色土をやや多量に宮み、

粘性締り強い)

3暗縄芭土層(ロ ム粒をやや多量

に、ロ ムブロック 2-3crr 

前韓を徴畳に宮み、帖性締り

強い)

4暗黒褐色土層(粘性締り強い)

5暗黄褐色土層(暗褐色土を少量吉

み、粘性締り強い)

6責帽色土層(白色粘土毛微量に、

縄色土を多量に吉み、帖性締

り強い)

-・7白色粘土層(褐色土、暗褐色土を軍司E ーーー一LI 、|

少量吉み、粘性捕り強い) 、、、、J 1 J 

l 黒縄色土眉(ロ ム粒を徴置に宮み、粘性締り強い)

E暗黒褐色土層(ローム粒争微量に吉み、粘性締り張い)

3褐色土壇(暗褐色土を少量宮み粘性締り強い)
4暗褐色土居(暗褐色土を少量宮み、粘性締1)強い)

5褐色土層(暗褐色土、褐色土を少量宮み‘粘性締り強い)
6暗黒褐芭土層(褐色土、暗褐色土を多量に吉み、粘性

締り強い)

7明褐色土層(暗褐色土をやや多量に吉み、粘性締り強い)

8明褐色土層(白色粘土を多量に吉み、粘性強いが、締

りやや強い)

E 

B 
E 

:r 12 .) 
....ml.~' 

忠弘 4-3 1黒縄色土層(晴閥抗少量制、粘性締リ強い)
N-町1¥'¥-4，ミ1 2暗褐色土層(暗黒褐色土を少量吉み、粘性締り強い)
u:t 3褐色土層(帖性締り強い)

4 暗黒褐色土層(暗褐色土を多量に吉み、枯性蹄り強い)

5暗置揖色土層(暗褐色土を多量に、褐色土を少量吉み、

粘性締り強い)

6暗黒褐色土層(褐色土争微量に宮み、粘性締り強い)

7明縄色土層(白色粘土、暗褐芭土を多量に褐色土を微

置に吉む、粘性締り強い)

8暗黒褐色土層(白色粘土、褐色土を少量吉み、枯性強

いが、締りやや強い)10 .) 
J盟~' o 2m 

1暗黒褐色土層(ローム粒を楢量に吉み、粘性締り強い1
2暗黒褐色土層(ローム粒を多量に吉み、粘性締り強い)
2'鼎褐色土居(この他に暁土粒を徴置に宮む)

3 ローム粒を醐量に吉み、粘性肺り強い)
4 暗黒褐色土居(暗褐色土、暗黄褐色土をやや少量吉み、粘性締り強い)

5暗寅褐色土層(暗褐色土を少量吉み、粘性締り強い)

6 黄褐色土層(ブロック状5mm前後になり、粘性強いが、締り弱い)

7 暗黒褐色土層(暗貰褐色土を多置に、暗褐色土を少量宮み、帖性締リ強い)

8貰褐色土層(N-羽層崩落土)

9明褐色土層(白色粘土を少量吉み、粘性強いが、締りやや弱い)
10暗黒褐色土層(暗黄褐色土、筒色土を多量に宮み、粘性締り強い)

11明縄色土層(部分的に暗黒褐色土を少盟、白色粘土を描量に吉み、粘性強〈締りやや弱い)

12黄褐色土層(白色帖土令少量宮み、枯性締りやや弱い)

13暗黒褐色土層(白色粘土、黒褐色土を少量吉み、粘性締り強い)

14褐色土層(白色粘土、暗黒褐色土を少昌吉み、粘性締り強い)

第125図 陥し穴状土塘実測図(9~12号) (1/60) 
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l 黒掲色土層(ローム粒を少量宮み、枯性締り強い)

2暗黒褐色土層(暗縄色土をやや多置に含み.粘性締り強い)
3暗黒褐色土層(暗褐芭土を多量に吉み、ロ ム粒をも微量に吉む

粘性櫛り強い)

4 暗褐色土層(暗黒筒芭土、暗費褐色土を多置に宮み.粘性締り強い)

5暗黄縄色土層(晴縄邑土を多量に吉み、費褐色土プロック 10m前
韓~少量宮み、粘性強いが、締りやや弱い)

6黄褐色土層(暗褐色土を少畳吉み、粘性強いが、締りやや強い)

7 買褐色土層(暗褐色土を少量、白色粘土令多量に吉み、粘性強い

が締りやや弱い)

8白色粘土層(暗費褐色土を多量に吉む、粘性非常に強〈締りやや弱い)
9黒縄色土層(白色粘土を少量吉み、粘性強〈捕りやや弱い)

1441 

F一一 」呈~' c一一 J組c'

l暗黒褐色土層(ローム粒を微量に宮み、粘性締り強い)

2暗黒褐色土層(ローム粒、暗責褐色土を少量宮み、

粘性締り強い)

3暗褐色土層(ローム粒、暗貰褐色土を多畳に、白色粘
土を微量に吉み、粘性締り強い)

4貰褐芭土層(暗褐色土を少量吉み、粘性締りやや強い)。

ι 
5暗褐色土層(貰褐色土、ハードロームプロック 1-3 

聞を少量吉み、白色粘土をも少量宮み、

帖性蹄り強い)

6 5暗黒褐色土を少量宮む
7 黄白色土層(暗褐色土、黄褐色土を多量に吉み、枯性

帽。J強い)
8暗黒褐色土居(黄褐色土、白色粘土を多量に宮み、粘

2m性強〈締りやや弱い)

E 

4
 

F
0
 
・
E

・・4
 

早一一 ...JlJll.f! 

l 串縄芭土層(ローム粒を微量に吉み、粘性蹄り強い)

2暗黒褐芭土層(褐色土ブロンク 2-5 cm前置を少量、

暗貰褐色土を微畳に吉み、粘性締り強

い)

3暗買褐色土層(暗褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

4 費縄色土層(暗黄褐色土を微量に吉み、枯性締り強い)

5筒色土層(プロック状であり、粘性強いが、鵬り弱い)

6黒褐色土層(暗貫褐色土、ローム粒を微量に宮み、粘
性締り強い)

7黒褐色土層(褐色土ブロック 2-3 cm前韓をもやや多
置に宮み.粘性締り強い)

8黒褐色土層(暗掲色土、白色粘土を少量吉み、粘性締
り強い)章、ミオ+-

<Cj 

日

)16 J 
J盟.~ 1黒褐色土屠(ローム粒を微量に師、粘性締川量い)

E暗褐色土層(ローム粒、暗黒褐色土舎微量に吉み、

粘性締り強い)

3暗黒褐色土層(黒褐色土を少畳宮み、ローム粒を微量

に宮む、枯性捕り強い)

4 暗褐色土層(ローム粒を多畳に宮み、粘性強いが、締

りやや強い)

5 暗褐色土眉(ローム粒を少畳、皿層ローム 5~前韓を
微量に宮み、粘性締り強い)

6明褐色土層(暗褐色土を少量宮み、粘性掛り強い)
7褐色土居(N-羽届ハードロームブロ yク2-5 cm前

韓を少量吉み、粘性強いが締りやや弱い)

8責褐色土層(暗褐色土を少量宮み、粘性強〈締り弱い)
9暗黒褐色土届(暗褐色土を多量に、 N-V1層ハードロ

ームプロック 20m前世を微量に吉み、

粘性強〈締りやや弱い)

10暗褐色土層(黒縄邑士、白色結土を少量吉み、粘性強

〈締りやや弱い)

第126図 陥し穴状土塘実測図 (13~16号) (1/60) 
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B 主昌司C'

V垣枯土
l暗褐色土層(粘性強〈締り弱い)

2 暗褐色土層(黄褐芭土を少量吉み、粘性締

り強い)

3暗褐色土層(白色粘土を融畳宮み、粘性締

り強い)

4暗褐色土層(白色粘土を少量宮み、結社主購

り強い)

~グ事 5暗黒縄問(白叫問に吉み帖
性締り強い)

司1 31

l 黒褐色土層(ローム粒を惜置に吉み、粘性

輔り強い)

2暗縄色土層(黒褐色土を少量、ローム粒を

徴畳に吉み、粘性締り強い)

3暗褐色土層(晴買褐色土を少量吉み、粘性

B 

締り強い) S 

。

4 暗貫褐色土層(暗褐色土を少量、暗黒褐色

を轍置に吉み、帖性締り強い)

5 暗買褐色土層(IV-Vl層ハードロームブ口

ック50m前韓を惜置に宮み、暗褐色土を

も少畳吉む;、粘性締り強い)

6暗黄褐色土層(暗縄芭土を柚畳に吉み、粘
性締円凱、)

7責褐色土層(VUJ苗?を主体とし、白色粘土

を曲置に吉み、粘性締り強い)

8責掲色土層(IV-羽層ブロ yク2-3cm前世

を少量、自芭粘土を少量宮み、粘性締り

強い)

2m 

NO.IO遺跡

19 J 

l 黒褐色土層(ローム粒を噛量に宮み、帖性締り強い)

Z 暗黒褐色土層(鼎縄芭土、ロ ム粒を少量宮み、粘性掛り強い)

3暗褐色土層(ローム粒、暗黒褐色を多量に宮み、1V-羽層ブロッ
ク 10m前桂を微量に宮み、帖性柵り強い)

4褐色土層(粘性非常に強〈、栂りも強い)

5暗縄色土層(ローム粒を微量に宮み‘粘性織り強い)

6暗縄芭土層(ローム粒を微量、 IV-VIJ曹ブロックを多量に宮み、

粘性締り強い)

7黒褐色土層(暗褐色土、ロ ム粒を少量宮み、粘性締り強い)

8明褐色土層(白色粘土を少量、褐色土を徹量に宮み、粘性締り強い)

9 白色帖土層(暗褐色土、黒色土を微量に吉み、粘性締り強い)

10明褐色土層(白色粘土、褐色粘土を多置に吉み、粘性締り強い)

"暗黒褐色土層(白色帖土を少畳、褐色土を惜置に吉み、粘性強い

が締りやや強い)

S' 

20 J 

l 暗黒褐色土層(ローム粒をやや多置に、暗黄褐色土を少量宮み、

粘性締り強い)

E 黒褐色土層(ローム粒を融置に宮み、粘性締リ強い)

3暗褐芭土層(ローム粒、暗黒褐色土を惜量に宮み、粘性締り強い)

4暗貰褐芭土居(暗縄色土を多量に吉み、粘性締り強い)

5費褐色土層(粘性強いが、締りやや弱い)

6 暗褐色土居(暗黒褐色土、褐色土ブロック 10m前韓を少量吉み、

粘性掛り強い)

7暗貰褐色土層(褐色土プロ yク10cm前世を多量に吉み、帖性締り強い)

8暗黄褐色土層(暗褐芭土、褐色土を少量吉み、帖性締り強い)

9 明褐色土層(褐色土ブロック 50m前憧を少量、白色粘土を微量に

吉み、粘性締り強い)

第127図 陥し穴状土壌実測図 (17~20号) (1/60) 
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NO.I0遺跡

31 車『ミ士←唖I 百

」 2141
B 

" e(j 

l 属褐色土層(ローム粧を微量に宮み、粘性j締り強い) " 

E暗属褐色土眉(ローム粧を中や少量宮み、晴費褐色土 忌ーー
土をも少量宮む、粘性締りやや強い}

3暗褐色土層{賃縄色土、暗黒褐色土を少量宮み、粘性
強いが、締りや中強い}

4晴貫褐色土層(晴褐色土を少量宮み‘粘性j飾り強い)

5暗責褐色土層(暗黒褐色土、暗褐色土を微量に宮み、
粘唯強いが、締りやや強い)

6買褐色土層{暗買褐色土を微量に宮み、粘性締り強い)

7晴褐色土層(IV一羽層，'m前世を微量に宮み、粘性締り
強い1

8責褐色土層(IV-V1層前韓プロックを書置に宮み、粘
性強いが、締りやや闘い)

9費褐色土層(白色粘土を少量宮み、粘性強〈、締りや

。強い)

10鼎縄色土層(費褐色土、 IV-羽層ブロック少量宮み、

縮性強いが、締りやや弱い)

11褐色土層{自色粘土を少量官み、縮性強いが、締りや

や弱い) 刷

目黒褐色土層(褐色土、白色粘土を少量宮み、粘性強< 1 

H!.tr 

!属褐色土層(暗褐色土を少量宮み、柏性蹄り強い)

2暗褐色土壇(暗鳳褐色土.晴置褐色土を少量宮み、粘

性締り強い)

3責褐色土層(暗黒褐色士.暗褐色土をやや多量宮み、
粘性節IJ強い)

4 暗黄褐色土層(暗褐色土を微量に宮む)

5晴貰褐色土層(暗黒褐芭土、暗褐色土を少量宮み、ロ

ーム粒を多量に官み、粘性強いが、締

りやや弱い)

S暗費褐色土層(賀褐色土を少量官み、ローム粒を多量
に宮む、粘性強いが、締りやや弱い)

7貰褐色土層(鼎縄色土、暗縄色土を少量宮み、結性強

いが‘締りやや鳴い)

8鳳縄色土層[暗褐色士、白色粘土を少量宮み、粘性蹄
り強い)

締りやや弱い) 11 e(， 

11L_斗

~- _P' 

cr! 24crl 
~-ー」血F

，¥¥7-， 1暗褐色土層(トム断微量に割、黒褐色土砂量'''1 - 宮み、結性情り強い)
U 2串褐色土層(ローム粒を少量宮み‘粘性締り強い)
1" J晴縄色土層(暗責褐色土を少量、ローム粒をやや多量
g.s に宮み、粘性情り強い)

スJ ぺ人
4 暗褐色土層(噌賞褐色土をやや多量に宮み、粘性締り

り強い)

5暗貿縄色土層(晴褐色土を多量に宮み.粘性蹄り強い)

。 2m 

第128図 陥し穴状土塘実測図(21""24号)(1/60) 
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4旦F
l暗黒褐芭土層(暗褐色土を多畳に、ローム粒を少量吉み、帖性や

や強〈締り強い)

2黒曙芭土層(ロ ム粒を徴置に宮み、粘性糟り強い)

3暗責褐色土層(黒褐色土を多置に吉み、粘性締り強い
灘間層が主体)

4暗褐色土層(暗黒褐色土を少量、暗黄褐色土を微量に吉み、枯性
強いカ、締りやや強い)

5暗褐色土層(暗黒褐色土、ロ ム粒を徴畳に吉み、粘性締り強い)
6 晴費褐色土居(暗揖色土を多量に宮み、粘性締りやや強い)

7 暗責褐色土層(暗褐色土を少盟、 IV-V!眉ブロック 20m前後を徴

量に宮み、粘性強いが締りやや強い)

8 暗褐色土層(IV-V!層ブロソク 2-3 cm前韓を少量吉み、粘性強

く締りやや強い)

9 暗黄褐色土層(暗褐色土を少量‘ IV-羽層プロ yク2-3 cm前後 n 
争少量吉み、粘性強いが締りやや弱い) i" 

10暗黛掲芭土層(黒褐色土を少量、暗褐色土をやや少畳、 IV-V!層

ブロンク 10m前植を徴置に宮み、粘性強いが蹄りやや弱い)

11暗褐色土層(暗責褐色土を少量吉み、粘性強いが締りやや弱い)

12黄褐色土眉(黒掲色土を少量吉み、帖性強い力、締り弱い)

13黒褐色土眉(暗褐色土、暗費褐色土を少畳宮み、粘性強〈締りやや

強い)

<[j 

司!
B 

~~..，......__ ， 、ミ1I sI黒褐色土層(ローム粒をやや少畳吉み、粘性締り強い)
'I，J¥_// 2晴褐色土層(ローム粒、晴黄褐色土を多量に宮み、粘
¥ 2/ 性締り強い)

l 暗黒縄色土層(ローム粒を徴量に宮み、粘性締り強いw'rl 3 1暗責褐色土層(暗褐芭土を少量宮み、粘性締り強い)
V'ISI 2黒褐芭土層(ロ ム粒を徴畳に吉み、粘性締り強い) 腎司1 ，暗褐芭土層(ローム粒を多量に吉み、粘性強いか、締

3暗褐色土層(黒褐色土、ロ ム粒を少量宮み、粘性締り強，，) 0-' り弱い)

4 暗褐色土層(3' で暗貰褐色土を部分的に少盟吉む) 5 黄褐色土層(暗褐色土を多量に吉み、粘性強い力、締り

5暗黄揖芭土層(晴褐色土を多量、暗黒褐色土を少量、ローム粒 弱い)

を部升的に少量宮み、枯性やや強〈締りやや弱い 6，層(暗黄褐色土を少量吉む)

6 暗黄褐色土層(IV-V!層ブロック 50m前後 7 暗褐色土層(粘性強〈締りやや強い)

を少盟、暗掲色土をも小量吉仁、粘性締 ι 

りともにやや強い) T 
7 暗黒褐色土層(暗褐色土を多量に暗黄帽色 ノf し ‘ 

土を少量吉み、粘性強いヵ、締りやや弱い) // ~i 宅i
8晴黄褐色土層(暗褐色土を多量に、 IV-V! / / f/て也、 富1
層ブロ yク50m前後を少量宮み、黒縄色 、手、 'ι一、". 

土をも徴置に宮み、粘性強いが締りやや 唱、

"ぃ) I 

9晴褐芭土層(黒褐色土を徴置にIV-V!を多

置に吉み、粘性強〈締りやや弱い)

目黒褐色土層(暗褐色土、ローム粒を少量吉

む、粘性強〈、締りやや弱い)

11暗褐色土層(IV-V!層力、主体で黒褐色土を

微量に吉ι、粘性非常に強〈、締りやや
強い)

12 10と同じ

~-ir 

..J!!m(l" 
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ヨ

I 黒褐色土層(ローム粒少量吉み、粘性糟り強い)

2暗暗色土層(ロ ム粒、暗費褐色土舎多量に、黒褐色

土を少量吉み、粘性締り強い)

3暗褐色土層(黄褐色土を多量に、ハ ドロ ム (IV-

羽層)フロンク 2-IOcm前韓を少量吉み

粘性強いが、締りやや弱い)

4黄褐色土層(暗褐色土を少量吉み、帖性締り強い)

5置褐色土壇(暗掲色土告多量に宮み、粘性強いが、締

りやや弱い)

6黄褐色土居(IV-V!、 vnl冒ハードロームブロック 2-
30m前置を多盈に宮み、粘性強いが締り

弱い)

7暗褐色土層(黄揖色土を多量に宮み、粘性締りともや

や強い)

8費蝿色土層(黒褐色土を多量に宮み、帖性強いが締り

弱い)

2m 

185 



No.10遺跡、

早一一

i暗褐色土層(Ub眉を多量に宮む、粕性やや弱いが締り強い)

2串褐色土層(ローム粒を少量、ハードロームプロンク 2-3"'"前
韓を少量宮み、粘性崎り強い)

3串色土層(ローム粧を少量、ハードロームブロック 2-3剛前睡

~~伊量宮み.粘性締り強い1
4 鳳褐色土層(ローム粒、ロームブロック 2-3mm前韓を多量に宮

み.粘性締り強い1
5暗褐色土層(暗責褐色土をやや多量に宮み、ローム粧をも少量宮

む、粘性織り強い)

6暗費褐色土居(聞、1'I-V1層を多量に宮み、粘性締り強い)
7暗褐色土層(鳳褐色土を少量、ローム粒、ロームプロァク 2-3 D 

酬前置を多量に1'I-V1層ハードロームプロック 5"望ーー一

前世を少量宮み、枯性締り強い) 押目押‘

8暗黄褐色土層(1'1-羽層プロ γク2-3間前韓を少量、ローム粒 ::;:見(:~
を多量に暗褐色土をもやや多量に官み、粘性締り 起白話，，-，

強い)

9費褐色土層(1'1-羽層ブロック 2-3 cm前檀を少量、晴褐色土を

微量に宮み、粘性絹り強い)

10貴褐色土壇(V11層ローム粧を多量に宮み、、粘性強いが締りやや

弱い)

11費褐色土層(皿層を多量に宮み、粘性強いが、やや締り強い)

12貧褐色土層(1'I-V1、咽層を多量に宮み、粘性締り強い)

13賞褐色土層(1'I-V1層ハードロームプロック叩-20cm前韓を多量

に宮む)

14賞褐色土層{咽層崩落土)

目黒褐色土層(1'1-羽層プロック S酬前置を少量宮み、粘性続り強い)
16黄褐色土層(炭化物を多量に宮み‘粘性締り非常に強い) ・脱化粧

17賀褐色土層(IX層的崩落土.粘性締り強い)

18賞褐色土層(IX層的崩落土、粕結締り弱い)

19鳳褐色土層(費褐色土告少量宮み、枯性強いが締り弱い)。 2m 
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.J!J!![l" 

l 黒褐芭土層(ローム粒告融量に宮み.帖性締り強い)

E 暗属褐色土層(暗黄褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

3暗属褐色土層(ローム粧を中や少量宮み、粘性櫛り強い)

'1 4鳳褐色土層(ローム粒を微量に、暗費褐色土を少量吉み.縮性締り強い)
5暗鳳褐色土層(ローム粒を少量、 1'1-羽層ブロ γク5'"を徹置に宮み、結性締り強い)
6暗褐色土層(暗鼎褐色土を少量、ローム粒を微量に、暗費褐色土を少量官み、粘性締り強い)

7暗責褐色土層(暗褐色土を多量に、ローム粒を少量宮み、枯性絹り強い}
8責褐色土層(暗褐色土を少量宮み、粘性締り強い)
g 暗賞褐色土層(暗褐色土を多量に、1'I-V1層プロック 1-2師前世を少量宮み、粘性締り強い)

10黄褐色土層(1'1-羽層プロック 10間前置を少量、111層を多量に宮み、結性強いが締りやや強い)
11 10と同じ

12貰褐色土層(咽層を主体とし、1'1-羽層ブロック2'.前植を少量宮み、粘性強いが織りや守強1)'

13賀補色土層(咽層主悼の縮性強〈、締りやや強い)

川崎鳳褐色土層(賞褐色土者多量に宮み、粘性強い炉、栂りやや強い}

15置縄色土層(1'1-羽層プロック 2，.前置咽・四眉を主体とし、暗褐色土を少量宮む、粘性強

いが柿りやや弱い)

16 12と同じ
17貫褐色土層(咽層を主体とし、粘性締り強い)

18暗昂褐色土層(1'1-羽届プロック 3-4 cm前置を少量宮み、咽層をも多量に宮む、粘性強い

が締りやや明い)

19暗黒褐色土層(1'1-羽プロック 1-3cm前置を多量に宮み、粘性締り強い)

20費褐色土層(1'1-羽層ブロック 5'間前韓を少量、咽層を多量に宮み、結性揖り強い)

21貰褐色土層(IX層を主体とし、粘性締り強い)

22暗褐色土層{質褐色土を多量に宮み、粘性強〈締り非常に強い)

23暗費褐色土層{暗褐色土を少量、貴褐色土を微量に宮み、粘性強〈締り非常に強い)

24焼土(炭化軸を多量に宮む)
25炭化軸層
26暗褐色土層(暗鳳褐色土粒、責褐色土粒をそれぞれ少量宮み、粘性強〈情り非常に強い)
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l暗黒褐色土層(ロ ム粒を徴畳に吉み、粘性締り強い)

E 黒褐色土層(ローム粧を少畳宮み、粘性締り強い)

3暗褐色土層(黒褐色土を少盟、暗黄褐色土を徴置に吉

み、結性締り強い)

4 暗黄褐色土層(暗褐色土を多量に、ローム粒を徴量に、

黒惰色土を少量宮仁、粘性締り強い)

5 4 黒褐色土を吉まず

6暗黄褐色土層(暗褐色土舎少量吉み、粘性締り強い)

7 責掲色土層(暗黄褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

8暗黄褐色土層(暗褐色土を少量、黒褐色土を徴量に吉

み、粘性締り強い)

・9責褐色土層(IV-VJI冒ロームになる、帖性強〈捕りや
や弱い}

10責褐色土層(暗褐色土を少量、 IV-V]層ハードロ ム
プロ yクの 3-5 cm前韓を少量宮み、粘性強〈締
りやや強い)

11責縄色土層(暗褐色土少量、 IV-V]届ハードロームブ
ロック 5-IOcm前置を多量に宮み、粘性強〈締り
やや強い)

12黒褐色土層(貰褐色土を少量宮み、粘性強〈締りやや

弱い)

。

寸干::::::=-軍

(/タ込~ •• j 

L 
_f! 

B 

2m 

No.lO遺跡

l暗黒褐色土居(ローム粒をやや多量に吉み、粘性珊り強い)

2 暗黒褐色土層(ローム粒をやや多量に、暗縄芭土を少量吉み、粘性締り強い}

3黒揖色土層(ローム粒をやや少量吉み、帖性締り強い)

4 暗黒褐色土層(暗貰褐色土を多量に、ローム粒をやや多量に吉み、帖性締り

強い)

5暗褐色土層(暗貴褐色土、ローム粒を多置に、IV-羽層ハードロ ムプロック
2 -3 cm前憧を微量に吉み、粘性リ鱒り強い)

6暗費褐芭土層(暗縄色土を多置に、ローム粒を少量吉み、粘性締リ強い)

7 買褐芭土層(暗褐色土を少量、鼎帽芭土を微量に吉み、枯性締り強い)

8 黄褐色土層(IV-司、 vo層ロームで、 IV-羽層はプロ yク2-3 cm前後を少
畳、粘性締り強い)

9 黄褐色土層(VO層を主体とし、黒褐色土をやや少量宮む)

10黄褐色土層(皿層を主体とし、暗褐色土を少量宮む、粘性締り強い)

11貰褐色土層(IV-V]層ロームプロック 5o.前憧を書置に吉み、粘性強いが、
締り弱い)

12費褐色土居(VO層ロームプロック 5o.前聾を多量に宮み、粘性強いが、織り
弱い)

13貰褐色土層(VO層崩落土、粘性締り強い)

14貰掲色土層(VO層崩落土、粘性強いが、締り弱い)

15貰褐色土層(刊、 V困層t主体とし、 vo層プロ yク2-3 cm前憧を吉み、帖性
強いが‘締りやや弱い)

16賀褐色土層(咽層を主体とし、暗黒褐色土を少昌吉み 粘性強いが、締りや

や弱い)

17買褐色土層(咽、匝届を主体とし、非常に枯性締り強い)

18貰褐色土層(咽層で非常に枯性締り強い)

19黄禍芭土層(黒褐色土を少量宮み、粘性強〈締りやや弱い)

目黒褐色土層(粘性強〈、珊りやや弱い)

21 (18と同じであるが、黒色土を少量宮む)

第131図 陥し穴状土壌実測図(31・32号)(1/60) 
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NO.I0遺跡

〆二ir司竺、，ー・・ョ 31 

~-~mH _11 

34 
<: c:r! 

eー 叫~"暗号EtZ27r
一一 締り強い)、/f 2暗褐色土層(ロ ム粒を

じ I 徴量に師、粘性柵

¥ '"  り強い)
ド.{ 3暗褐芭土層(ロ ム粒を
1'1 多量に宮み、粘性肺

' り強い)

転。

4暗黒褐色土層(暗褐色土、

ロ ム粒を多置に吉

み、帖性強いが蹄りや

や弱い)

31 

-~' 

i J334i 
~- ....!!!旦F

B 

B 

l 暗褐色土層(黒褐色土、ロ ム粒を徴量に

吉み、粘性締り強い)

2暗褐色土層(暗費情色土を多置に吉み、

ct! 

帖性締り強い) ~ 

n' J r輔自(ロ4 一一yク3mm…畳に
一組l!l~ 宮み、粘性締り強い)

2黄褐色土層(ハードロームプロック IV-羽層 5-IOcm前後を多量に宮み、粘

性締り強い)

3暗褐色土層(ローム粒、ハードロームブロックW 羽眉 2-3 cm前後を少量

吉み、粘性締り強い)

4暗褐色土層(ローム粒を少量吉み、粘性締り強い)

5鼎縄色土層(ロ ム粒をやや多量に、暗縄色土を少量吉む、粘性締り強い)
6晴黄褐色土居(暗褐色土をやや多量に宮み、粘性締り強い)

7鼎褐色土層(5を類似し.暗褐色土をやや多畳に宮む)

8暗褐色土層(ロ ム粒を多量に宮み、粘性締り強い)

9暗責褐色土層(暗褐色土を少量宮み、帖性締り強い)

10暗褐色土層(買褐色土をやや多量に、鼎織色土を少量吉み、粘性締り強い)

10暗褐色土層(貰褐色土を多量に宮み10と他は同じ)

H 暗褐芭土層(ロ ム粒、黒揖色土をやや多量に吉み、粘性締り強い)

12黄褐色土層(IV-羽層ハードロームプロック眉)

13暗褐色土層(黒褐色土を少量宮み、帖性締り強い)

14置褐色土層(IV-V!層ハードロームブロック 5o.前韓を少量、黒褐色土を少
量吉み、粘性締り強い)

目黒褐色土層(ローム粒を微量に吉み、粘性締り強い)

16暗責褐色土層(VH-咽層ロ ム、非常に締り粘性強い)

17暗黄褐芭土層(黒褐色土を微量に宮み、他は16と同じ)

18暗費褐色土圏(晶縄色土をやや多置に宮み、他は16と同じ)

19暗貰掲芭土層(黒褐色土を多量に宮み.他は16と同じ)

一ーーーョ，事 20貰褐芭土層(咽層ロ ムの崩落土で、帖性締り非常に強い)
‘ \..-戸~ 21黒褐色土層(暗黄褐色土を少量宮み、軸性強いが、締りは弱い)

F ‘・ u 1|

3暗褐芭土層(粘性締り強い) 早一一-

4暗黄禍芭土層(暗褐色土を多量に、 IV-羽

層ブロック20m前躍を微量に宮む、粘性

締り強い)
5暗黄間色土層(暗褐芭土を多畳に、 VH膚ブ

ロック 10m前後を徴置に宮み、柑性強い

が締りや守弱い)

6暗褐色土眉(IV-V!I書小ブロソクを徴量に
吉み、粘性締り強い)

7買褐色土層(IV-VH層的崩落土層)

8 5' やや締り強い

9 費褐色土層(加、咽眉ブロ yク、粘性締り

強い)

10黄褐色土層(黒褐色土を少量宮み、粘性強

い締り弱い)

"暗黒褐色土層(暗貴褐色土を少量宮み、事占

性強いが締りやや弱い)

o 2m 

3J 貰褐色土層(ローム粒を徴量に吉み、粘性締り強い)
l 黒褐色土層(ローム粒を微量に宮み、捜土粒を少量吉む、粘性情

り強い)

Z暗黒褐色土層(ローム粒を。や多量に吉み、粘性締り強い)

3暗黒褐色土層(ロ ム粒を多量に吉み、粘性締り強い)

4暗褐色土層(ロ ム粒、黒褐色土を多量に宮み‘粘性締り強い)

5晴褐色土層(ローム粒を多量に、暗貫褐色土を少畳宮み、枯性締
り強い)

6暗買褐色土層(黒褐色土を少量宮み、ローム粒を多量に宮む、

粘性締り強い)

7 黄褐色土層(暗褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

8暗貰褐色土層(責褐色土を多量に、ロームブロック (N-Vl)5cm 
前植を少畳吉み、粘性締り強い)

9暗鼎褐色土層(晴貰褐色土を少畳宮み、粘性強いが柵リやや弱い)

10貰褐色土層(IV-V!、咽眉ブロック 3-5 cm前植をやや少量宮み、

粘性強いが締りやや輯い)

"黄褐色土層(VIH-IX層、ブロ yク層で粘性締り非常に強い)

第132図 陥し穴状土壌実測図(33，..，__36号)(1/60) 
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No.10遺跡

司レ

日

.tl 
B 

司i

唱
__. 
31 

I .3::1 I I 1 鼎褐色土層(ローム粧を融量に吉み、粘性師り強い)
I I I 2暗黒褐色土層(ロ ム粒、暗褐色土を少量宮み、粘性締り強い)
<(: <(: I 3暗縄色土層(ローム粧を多量、暗串褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

.n....l:I. 土層(暗貫褐色土、暗黒褐色土を少量、ローム粒を微量に宮み、粘性-ー・ 締り強い)
L土層(暗黒褐色土、ローム粒を微量に宮み、粘性締り強い)

旨貴褐色土層(暗褐色土を少量宮み、粘性強いが締りや ー'ヂ，事
や強い) ， .......... 

7晴寅褐色土層(暗褐邑土を少量宮み、粘性締りやや強 ム「べ

8暗褐色土層(ローム粒を少畳宮み、粘性やや強いが締 坦i 宅i
り弱い) L三 三1

9貰褐色土層(IV-明層プロック 50m前檀を多畳吉み、 .....，.....軍司、 1 

枯性強いが締り弱い)

10暗貰褐色土壇(晴褐色土を少量宮み、粘性強いが締り

やや弱い)

"暗黒褐色土層(暗貰縄色土を多置に宮み、粘性強いが

締り弱い)

12貰褐色土居(IV-羽層ブロンク IQcm前韓を少量吉み、 旦-T褐色土を徽置に吉み、粘性強川鴨リやや弱 一1111 11 /-\-~ 
13黄褐色土眉(咽層を主体とし、粘性強いが柿り弱い)

14貰褐色土居(13と同じで黒褐芭土を少量宮む)

15貰褐色土層(咽、匝層を主体とし、1V-V1層プロック

50m前檀を少量吉む、粘性強いが締り弱い)

16暗褐色土層(暗黒褐色土を多量に吉み、粘性強いが

締り弱い)

17貰褐色土層(IV-羽層ブロック 5-IOcm前韓を多畳に、

暗黒褐色土を少量吉み、粘性強いが締り弱い)

16暗黒褐色土層(貰縄芭土少量、 IV-羽層ブロ yク50m

a 前檀を少畳吉み、帖性強いが縮りやや強Lい、寸) 、P唖占Y I 

/ l岬9叩明一一一一貰醐叩昨一一…縄嗣舶一一一色位由臼一土埠坤叩層駅制(ほ山Eい x問一一一…層酎問一一一を持叩叫叫多姐姐肱畳酌配iに…こ冷宮
や弱い) 司r-.lln co:! 

E叩口黒褐色土層(貰褐芭土を小畳宮み、粕性強〈締りやや .、M， 
強い) L一 」旦F

一一_f1

!黒褐色土層(ローム続を微量に宮み、粘性締り強い)

E黒褐色土居(ローム粧を少量宮み、粘性締り強い)
3暗褐色土層(ローム粒を少量宮み.粘性締り強い)

」旦F

l 黒褐色土層(ローム粒を徽畳吉み、粘性締り強い)

2暗黒褐色土層(ロ ム粒争少量、晴褐色土を多量に宮み、粘性締り強い)

3暗黄褐芭土層(暗褐色土を多量に、 IV-羽層ブロック 20m前韓を徴畳に吉み

粘性締り強い)

4 晴褐色土層{ローム粒を微量に宮み、粘性締り強い)

S 暗褐色土層(日ーム粒を微量に宮み、帖性強いが、締り弱い)

6 暗黒褐色土層(IV-羽届7ロyク30m前置を少置宮み、紬性締り強い)
7 貰褐色土層(IV-羽層ブロック 2-3 cm前韓を宮み、咽層をも多量に吉む、

粘性強いが、締りやや弱い)

8貰褐色土層(1V-V1層崩落土)

9晴貴褐色土層(暗黒褐色土を多量に宮み、粘性締り強い)

10黒褐色土層(暗黄褐色土を少量、暗褐色土を微量に宮む、粘性締り強い)

"晴褐色土層{暗貰褐色土を多畳に、暗黒褐色土をやや多畳に吉み、粘性強〈

締りやや弱い}

12置褐芭土層(暗褐色土を少量宮み、輔性強いが、締りやや弱い)

目黒褐色土層(暗貴褐色土層を少量宮み、粘性強いが、締りやや弱い)

4暗褐色土層(暗貰褐色土、ローム粒、1V-V1層ブロッ

ク2-3cm前韓を少量宮み、粘性締り強い)

S暗褐色土層(暗黒褐色土、暗黄褐色土、ロ ム粒を少
置宮み、粘性強いが締りやや強い)

6筒色土層(暗責褐色土を徴量、ローム粒を少量宮み、

粘性輔り強い)

7暗責褐色土届(1V-V1層ブロック2-3cm前韓をやや多

畳、ローム粒を多量に宮み、結性強いが捕りやや弱い)

8暗黒褐色土層(暗褐色土を多量に、暗黄褐色土を徴量に、

ローム粒をやや多置に宮み、粘性強いが締り弱い)

9暗黒褐色土層(暗褐色土を少量宮み、帖生強いが締り

やや弱い)

。 2m 

第134図 陥し穴状土壌実測図 (39~41号) (1/60) 
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l暗黒褐色土層(ローム粒を融量に、暗褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

Z 黒褐色土層{ローム組舎少量宮み、粘性締り強い)

3暗黒褐色土層{ローム粒をやや多置に、暗黄褐色土を少量宮む:、粘性締り強

い)

4暗揖芭土層(黒褐色土を多量、暗寅褐色土を少量、ローム粒をやや多量に吉

NO.I0遺跡

〆l

み、粘性締り強い) B 
J 43 J 
i盟F

5 暗黒揖色土層(暗褐色土、暗黄間色土をやや多量に、 IV-Vj層ブロソク 1" ・一一一
前撞を轍畳に宮み.帖性締り強い)

6暗責褐色土層(暗褐色土を少量、黒褐色土を融量に宮仁、粘性強いが、糟り

やや弱い)

7暗黒褐色土層(IV-Vj層ブロ yク5，.前後を少量、暗黄褐色土をも少量宮ι、
粘性締り強い)

8貫褐色土層(IV-羽層プロ yク5，m前韓を主体とし、暗褐色土、黒褐色土を

少量吉み、粘性強いが、締り弱い)

9 3' (ロ ム粒を微量に宮む)

10黄褐色土層(VII層崩落土、粘性強いが、締り弱い)

"黄褐色土層(咽層崩落土、プロンク状になり 10より締りやや強い)

12暗褐色土層(暗黒褐色土を少量吉み、粘性強いが、締りやや弱い)

13暗黒褐色土層(咽層令多量に宮み、粘性強いが、柵りやや弱い)

14黄褐色土層(VII)冒を主体と LIV-Vj眉ブロック 3-IOcm前世田崩落土、柵り

やや弱い)

15黄褐色土層(IV-羽届崩落土)

16暗褐色土層(黒褐色土を少量、 IV-Vj層を噛量に宮み、粘性強いが締り弱い)

17黄褐色土層(黒褐色土、暗褐色土を少量宮み、粘性強いが、蹄り弱，，)

18暗黒褐色土層(IV-Vj層ブロック 3"前韓を少量、暗貰褐色土をやや多量に

宮仁、粘性強いが、締り弱い)

19責褐色土層(暗黒褐色土を少畳吉み、粘性強〈締り弱い)

20黒褐色土層(黄褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

l暗黒揖芭土層(ローム粒、暗褐色土を微量に宮み、帖性締り強い)

2暗黒褐色土層(ロ ム粒を微量に、暗褐色土を多置に宮み、帖性締り強い)

3暗黒褐色土層(暗黄褐色土を少量、ローム粒を微量に宮み、粘性締り強い)

4暗黒褐色土層(暗褐色土を微量に宮む、粘性締り強い)

5暗褐色土層(暗黒褐色土を融置に宮み、粘性締り強い)

6暗褐色土層(暗黒褐色土を少置吉み、帖性輔り強い)

7黄褐色土層(暗褐色土を少量吉み、粘性締り強い)

8黒褐色土層(暗褐色土を少量吉み、粘性締り強い)
9責褐色土層(IV-羽層ブロ yク2-3 cm前桂を多量に、暗黒褐色土を微量に

宮む、粘性強いが、締りやや弱い)

10褐色土層(暗褐色土を多量に吉み、粘性強いが、締りやや強い)

"黒褐色土層(IV-Vj層ブロ yク5"前桂を少量吉み、粘性強い力¥締り弱い)
12責褐色土層(IV-Vj層プロンク 3-IOcm前置、枯性強いが、締り弱い)

13責掲色土層(VII層ブロック、咽層ブロック、黒褐色土を少量吉む、粘性強い

が、締り弱い)

14暗黒褐色土層(黄褐色土を多量に吉み、枯性締り強い)

15黒褐色土層(黄褐色土を少量吉み、粘性締り強い)

。 2m 

第135図 陥し穴状土壌実測図(42・43号)(1/60) 
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弘一

4441 
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担司-一噂

l 黒褐色土層(ローム粒を微量に吉み、粘性締り強い)

l' 黒褐色土居(ローム粒を多置に宮み、帖性締り強い)

Z 暗黄褐色土層(暗褐色土を多量にローム粒を少量吉み、粘性締り強い)

3黒褐色土層(粘性締り強い)

4 暗褐色土層(暗黄褐色土を多畳に、暗黒褐色土を少量宮む、粘性締り強い)

5 黄縄色土層(w-羽層ブロック 2-3 cm前世を少量宮み、粘性強いが、締り

やや強い)

6費褐色土層(V11冒を主体とし、粘性締りやや強い)
7暗掲色土層(暗貰褐色土、ロ ム粒を少量宮み、粘性締り強い)

8暗褐色土層(責褐色土をやや多置に宮み、粘性強いが、締り弱い)

9 黄褐色土層(w-羽、 VIブロック 2-3 cm前桂舎主体とし)

10暗褐色土層(黒褐色土、寅褐色土を多量に、 IV-V!層ブロック 2-3 cm前世
を少量吉み、粘性強いが、締りやや弱い)

11責縄芭土層(W層を主体とし、ブロック状 2-3 cm前韓を少量吉む、粘性締
り強い)

12貰褐色土層(11' 暗黒褐色土を微量に吉む)

13黄掲色土層(IV-V!層プロ yク5-IOcm前植を主体とし、粘性強いが、締り

弱い)

14黒褐色土層(貴褐色土を少置吉み、粘性強〈締りやや強い)

15黄褐色土層(凋層崩落土、枯性締り強い)

16責褐色土層(15' 暗褐色土を少畳吉む)

d
『

「
町
U

且
斗

4
 

」墨F

‘

4
m
s
 

_Ff 

1鼎褐色土層(晴褐色土、ローム粒を柚置に宮み、粘性締り強い)
2暗褐色土層(暗鼎掲色土をやや多量に.ローム粒を微量に宮み、粘性締り強い)
3晴備芭土層(暗黒褐色土、ローム粧を少量吉み、粘性締り強い)

4噌褐色土層(粕性締り強い)

5暗褐色土層(責褐色土を多量に.晶褐色土を少盟、ローム粒を惜置に宮み、

軸性締り強い)

6暗褐色土層(貰褐色土プロック 5-IOcm前韓を少量吉み、粘性締り強い)

7貰褐色土層(IV-明、 VI層を主体とし、粘性強いが、締りやや強い)

8黒褐色土層(黄褐色土を少量宮み、粕性締り強い)

192 

。 2m 

第136図 陥し穴状土壌実測図(44・45号)(1/60) 



46 1;鞠色土層(ローム粒を微量に吉み、粘性締り強い)
I 2暗褐色土層(暗黒褐色土、暗費褐色土、ローム粒を多量に吉み、粘性締り強い)
<(: 3黒褐色土層(暗褐色土を少量宮み、枯性締り強い)

...!!呈V? 4 暗責褐色土層(暗掲芭土を多量に、黒褐色土を少量吉み、粘性締り強い)
5暗黒揖芭土層(暗褐色土、暗貰縄芭土を多量に宮み、粘性締り強い)
6 責縄色土層(111層崩落土、枯性締り強い)

7暗貫褐色土層(暗闇色土を多量に、1V-羽層ブロック 2-3 cm前憧をやや多

置に吉み、粘性強〈締りやや強い)

8黄褐色土層(vn層を主体とし、 IV-V1層プロ yク2-3 cm前憧を少置吉む、
粘性強いが、締りやや弱い)

9責褐色土壇(IV-V1層ブロック層20cm前種目プロンクか勺むる)
10晴褐色土層(暗貰褐色土を多量に、 IV-V1J曹ブロック 50m前憧をやや少畳吉

み、暗黒褐色土を惜盛に宮む、粘性強いが、締り弱い)
11黄褐色土層(咽層を主体とし、粘性強いが、締り弱い)

12貰褐色土層(皿層を主体とし、粘性強いが、締り弱い)

13鼎褐色土層(貰褐色土を少量吉み、粘性締り強い)

14買褐色土層 (X層を主体とし、 IV-V1層ブロ yク50m前憧を少量宮み、粘性
、{， 強いが、締りやや強い) 迂

「寸ナ寸 ~I

No.lO遺跡

¥ちえ

47 

司? <(1 
9ー叫F

"'q¥.ν/IL'暗褐色土層(暗黄褐色土を徴畳に吉み、粘性締り強い)
IV-VI I ，_1 2暗褐芭土層(ロ ム粒をやや多量に、暗黄褐色土を徴
ポ守t--.J31 量に吉み、粘性締り強い)

vii] 4 i 3暗掲芭土層(暗貰褐色土舎やや多量に吉み、粘性締り
が泊予/l 強い)

一一回;.u 4晴責褐色土層(暗掲芭土をやや多量に吉み、ハ ドロ

ームブロック N-Vl5cm前憧を少量宮み、粘性締り
強い)

5暗黄褐色土層(暗褐色土を少量吉み、粘性強いが締り
がやや弱い)

6暗褐色土眉(黒褐色土を少盟吉み、暗貫褐色土を徴量
に宮み、粘性は強いが締りやや弱い)
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No.lO遺跡

1褐色土層(粘性、締り強い) II b層力、

2暗褐芭土層{黒褐色土を少量、ロ ム粒争微量に宮む;、粘性締り強い)

3暗黒褐色土層(ローム粒を醐置に吉み、帖性締り強い)

3' 暗黒褐色土層(3と同質であるが、特に鼎い1
4 暗黒褐色土層(ロ ム粒をやや多量に、暗賀褐色土を少量宮む、枯性締り強い)

5暗褐色土層(ローム粒を多量に吉み、粘性締り強い)

6暗褐芭土層(ローム粒、暗黄褐色土全多量に宮み、粘性締り強い)

7暗掲色土層(ロ ム粒、暗黄褐色土を多置に吉み、黄褐色土(111眉)プロック

50m前韓を少量宮み、粘性締り強い)

8暗貰褐色土層(暗褐色土を多量に吉み、粘性時り強い)

9暗黄褐色土層(暗褐色土、ローム粒を多畳に、ハードロームプロック IV-V!

層 5mm前韓を少量、黒褐色土を微量含む、粘性輔リ強い)

10黒褐色土層(暗褐色土を多盟、ローム粒、費補色土、ハードロームブロック

2 -3cIII前笹を少量吉む、帖性強いが、輔リ弱い)

H 黄揖芭土層{黒褐色土を惜置に、ハードロームプロ yク20m前檀を少量宮み、

粘性強〈締りやや強い)

12黄褐色土層(ハードロームブロック 5"前憧(IV-V!、V1I)争多量に吉み、粘性

強いが、掛りやや強い)

13暗褐色土層(黄褐色土、最褐色土を多量に宮み、粘性強〈締りやや強い)

13' 暗褐色土層(黒褐色土を多量に、貰褐色土を少量宮み、粘性締りやや強い)

14黒褐色土層(貰褐色土を少量宮み、粘性強〈、締りやや強い)

15黄褐色土層(暗褐芭土を少量吉み.粘性強いが、締り弱い)

16暗黒褐色土層(暗褐色土をやや多畳に、黄褐色土を少量宮仁、粘性強いが、

締り弱い)

17暗褐色土層(黄褐色土を多量に、白色粘土を少量吉む、粘性強いが、締り弱い)

31 

J 

53 ) 
F一旦F

l暗褐色土層(暗黒褐色土を微量に、ローム粒をやや多量に宮み、粘性鱒り強い)

2暗褐色土層(IV-羽層ローム粒を多量に宮み、粘性締り強い)

3貰褐色土層(IV-羽層が大部骨で、暗褐色土を少量宮み、粘性碕り非常に強い)

4 暗黒褐色土層(IV-V!層プロック 10m前韓をやや少畳宮み、帖性締り非常に強い)

5黄褐色土層(暗黒褐色土を少量宮み、粘性締り非常に強い)

6黄褐色土層(IV-羽層が大部骨で、 3層との違いは、暗褐色土を宮まない四

層を少量吉む)

7貫褐色土層(明I層が大部骨で、 IV-羽層を微量に吉む、帖性締り非常に強い)
8黄掲色土層(VII届の崩落土)

9黄褐色土層(11冒として把握できる、上が明、下が暗、皿層的崩落土)

10黄褐色土層(1層として把握できる、上が明、下が晴、置層の崩落土)

"暗褐色土層(串褐色土を少畳吉み、粘性強〈締りやや弱い)

o 2m 
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l 黒褐色土層(ロ ム粒を微量に宮み、粘性締り強い)

2暗褐色土層(暗買褐色土を少量、ロ ム粒を醐量に吉み、帖性締り強い)
3暗責褐色土層(暗黒褐色土を少畳、ロ ム粒を多量に吉み、粘性締り強い)

4責褐色土層(JV-V11曹ブロック 5"前世を少量宮み、帖性締り強い)
5暗費褐色土層(暗褐色土令少量宮み、粘性、締り強い)

6 4' JV-V1層ブロ yク5"前韓を多置に宮み、帖性、締り強い)
7暗褐色土眉(暗貰褐色土を少盟宮み.帖性、締り強い)

8黄褐色土層(JV-羽、 VIIプロック 2'"前韓を多量に吉み、粘性強いが、
締り弱い)

9 黒褐色土層(貴褐色土を微量に宮み、粘性、締り強い)

陥し穴状土壌実測図(54・55号)(1/60) 

54 _I 
J盤町F一一

F一一
l 暗黒褐色土層(ローム粒を多量に宮み、粘性締り強い)

2黒褐色土層(ローム粒をやや多量に吉み、粘性締り強い)

3暗褐色土層(黒褐色土、暗責褐色土令多量に、ローム粒をや守多量に吉む、

粘性締り強い)

4暗黄褐色土層(暗褐色土を多置に、ハ ドロ ムブロ yク'"前佳を少量宮

む、粘性締り強い)

5責褐色土層(黒褐色土、暗褐色土を少量吉む、粘性締り強い)

6 黄褐色土層(暗褐芭土を少量吉み、帖性強いが、締りやや弱い)

7暗黄褐色土層(黒縄色土、暗褐色土を多量に、ハードロームブロソク (JV
Vl) 5 cm前世を少量吉み、粘性強いが、締り弱い)

8黄褐色土層(暗褐色土を多量に、黒褐色土を微量に宮み、枯性強いが、締り

弱い)

9 貰褐色土層(窯褐色土を少量、暗褐色土、ハードロームブロック IOcm前櫨

(四層)を多量に吉む、帖性は強いが、締りは弱い)

10貴褐色土層(ハ ドロ ムブロック 1'"前桂で、締り弱い)

"貰帽芭土層(10と同じであるが黒褐色土を少量宮む)

目黒褐色土層(責褐色土を少量吉み、粘性締り強い)

13黄褐色土層(ハードロームブロック、"層に宮まれる可能性あり)

14黄褐色土層(暗褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

15暗褐色土居(串褐色土を少量宮み、粘性締り強い)
16黒褐色土層(暗褐色土を少畳吉み、粘性強いが、締りやや弱い)
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l 黒褐色土層(暗褐色土を多量に、ロ ム粒を惜置に吉み、粘性捕り強い)

2暗褐色土層(暗貴様芭土を多量に、鼎縄色土を少量吉み、粘性締り強い)
3貰褐色土層(1ll1冒崩落土、粘性強いが、捕りやや強い)
4暗褐色土層(部骨的に費褐色土を多量に、暗黒褐色土を少量、ローム粒をや

や少量吉み、枯性捕り強い)

5暗褐芭土層(ロ ム粒を多量に吉み、粘性強いが、締り弱い)

6 暗黒褐芭土眉(暗褐色土、 IV-V1I冒ブロック 2-5 cm前置を多量に宮み、帖

性強いが、締りやや弱い)

7暗褐色土層(IV-V1層プロック 2-3 cm前憧争少量吉み、粘性強いが、輔り

やや弱い)

NO.IO遺跡

;，..J 
8暗褐色土層(IV-V1層ブロック 2-3 cm前韓を多量に吉み、粘性強いが、締 ; __  I 

りやや弱l')
-・<(;

9 暗黄褐色土層(VlI層を主体とし、粘性強いが、柵りやや弱い) - 町

10暗黄縄色土層(9と同じで、 IV-V1層ブロンク 4-5 cm前憧を少畳吉む) ~.一一一 ー旦豆P
"暗貫褐色土層(黒褐色土を融置に宮み.粘性強いが、締りやや弱い)

12暗貫褐色土層(班、VlIIを主体とし、特に 1-・20cm前世ブロ yク状になってい
る、粘性強いが、締り弱い) m}:"l' 

13貴褐色土層(IV-V1、加を主体とし、1V-羽層ブロック 5-IOcm前龍をやや

少量吉み、粘性強〈締りやや弱い)

14黄褐色土層(黒褐色土、1V-羽層ローム 3"前櫨を少量宮み、粘性強いが、

締り弱い)

15暗褐色土壇(暗褐色土、黒褐芭土をやや多量に含み、粘性強〈締りやや弱い)

16暗褐色土層(VlII、皿層を主体とし、暗褐色土を微量に吉み、粘性強〈、締り

弱い)

17黒褐色土層(責掲色土を少量宮み、粘性強〈、締り弱い)

。 2m 

l黒褐色土層(ローム粒を轍畳に宮み、帖性締り強い)

2 黒褐色土層(捜土粒を多量に宮み.粘性締り強い)

3暗黒褐色土層(暗責褐色土、ローム粒を少量吉み、粘性締り強い)

10 I 4 暗黄褐色土層(暗褐色土を少量吉み、帖性締り強い)
5暗褐色土層(暗貰褐色土を部分的に多量に宮み、粘性締り強い)

6黄褐芭土層{暗褐色土を部分的に少畳吉み、粘性強いが、醐りやや弱い)
7暗黒褐色土層(暗褐色土、暗黄褐色土を少量宮み、帖性輔リ瞳い)

8黄掲色土層(VlI層を主体とし、1V-羽層ブロンク 5"前韓をやや多量に宮み、
粘性締り強い)

9黒褐色土層(貰褐色土を少量宮み、粘性締りやや強い)

10貰褐色土層(VlII-J][置を主体とし、粘性強いが、締りやや弱い)
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l鼎褐色土層{ローム粒を徴置に宮み、粘性締り強い)

l'属褐色土層{ローム粧を徹置に、焼土粒を多量に宮み、

粘性締り強い)

2暗蝿褐色土届(ローム粧を織置に、暗賞褐色土を少量

宮み、結性飾り強い)

3晴褐色土層{暗黄褐色土を多量に宮み、粘性織り強い)
4噌賞褐色土層(暗褐色土、1V-羽層プロック 2，.前世
を少量宮み、粘性織り強い)

5暗費褐色土層{暗褐色土を少量宮み、粘性締り強い)
6賞褐色土層(IV-明、咽層を主体とし、粘性強いが締

りやや弱い)

7暗賞褐色土層{暗褐色土を多量に、噌串褐色土を少量
宮み、粘性締り強い)

8費褐色土層{四、咽層を主体とし、粘性強いが蹄り弱い)
9鳳褐色土層(晴褐色土を多量に、責褐色土.少量宮み、
粘性栂り強い)

。

書、対チ』 H1 3| 

一_13"

4
 

nu 

F
H
U
 

日 」霊F

2m 

l鳳褐色土層(ローム粒を微量に宮み、粘性締り強い)

2暗鼎褐色土層(ローム粧を微量に、暗褐色土を多量に宮み、枯性騎り強い1
3暗串褐色土層(ローム組を多量に、曲1:2と同じ、 Z としてもよい)
4 暗費褐色土眉{ロ-J.，.植を少量、暗属褐色土を微量に宮み、粘性lI1Il)強い)

5置褐色土層(皿層毛主体とし、1V-羽層プロック 1-2cm前置争徹量に宮み、
結性締り強い}

6串褐色土層(ローム粒、暗褐色土告書量に宮み、粘性節。J強い)
7費褐色土層(m層崩落土‘粘性締り強い)

8晴褐色土層(1V一明層プロック2-3間前檀をやや多量に宮み、粘性締1)強い)
9暗褐色土層(IV-羽層ブロック 5-10間前韓を少量、鼎褐色土を微量、暗貫

褐色土をや宇書量に宮み、粘性'111)強い)

10責縄色土層(暗褐色土、1V-羽層プロック 2，.前檀を微量に宮み、粘性強い

が、情りやや弱い)

H 黄縄色土層(VI層主体で、暗伺色土を微量に宮む、粘性強いが、珊りやや弱い)

12暗褐色土層(暗鳳褐色土を少量宮み.粘性碕り強い}

13費褐色土層{官、咽層を主体とし、粘性強〈踊りやや強い1
14賞褐色土層(Jl[層崩落土.粘性織りやや強い}

15費縄色土層(置層崩落土に晴褐色土を少量宮み、粘性強〈節りやや弱い)
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l 黒褐色土層(ローム粒を徴量に宮み、枯性締り強い)

2 暗黒褐色土層{ロ ム粒をやや多量に、暗褐色土を少量宮み、

粘性締り強い)

3責褐色土層(I1I層を主体とし、暗褐色土舎やや少量吉む、帖性締

り強い)

4 貰褐色土層(IV-V!層プロック 3- 5 cm前韓を主体とし、暗褐色

土を少量宮(:)

5暗褐色土層(ロ ム粒を多量に、黒褐色土を徴置に吉み、粘性冊 目
り強い)

6暗褐色土層(ローム粒争徴量に、 IV-別居プロック 5"前世をや
や徹置に吉み、枯性珊り強い)

7貰褐色土層(3 暗掲色土を多量に吉み、粘性締り強い)

8暗褐色土層(暗黄褐色土を少量吉み、粘性締り強い)

9貰褐色土層(IV-羽、 w層を主体とし、 W 羽ブロック 5"前韓
を多量に宮み、枯性強いが輔りやや弱い)

10暗黒褐色土層(暗褐色土を多畳に、 IV-羽層プロンク 5cm前憧を

徴置に宮み、粘性締り強い)

11暗褐色土層(W層ブロ yク 1cm前龍を少量宮み、粘性強いが捕り

やや弱い)

12暗褐色土居(W層ブロンク 5-IOcm前檀を多量に吉み、帖性強い

いが輔り弱い)

13暗褐色土層(黒褐色土を少量吉み、粘性強いが締り弱い)

14貰褐色土層(四層を主体とし、 IV-羽眉ブロンク 2-5 Cm前後を

少量宮み、粘性強いが締りやや弱い)

15暗貫褐色土層(暗褐色土を少量吉み、粘性強〈、締りやや強い)

16貰褐色土層(咽、咽層を主体とし、粘性強いが締り弱い)

17暗揖色土層(黄褐色土を多量に吉み、暗黒褐色土をも徴畳に吉む、

粘性強いが締りやや強い)

18暗貰褐色土層(暗褐色土、暗黒褐色土を少量吉み、粘性強〈締り
やや強い)

目黒掲色土層(暗黄褐色土を少量吉み、粘性締り強い)

。

...!l1II!l' 

l黒褐色土層(ロ ム粒を融畳に宮み、枯性締り強い)

2暗黒褐色土層(ローム粒をやや多置に、暗褐色土を部骨的に少量宮む、粘性

締り強い)

3暗褐色土層(暗黒褐色土を少量、 IV-羽層ブロック 5mm-lcm前桂をやや少

畳吉み、粘性締り強い)

4 暗褐色土層(3' III層ブロ yク5-IOmm前韓を多量に吉む)

5貰縄色土層(暗褐色土を微量に吉み、粘性強いが、締りや苧弱い)
6 黒褐色土層(暗褐色土、 IV-V!層ブロック 1cm前植を微量に吉み、粘性リ締り

強い)

7暗褐色土層(暗黒褐色土、 IV-V!層を少畳宮み.結性肺り強い)

8賓褐色土層(W層を主体とし、粘性強いが、蹄リやや弱い)
9貴褐色土層(皿層を主体とし、粘性強いが、掛りやや弱い)

10黄褐色土層(IV-V!層ブロック告主体とする、粘性揖り強い)

11暗買褐色土層(暗褐色土、暗黒褐芭土を少量吉み、粘性強いが、冊りやや弱い)

12暗縄芭土層(黒褐色土を少量吉み、帖性締りやや強い)

2m 13貰褐色土居(IV-明、四届を主体とし、粘性強〈、締りやや弱い)
." 14黄褐色土層(咽、皿層を主体とし、暗褐色土を少畳宮み、粘性強い力、締り弱い)

15黒褐色土層(費褐色土を少量宮み、粘性強いが、締りやや弱い)

16暗褐色土層(黒褐芭土舎やや多量に宮み、粘性強いが、締りやや弱い)

第143図 陥し穴状土壌実測図(60・61号)(1/60) 

199-



No.10遺跡

L 

F一一

E 

62 "，1 

l串褐色土層(ローム粒を微量に宮み、粘性締り強い)

2鼎褐色土層(ローム粧を徹量に、焼土粒を少量宮み、粘性締り強い)

3串褐色土層(ローム粧を多量に、暗黄褐色土を少量宮み、粘性織り強い)
4暗褐色土層(暗置縄色土、ローム粒を多量に官み、結措積り強い)

5暗寅褐色土層(暗褐色土、ローム粒を多量に宮み、縮性締り強い1
6暗費褐色土居(暗褐色土を多量に、鳳褐色土を少量宮み、粘性情り強い)

7晴串褐色土層(暗褐色土、暗黄禍色土を多量に宮み、結性締り強い)
8 費褐色土層(IV-羽層ハードロームプロック 1，.前韓を少量宮み、粘性蹄り

強い)

9貴褐色土眉(暗褐色土を少量宮み、粘性強いが、締り弱い)
10暗貴褐色土層(暗縄色土を多量、ハードロームブロック 5"前置をやや多量

に宮み、粘性節。J強い)
11黒褐色土層(暗縄芭土、賞縄色土争多量に、1V-羽層ハードロームプロック

5mm前檀を少量宮み‘粘性櫛り強い)

12貰褐色土層(黒褐色土を少量、1'1-羽層ハードロームブロック 5"、2-3
師前世を少量宮み、粘性強いが、締り守や弱い}

13晴寅褐色土層(鼎褐色土を少量、 IV-VI届ハードロームプロック 5mm前植を

微量に宮む‘粘性締1)強い)

14貴褐色土層(暗縄色土を少量宮み、粘性強いが、締り弱い)

15費褐色土層(1V一羽、咽層ローム、粘性強いが、節り'(>や弱い)

16明縄色土層()l[、 E層ハードローム圏、縮性借り非常に強い)
17黒色土層[晴寅褐色土を少量宮み、粘性強いが、締り弱い)

31し、

-..p' 

」盟且F
l属褐色土層{ローム粒告微量に官み、粘性御り強い}

2串褐色土層(ローム粧を少量、1V-羽ハードロームプロック".前世を微量
に宮み、粘性締り強い)

3暗褐色土眉{暗貴褐色土、車褐色土を少量、ローム粧を多量に宮み、粘性締
り強い)

4暗縄色土眉(3と額似し、暗貴褐色土をやや多量に宮む)
5晴賞褐色土眉(暗褐色土を。や多量に宮み.粘性櫛り強い}

6暗費褐色土層(暗褐色土、ローム粧を多量に宮み、粘性柵り強い)

7晴褐色土居(暗黄禍芭土を少量、ローム粧をやや多量に宮み、粘性締り強い)
8賞褐色土層(鳳褐色土を少量、暗褐芭土をやや少量宮み、粘性締り強い)
g鳳褐色土層(賞褐色土をやや多量に宮み、粘性締り強い)
10責褐色土圃(晴褐色土を少量宮み、粘性強いが、締り弱い)

11串褐色土居(貴褐色土、暗縄色土を多量に官み、粘性強いが、締りやや弱い)

12置褐色土層(IV-官層プロック 10'同前世を少量、車褐色土を微量に宮む‘粘

性強いが‘締り弱い)

13属褐色土壇(買褐色土を多量に宮み、粘性強いが、締り弱い)

14貰褐色土層(串褐色土を少量宮み、粘性強いが、締り弱い)

15串褐色土層(ローム粒を多量に宮み、粘性強いが、締り弱い)

o 2m 
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LH13 

l暗属縄色土層{ローム粒をやや少量宮み、粘性締り強い)

2暗賀褐色土層(暗褐色士、ローム粒をやや多量に宮み、粘性締り強い)

3暗褐色土層(ローム粧をや。多量に宮み、粘性蹄り強い)

4暗貴褐色土層(暗褐色土を少量、ローム粧を微量に宮み、粘性飾り強い)
5晴褐色土層(ローム粧をやや少量‘暗貰褐色土を少量宮み、粘性締り強い)

6暗責褐色土層(暗褐色土争少量宮み、粘性強いが、精りやや弱い)
7暗貫褐色土層(IV-VI層ハードロームプロック 3醐前笹告少量宮み、粘性栂

り強い1
8恩情色土層(賞褐色土を多量、1V-羽層ハードロ ムプロ yク2，.前世"少

量宮み、粘性強いが、帰りやや弱い)

包賛褐色土層(IV-羽、咽‘咽層ロームで、粘性強いが、締り弱い)

10賞褐色土層(咽ー咽眉町闘藩土で、粘性締り非常に強い)

11質褐色土層(属褐色土を少量宮み、粘性強いが、濁り'(>'(>弱い)

12貧褐色土壇(咽、 E層ロームよりなる層、粘性強いが、締り弱い)

13鼎褐色土層(暗置褐色土を多量に宮み、輔性締り強い)

_fl' 

cl 
__g!l' 

B 

y 
l暗置縄色土層{費褐色土を部骨的に強〈宮み、粘性蹄

り強い)

2責褐色土層(IV-現層ハードロームプロック 2-3cm 

前置を多量に宮み、結性締り強い)

3賞褐色土層(粘性締り非常に強い)
4暗賞褐色土層(黒褐色土、賀補色土を多量に、1V-羽層

ハードロームブロ yク2-3c則前置を少量宮む.桔性

冊。J強い}
5黒褐色土層(賞縄色土を少量宮み、粘性強いが櫛り弱

い1
6費褐色土層(串褐色土、 W一刻層ハードロームブロッ
ク3-前植を少量宮み、枯性強いが締り弱い)

4' 1鼎縄色土層(ローム粧を徴量に宮み、粘性締り強い) 10晴褐色土層(ローム組、 IV-羽層ハードロームプロック 1，.前世

2鳳縄色土層(ローム粒をやや多量に宮み‘桔性締り強い) を徹量に宮み、粘性強いが締り弱い)

3串褐色土層(ローム槌告書量に、暗費褐色土舎少量宮み、粘性締 11暗貧褐色土層(咽眉m闘車土‘桔性強いが締り弱い)
り強い) 12暗縄色土居(串褐色土を少量、 IV-羽層ハードロームブロック 5

4貧褐色土居(IV-VI層、粘性織り強い) CII-3師前憧を多量に宮み、結性強いが締り弱い)

5晴褐色土層(ローム敵、暗貧縄色土を多量に宮み、結性締り強い) 13黒褐色土居(IV-VI膚ハードロームプロック 1-2cIII前置を少量

6費褐色土層{暗褐色土を多量に宮み、粘性締り強い) 宮み、粘性強いが織り弱い)

'I~ 7暗褐色土届(暗黄縄色土、黒褐色土を少量、ハードロームプロッ 14暗賞褐色土層(黒褐色土、暗褐色士、1V-羽層ハードロームプロ
ク5，.前世を徹量に宮む;、枯性締り強い) ック 5，.前韓を少量宮み、粘性強いが鱒り弱い)

8暗縄色土層(暗賞褐色土を少量. IV-VI届ハードロームプロック 15黄褐色土層(血褐色土を徹量、1'1-羽層ハードロームプロック

5 ，.前量を多量に宮み、粘性節り強い) 4 -5'岡前畳を少量宮み、粘性強いが締り弱い]
'黄縄芭土層(暗褐色土、 IV-羽層ハードロームプロ yク1，.前世 16賞褐色土層(咽ー皿層ローム、粘性強いが織り弱い}

を少量宮み、粘性鱒り強い) 。
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B2e類 2号の 1基のみである。縦断面の底部がオーパーハングして浅いもの。深さ約1.2

m 0 

(2)規模

口部の平均は2.5mx 1. 3mで長幅比は1.9である。最大はB1a類の29号で3.8mx2.5m、最

小はA1類12号の1.5mxo. 7mとA2類34号の2.1mXO.4mである。

底部の平均は2.2mXO.3mで長幅比は7.3である。最大はA2類47号の3.7mXO.2mとB2e

類2号の3.0mx 1.0mであり、最小はB2b類46号の0.8mxO.5mと同じく B2b類6号の1.2

mXO.1mである。

深さの平均は1.8m，最大はB2b類1号の3.2m、最小はA1類23号の0.6mである。

(3)覆土

上半部は黒褐色~暗褐色土がレンズ状に落ち込んでいるものが多く、下半部はロームブロッ

クをかなり含み壁面の崩落が考えられる。また、黒色~黒褐色土が底面直上に帯状に認められ

ることが多い。

体)出土遺物

覆土出土の遺物はほとんどないと言ってよく、土器としてはB2a類52号の l基から出土し

た条痕文系土器(第152図5"-'8)があるのみである。その他B1b類30号からは底部より炭化

物と焼土が出土しており、 B1a類58号・ B1c類57号・ 62号の3基からは覆土上部において

焼土が検出された。以上の出土遺物は全てB類からであるが、土器を除く焼土・炭化物の存在

と形態とがどこかで結び付くのであろうか。

(5)底部ピット

A2類17号から径8cm深さ40cm程のピットが l個、またA1類27号から径9cm深さ10"-'25cm

程のピットが3個検出された。これらは 2例ともA類に属し興味深い。

(6)等高線との交差方向

直交するもの21基、斜交するもの30基、平行するもの15基の割合であるが、遺跡南部の高所

の周りの標高41.5m付近や北部のやや窪地の標高39.5m付近のはほとんどが直交しているよう

にみえる。

(7)分布

等高線との交差方向のところでもふれたが、遺跡南部の標高42mの高所を囲むようにやや環

状に分布しているようにみえる。また、北部の窪地の辺もやや環状に近い分布をしているよう

にみえる。

形態別にみると、 A1類は北部の窪地よりやや北側と南部の高所より北側のゆるやかな緩斜

面に集中している。 A2類は中央部やや西側と南東部に集中している。 A3類は中央やや北側

の窪地に 2基ともある。 B1a類は南部の高所の西側を北から南にかけて分布している。 B1
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b類は高所の北側の東西に分布している。 B1 c類は高所の南側を西から東にかけて分布して

いる。 B2a類は高所を取り囲むように分布している。 B2b類は高所の北側と南側及び遺跡

の北端に分布しているが、そのうち 2ケ所は隣接して 2基があり、セットでつくられたとも考

えられる。 B2d類は南端の 1基を除き全て北側につくられている。 B2c類及びB2e類は

1基のみである。

(8)まとめ

陥し穴状土壌は、 Tピットあるいは溝状遺構などと呼ばれ、いまだ機能・用途は不明である

が、いまのところ一番有力と考えられるのでこの名称を使用した。本遺跡においては切り合い

関係も溝状遺構との聞にしかないため、その時期を推定することは困難であるが、近隣の遺跡

においても本遺跡のようなタイプのものからは縄文時代早期の土器が出土することが多く、ま

た、ハードローム面まで下げないと確認出来ないことも多々あるので、霧ケ丘(今村他1973)

等に盲従する訳ではないがやはり縄文時代早期後半ぐらいのものと考えたい。なお本分類によ

ると今村の行なった霧ケ丘のE型2基は各々 A1類、 A2類といえる。また、宮津・今井の分

類(宮津・今井1976)のI形態はA類、 A形態と H形態はB類に相当するものとなろう。

第9表 陥し穴状土墳一覧表

番号 登録番号
口部規模(m) 底(長部軸規模短(m) 深さ 底部 等交高差線方との向 覆土遺物(長軸×短軸) ×軸) (m) ピット

1 ODイ001 3.0 x 2.1 0.9 x 0.2 3.2 直 交

2 ODイ002 2.4 x 1.5 3.0 x 1.0 1.2 直 交

3 1Bイ001 (3.0) x (0.8) 2.9 x 0.1 1.8 平 行

4 1Cイ001 2.0 x 1.3 1.5 x 0.6 0.9 直 ヲ3セ<.. 

5 1Dイ001 3.5 x 1.5 3.6 x 0.2 2.1 斜 交

6 1Dイ002 2.4 x 1.7 1.2 x 0.1 3.0 京ヰ プコ氏マ、

7 1Eイ001 2.2 x 1.3 1.6 x 0.7 1.0 直 交

8 2Cイ002 2.9 x 1.5 2.0 x 0.1 2.2 斜 交

9 2Cイ004 (2.0) x (0.8) 2.1 x 0.2 1.1 直 プ芳マ、

10 2Cイ005 3.3 x 2.3 2.4 x 0.8 1.8 平 行

11 2Dイ001 2.1 x 1.1 1.7 x 0.3 1.4 平 行

12 2Dイ002 1.5 x 0.7 1.3 x 0.1 0.9 斜 ヲ二人セ

13 2Dイ003 1.8 x 0.9 1.6 x 0.2 2.0 直 デニxマ、

14 2Dイ004 (2.4) x (1.2) 2.3 x 0.1 1.2 斜 交

15 2Eイ001 2.9 x 0.8 2.9 x 0.1 1.3 平 行

16 3Cイ001 2.9 x 1.1 2.7 x 0.4 1.0 直 交

17 3Cイ002 2.4 x 0.6 2.3 x 0.4 0.7 1 直 デニkて

18 3Dイ001 (2.5) x (1.0) 2.1 x 0.5 0.9 直 交

19 3Dイ002 2.7 x (1.1) 2.7 x 0.2 0.7 斜 デ二kで

20 3Dイ003 2.4 x 1.2 2.8 x 0.3 1.3 直 デ:;<..マ

21 3Eイ001 2.4 x 1.6 1.7 x 0.4 1.5 斜 交
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番号 登録番号 口(長部軸規模短(m) 
×軸)

底(長部軸規模(m)
×短軸) 深(m)さ

底部 交等高差線方との向 覆土遺物ピット

22 3Eイ002 (2.4) x 0.8 2.3 x 0.1 1.1 斜 交

23 3Eイ003 2.6 x (0.8) 2.4 x 0.1 0.6 直 交

24 4Cイ001 2.2 x 0.4 2.0 x 0.1 0.7 直 交

25 4Cイ002 2.6 x (1.1) 2.9 x 0.3 1.6 斜 交

26 4Dイ001 2.2 x 0.8 1.9 x 0.2 0.9 直 交

27 5Bイ001 2.5 x 1.1 2.6 x 0.4 1.7 3 斜 交

28 5Cイ001 3.1 x 0.8 3.1 x 0.1 1.4 斜 交

29 5Cイ002 3.8 x 2.5 2.9 x 0.2 2.5 平 行

30 5Cイ003 2.8 x 2.0 2.9 x 0.1 2.6 斜 交 炭化物片，焼土

31 5Cイ004 2.1 x 1.5 2.5 x 0.5 2.7 斜 交

32 5Cイ005 3.0 x 1.8 2.8 x 0.4 2.4 斜 交

33 5Cイ006 2.6 x 0.8 2.7 x 0.3 1.3 斜 交

34 5Cイ007 2.1 x 0.4 1.7 x 0.1 0.8 斜 交

35 5Dイ001 2.8 x 1.8 2.3 x 0.3 2.4 斜 交

36 5Dイ002 1.9 x 1.5 1.3 x 0.4 2.1 平 行

37 5Eイ001 3.0 x 1.0 2.7 x 0.1 1.3 斜 交

38 5Eイ003 2.3 x 1.0 2.8 x 0.1 1.8 直 交

39 6Bイ001 2.0 x 1.4 1.2 x 0.3 3.1 斜 交

40 6Bイ002 2.6 x 0.9 2.5 x 0.2 1.4 直 交

41 6Bイ003 1.7 x 1.0 1.5 x 0.1 2.2 直 プy、て
42 6Cイ001 2.7 x 1.6 1.0 x 0.4 3.0 斜 交

43 6Cイ002 2.5 x 1.2 2.4 x 0.2 2.1 直 交

44 6Cイ003 3.2 x 1.8 2.8 x 0.1 2.3 斜 交

45 6Cイ004 2.6 x 0.8 1.7 x 0.1 1.6 斜 交

46 6Cイ005 2.0 x 1.5 0.8 x 0.5 2.5 平 行

47 6Dイ001 3.5 x 0.5 3.7 x 0.2 0.8 斜 交

48 6Dイ002 (2.4) x 2.1 1.2 x 0.4 3.0 斜 交

49 6Dイ003 3.5 x 1.2 3.5 x 0.1 2.0 平 行

50 6Eイ001 2.3 x 0.8 2.6 x 0.1 1.1 平 行

51 6Eイ002 2.0 x 1.3 2.2 x 0.1 2.4 斜 交

52 6Eイ003 2.5 x 1.3 1.2 x 0.6 2.7 直 交 条痕文系土器

53 6Eイ004 2.6 x 0.8 2.1 x 0.2 1.8 直 交

54 6Fイ001 2.7 x 1.5 2.4 x 0.1 2.5 直 交

55 7Bイ001 2.8 x 0.7 2.8 x 0.1 1.5 斜 交

56 7Cイ001 3.0 x 2.1 1.5 x 0.9 2.4 平 行

57 7Cイ003 2.3 x 1.6 2.4 x 0.1 2.2 平 行 焼 土

58 7Cイ004 2.8 x 1.5 2.7 x 0.2 1.7 斜 交 焼 土

59 7Cイ005 2.8 x 1.7 2.4 x 0.6 2.2 平 行

60 7Cイ006 2.1 x 1.4 1.3 x 0.5 2.6 直 交

61 7Cイ007 2.2 x 1.5 1.4 x 0.4 2.3 斜 交

62 7Dイ001 1.9 x 1.4 2.3 x 0.2 2.6 斜 交 焼 土

63 7Dイ002 2.2 x 1.3 2.0 x 0.1 2.6 平 行

64 7Dイ004 2.7 x 1.3 3.1 x 0.3 2.0 斜 交

65 7Dイ005 1.7 x 1.4 1.5 x 0.6 2.3 平 行

66 7Eイ001 3.2 x 0.8 3.5 x 0.2 1.0 平 行
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。 2m 

第146図 その他の土墳実測図(l ~3 号) (1/60) 

2 その他の土墳

3基検出したが、出土遺物もなく、いずれも遺構の性格を推定するには至らなかった。

l号(第146図1) 

4D87グリッドにおいて検出した焼土遺構である。この辺は北東へなだらかに下る緩斜面をな

す。覆土上部には炭化粒をブロック状に、中部には焼土を多量に含む。平面形態はやや歪んだ

三角形を呈し、底部の一部が深くなっている。

2号(第146図2) 

5E98グリッドから検出された。発掘調査区の東端に近いところで、緩斜面に位置する。平面

形態は長楕円形を呈し、掘り込みは浅い。底部は平らに近く、覆土にはロームブロックが目立

つ。
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3号(第146図3) 

7C98グリッドから検出された。ここは発掘調査区の南端に近く、遺跡内では標高の高い地点

である。平面形態は隅丸の長方形を呈し、掘り込みは約50cmで底部は平らである。覆土にはロ

ーム粒を含む。

3 土器

縄文土器の出土量は調査面積の割に少なく、遺跡北東部の lEグリッドを中心に土器片が約

1，000片出土した(第147図)

ここではこれらを以下のように時期区分に従い4群に分類した。

第1群土器 早期の土器

第2群土器

第3群土器

第4群土器

前期の土器

中期の土器

後期の土器

第 1群土器早期の土器を一括した。

第1類条痕文系土器(第148'"""'152図、図版47'"""'51)

第1種細隆起線による区画文を構成するもの。(第148図~第150図3) 

細隆起線による区画状文の交文部に竹管による円形の刺突文を押捺している。口唇部と上下

2段には刻みが施され、充填文は特に施されない。胎土には砂粒をかなり含み、色調は茶褐色

を呈し、焼成は良好である。鵜ケ島台式である。

第2種沈線による区画文を構成するもの。(第150図4'""'"第151図2) 

浅い条痕文の地文を沈線により区画し、その交文部に棒状の工具により刺突を押捺している。

そして区画内には押し引きによる充填文を施している。胎土は砂っぽく、色調は茶褐色、焼成

はやや良好である。鵜ケ島台式である。

第3種垂下する押し引きにより文様が施されるもの。(第151図3'""'"5 ) 

口唇部に刻みが施され、口唇直下には一条の押し引き文が廻り、口縁部には垂下する押し引

き文が施される。色調は茶褐色、焼成は良好。鵜ケ島台式である。

第4種 目唇に刻みを施されたもの。(第151図6) 

口唇の刻み以外は表裏の条痕のみのものである。色調は茶褐色、焼成は良好。鵜ケ島台式と

思われる。

第5種表裏ともに条痕のみ施されたもの。(第151図7'""'"第152図4) 

表裏とも斜行する条痕を施されたもので、第151図7は底部直上ぐらいの破片であり、条痕が

少し横走している。第151図8'"""'11は口縁部であるが、口端は尖り気味である。胎土は砂っぽ
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く、色調は茶褐色で焼成はやや良好。鵜ケ島台式であろうか。

第6種 表裏ともに無文のもの。(第152図5~10) 

表裏ともに無文で若干の擦痕らしきものがある。 5~8 は52号陥し穴状土墳からの出土で同

一個体と思われる。全て多量の繊維を含有する。

第2類 その他の早期の土器を一括した。(第153図 1~8 、図版52)

1は縦走する細い撚糸文が施され、色調な茶褐色、焼成は良好、夏島式。

2~5 は同一個体と思われるが、斜行する細い沈線のみの文様が施され、口端は丸みがある。

胎土には長石をかなり含み、色調は暗褐色、焼成は良好、沈線文系であろうか。

6・7は同一個体と思われるが、細い沈線が格子目状に施されるもので、口縁はやや内湾す

る小形の土器である。色調は茶褐色、焼成は良好、沈線文系かと思われる。

-212-



門
川

υ

-

1 E 23 0002 打11 2 
1 E80 0002 1 

l目E口…23 0…3υリ 0ω0

id轟11
?欄政U d 

1 D77 0002 

No.lO遺跡

パ
川
日
同
パ
』

34 0002 

-
M川
川
同
6
m

関
関
附
附
仰

門
川
川

2

5菅野12VF U 
??19∞。;l3

IOcm 

1 D 11 0002 

第153図第 1・2群土器拓影図(1/3)

8は斜行を主体とする沈線文が施され、胎土には砂粒(石英粒)を多く含み、底部は尖底に

なるようである。

第2群土器前期の土器を一括した。(第153図9.........16、図版52)

9 .........12は同一個体と思われるもので、胎土に繊維を多量に含み、色調は茶褐色、焼成はあま

り良くない。無節の縄文を施している。黒浜式である。

13は口唇部に棒状工具でハの字状の文様を施し、口縁部には連続瓜形文を数段施している。

口縁は丸みをもってゆるく外反する。色調は暗褐色、焼成は良好、諸磯式と思われる。

14は小破片のため波状貝殻文のみしか判読出来ないが、胎土には砂粒をかなり含み、色調は

茶褐色、焼成は良好、浮島式である。

15・16は同一個体と思われ、 RLの単節斜縄文が粗く施され、胎土は砂っぽく、色調は茶褐

色、焼成はやや良好である。諸磯式と思われる。

第3群土器中期の土器を一括した。

第 1類中期初頭から前半の土器(第154図~第158図、図版53.........57)

第 1種輪積痕を明瞭に残したもの。(第154図1.........11、第155図)
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第155図第3群土器拓影図(2)(1/3) 

1~9 は同一個体と思われるもので、口縁は内湾し、口端は平らで、口唇部内側には一条の

稜がみられ、それに対応するように口唇部外側は少し凹む。器体は全体に渡って成形時の輪積

痕を明瞭に残している。色調は暗褐色から黒褐色で、焼成は良好。五領ケ台式に近い阿玉台式

と思われる。

10・11は同一個体で、器面に粗く輪積痕を残しているが、内側は平滑に磨いである。色調は

灰褐色、焼成は良好。五領ケ台式に近い阿玉台式と思われる。

第155図は、本遺跡で唯一復原出来た土器である。口縁が内湾し、口唇部外面が少し凹む寸胴

なキャリパー形の深鉢で、底部が少し張り出す。器面は全体に渡って成形時の輪積痕を明瞭に

残している。色調は茶褐色、焼成は良好。口径27cm、器高37cm。五領ケ台式に近い阿玉台式と

ワ臼



No.10遺跡

思われる。

第2種 口縁部に隆起帯により渦状あるいは楕円の区画状文を構成するもの。(第154図

12~19) 

これらはほぼ同一個体であろうと思われる。 13・14のような 3段の癒と15のような円形の癌

を口唇下に 2個所づっ対応する形に配したと考えられる。そして、その周りに隆帯を橋円の区

画状に配しているようである。また、この隆帯は体部下半にも延びて行くかもしれなしミ。口縁

はゆるく外反し、器面には浅く輪積痕を残している。胎土は砂っぽく、色調は暗褐色、焼成は

ややもろい。五領ケ台式に近い阿玉台式と思われる。

第3種 口縁内面に三文状及び一条の沈線が廻るもの。(第156図)

1~6 は同一個体である。山形の口縁頂部近くに第 2 種と同様 3 段の癌と円形の癌を 2 個所

づっ対応する形に配しその 3段の癌を持つ山形の頂部片側には 4つ程の刻を施している。口縁

外面は 2対の山形の頂部に合わせて口唇直下と口縁部に水平に各1条の押し引き文を施してい

る。また、口縁内面にはその押し引きに対応するように口縁部を水平に 1条の沈線が廻り、こ

れに向って山形の頂部から 2本の沈線が垂下している。そしてその交文するところでは三文状

の形となっている。また、体部下半には隆帯が垂下しているが、これはちょうど山形の頂部の

ないところに配されているようである。色調は茶褐色、焼成は良好。五領ケ台式に近い阿玉台

式と思われる。

第4種押し引き文に特徴付けられるもの。(第157図~第158図3~14) 

第157図 1~8 は同一個体であるが、第 2 、 3 種に類似して口唇直下に 2~3 の癌、口縁部に

は円形の癌がみられ、これを取り巻いて押し引き文による楕円状区画状文が施されている。胎

土は砂っぽく、色調は褐色、焼成はやや良好である。器面には成形時の輪積痕が少し残る。五

領ケ台式に近い阿玉台式である。

第158図 3~6 は同一個体であるが小破片のため全体を窺うことは出来ないが、隆起線を狭ん

で両側に押し引き文を配し、楕円状の区画状文を構成するようである。色調は暗褐色、焼成は

良好。阿玉台式の古い方であろう。

7 ・ 8 も同一個体である。これも 3~6 同様 2 条の押し引き文により楕円区画文を配してい

る。色調は灰褐色、焼成は良好。阿玉式の古い方であろう。

9~12にも同様の 2 条の押し引き文がみられ、 9 ・ 11 ・ 12は口縁に沿って平行に、 10は下部

のものが垂下している。 9.11は器面に成形時の輪積痕を少し残す。 10・11は胎土に金雲母を

多量に含む。阿玉台式である。

13は口縁に沿って沈線文と押し引き文が各1条配されている。胎土に砂粒が非常に多い。

色調は灰褐色、焼成良好。

14は縦に 1条押し引き文が垂下している。胎土に砂粒をかなり含み、色調は褐色、焼成は良
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No.lO遺跡

好。 13・14とも阿玉台式と思われる。

第5種 口端あるいは口唇に刻みをもっ山形板状の把手をもつもの。(第158図 1・2・15)

1は地文にRLの単節斜縄文を施し、その上から 2条の沈線を山形の形態に合わせた口唇直

下と口縁部に、またそれを繋ぐ形で山形の頂部から 3条の沈線を垂下している。さらに口唇部

には刻みを施し、山裾には上下の沈線聞に千鳥に三角文が入札そこから体部へ隆帯が垂下し

ている。色調茶褐色、焼成良好。

15は1の底部と思われ、平行する 3条以上の沈線が底面に水平に廻っている。

2は山形頂部が平担でそこに 4つの刻みが施されている。そして、頂部両端から把手中程に

かけて 4つの癌が配され、それを取り巻くとともに口唇に沿って押し引きが施されている。ま

た把手中央にも環状に押し引きが施されている。胎土には砂粒を多く含み、色調は暗褐色、焼

成はやや良好。頂部の刻みや癌のあり方など第3種に似ている。 1・2・15とも阿玉台式直前

あたりではなかろうか。

第2類 その他の中期の土器(第159図 1""-'12、図版58)

1は原体RLを4段以上口唇に沿って水平に押捺したもので、少し外反する。色調は暗褐色、

焼成はやや良好。

2は口唇に縦の刻みが入り、口縁部にはほぽ水平に走る 6条の沈線とその聞に千鳥に入る刺

突及びこれらの文様の最下端に入る押し引き文が施されている。器形は全体に内湾するが口縁

だけ外反する。湾曲度からみて片口か注目土器と思われる。胎土に砂粒を多く含み、色調は黒

褐色、焼成は良好。 1・2とも中期初頭に比定出来るであろう。

3は波状の口縁で三日月状の隆帯をもち、 4は口縁の一部が突起し、あるいは右端から推測

すると隆帯があったかもしれない。ともに色調は茶褐色、焼成は良好な小形の土器である。や

はり中期初頭かと思われる。

5 • 6・7は共通して押し引き文が施され、 5はそれより少し上に幅広の沈線が 1条入り、

6は、把手の一種と考えた。 7には癌があり、全て中期初頭から前半のものと思われる。

8は癌と左右にはRLの単節斜縄文と沈線による区画がみられる。口縁はやや内湾し、色調

は灰褐色、焼成は良好。中期初頭であろう。

9は地文にRLの単節斜縄文があり、その上に口唇には 2条の平行沈線が廻り、その下には

沈線により渦巻文が施されている。色調は暗褐色、焼成は良好。中期前半かと思われる。

10・11は同一個体で、 RLの単節斜縄文のみ施されている。胎土には砂粒をかなり含む。中

期初頭から前半ぐらいと考える。

12は正面観が猿に似た特異なものである。上面観は丸い。色調は灰褐色、焼成は良好。土偶

に似ているが把手と考えておきたい。
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No.lO遺跡

第4群土器後期の土器を一括した。(第159図13""'21、図版58)

13・14は同一個体で、 RLの単節斜縄文の地文を磨り消した上に浅い曲線的な沈線で区画し、

くびれ部には連続刺突文を施している。色調は暗褐色、焼成は良好。

15""'17は同一個体で、 RLの単節斜縄文のみである。色調は暗褐色、焼成は良好。

18""'21も同一個体と思われる。地文の細いRLの単節斜縄文を磨り消して、曲線的な浅い沈

線で囲っている。

13""'21の時期は全て曽谷式前後と思われる。

底部 (第160図)

1・2は底部が小さく丸底に近いもので、色調は茶褐色で焼成はあまりよくない。

3""'5、8は外方にやや張り出すもので、 3は少し上げ底となっている。 4にはあまり明瞭

ではないが網代痕が認められる。 8は第3群第1種の土器の底部と思われる。
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No.10遺跡

4 石器(第81・95・96図、図版43・44、第 8表)

縄文時代の石器・剥片類は、土器と同様遺跡北端の 1E付近から多く出土した。器種別にみ

ると、石鯨34点、打製石斧 1点、敵石 1点、彫器?1点、スクレイパー?1点、二次加工ある

剥片16点、その他剥片・砕片33点、計87点である。

1 ~34は石鉱である。

1~4 は基部の挟りがほとんどないか浅いもので、器体の形状は二等辺三角形あるいは五角

形を呈し、やや厚手である。

5~7 は基部に扶りが入るもので、器体の形状は正三角形に近く、薄手に作られている。

8~9 は基部の扶りが浅いもので、形状は三等辺三角形を呈する。 9 に較べ 8 は器体も薄く、

側縁も顕著な鋸歯状を呈する。

10・11はよく似ており、基部の扶りは浅いV字状を呈し、器体は幅広の三角形状で薄手に作

られ、両側縁はやや外方にふくらむ。

12~15は欠損のため14を除き器体の形状は明らかではないが、正三角形に近いもので、基部

の扶りは浅いと思われる。

16~18は器体の形状が二等辺三角形を呈し、基部の挟りはやや深いと思われ、脚部の末端が

尖らない。

19・20はいわゆる鍬形鯨で、脚部は太く長く先端は尖らない。身部は細めで両側縁は内湾す

る。

21・22は器体が幅広の二等辺三角形を呈し、基部の挟りが深く、脚部は太く先端は尖ってい

る。

23・24もよく似ており、両側縁が外方にふくらみ、先端は突出するようである。基部の扶り

は丸みがある。

25・26は器体・脚部ともに細めである。

27は両側縁の身部と脚部の境が外方に突出し、基部の挟りが器体の割に小さい。

28は基部の扶りが浅く脚部が短いのに対して身部が長大である。

29は有茎の石錬で、身部と茎との境は側縁部が外方に張り出し、逆刺を作り出している。

30は非常に細身小形のものである。

31は周辺加工の組い作りである。

32は非常に小形でずんぐりとしたものであるが、若干の挟りが入っている。

33は欠損部分が大きいため明らかではないが、未調整部分がかなり残っており、剥片の形状

を生かしたっくりである。

34は欠損部分が大部分のため、判然としないが、石鎮の身部の一部分と判断した。
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これらの石鉱には基部の扶りの浅いものが目立ち、また、側縁が直線的かやや外方にふくら

むものが多い。さらにほとんどのものが薄手に作られている。こういった特徴は縄文時代でも

古いものに多いと思われ、出土土器などから早期条痕文系土器群前後のものが主体をなすと考

える。石材は、チャートが16点と一番多く、ついで流紋岩の9点、その他安山岩・黒曜石各4

点、玉髄1点である。

35は彫器状の石器である。厚手の剥片の周縁に調整剥離を施した後、先端から大小合わせて

4条の樋状剥離を施している。

36は打製石斧の頭部と思われ、表面左端には平滑な醸面が残る。

37は上下に広く打痕を残す敵石である。

第10表縄文時代石器群一覧表

番号 器 種 石 材 長(cm)さ 幅(cm) 厚(αn)さ
重量
(g) 

1 石 鍍 チャー ト 2.1 1.6 0.5 1.1 

2 石 量長 流 紋 岩 2.1 1.6 0.4 0.9 

3 石 鍬 流 紋 岩 2.0 1.5 0.6 1.2 

4 石 銀 チャー ト 2.2 1.6 0.5 1.3 

5 石 鉱 チャー 卜 1.6 1.5 0.4 0.6 

6 石 鯨 チャー ト 1.9 1.8 0.4 0.8 

7 石 銀 玉 髄 (2.1) 1.9 0.3 0.9 

8 石 銀 チャー ト 2.4 1.6 0.3 0.9 

9 石 鉱 チャー ト (2.3) 1.5 0.4 1.0 

10 石 鉱 流 紋 岩 2.9 2.2 0.4 1.5 

11 石 鉱 安 山 岩 (2.7) 2.1 0.4 2.1 

12 石 量長 チャー ト (1.6) (1.4) 0.4 0.8 

13 石 銀 流 紋 岩 (1. 7) (1.5) (0.4) 0.6 

14 石 鍛 チャー ト (1. 7) (2.1) 0.5 1.3 

15 石 鍍 チャー ト (2.1) (1. 7) 0.4 1.0 

16 石 鉱 安 山 岩 (2.6) (0.9) (0.4) 0.8 

17 石 鎌 黒 曜 石 (2.2) (1.5) 0.2 0.4 

18 石 量長 流 紋 岩 (2.9) (1. 7) 0.4 1.3 

19 石 鉱 チャー ト (2.3) 1.8 0.3 0.6 

20 石 鍛 チャー ト (2.6) 2.3 0.5 2.1 

21 石 鍍 流 紋 岩 (2.3) (1.6) 0.4 1.1 

22 石 量長 流 紋 岩 2.8 2.0 0.5 1.9 

23 石 銀 流 紋 岩 (3.4) 2.1 0.4 2.3 

24 石 鍍 安 山 岩 3.4 2.0 0.5 2.2 

25 石 鍍 チャー ト (1.9) (1.3) 0.4 0.6 

26 石 銀 チャー ト 2.4 1.5 0.4 0.7 

27 石 銀 黒 曜 石 (2.0) 2.0 0.5 1.8 

28 石 銀 チャー ト 3.5 1.5 0.5 2.0 

29 石 銀 流 紋 岩 3.7 (1.6) 0.4 1.5 

30 石 鉱 チャー ト (2.0) (0.9) 0.3 0.4 

31 石 鉱 安 山 岩 2.2 1.6 0.5 1.7 
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打(剥離角角) 登録番号

2E62-2 

2D19-2 

2C33-2 

6E02-4 

OD98-2-1 

1E61-2 

7D16-2 

2E04-2 

2E76-2-1 

5Cイ002-1

5Eイ002-1

7E04-5 

1D20-2-2 

2D64-2 

表採ー1

2E30-2 

2E58-2-1 

4F-00 

1D05-2-1 

7D39-4 

5Cイ002-2

2Cイ003-0

7D79-4 

8C43-2 

1E52-1 

2E37-2 

7D50-2 

1Ell-2-1 

5D57-1 

5E95-4 

7E04-4 



NO.10遺跡

番号 器 種 石 材 長(cm)さ
幅
厚(cm)さ
重量

打(剥離角角) 登録番号(cm) (g) 

32 石 鍛 チ ャー ト 1.2 1.0 0.4 0.5 2E57-2-1 

33 石 量長 黒 曜 石 (1. 7) (1.2) (0.4) 0.6 6E84-4 

34 石 量藍 屋 曜 石 (0.8) (1. 3) 0.4 0.4 溝5-1

35 彫 器 '干 豆Z 穣 石 2.3 2.0 0.8 3.4 2E66-2-3 

36 f丁 製 石 斧 シル 卜岩 (3.5) (3.5) (1. 0) 13.3 1D 10-2-1 

37 敵 石 砂 正山玉 9.5 6.5 4.2 392.8 6E84-5 

38 最リ 片 黒 曜 石 (1.3) (1. 7) (0.6) 0.9 OD69-2-2 

39 最リ 片 流 紋 岩 1.7 3.8 0.8 5.1 OD78-2 

40 二次加工ある剥片 黒 曜 石 (1.8) (3.1) (0.7) 3.2 OD79-2-1 

41 剥 片 黒 曜 石 (1.3) (2.1) (0.4) 0.7 OD79-2-2 

42 事l 片 流 紋 岩 (2.3) (1. 7) (0.4) 1.4 OD79-2-3 

43 調l 片 流 紋 岩 2.4 1.4 0.7 1.8 OD95-2-3 

44 最リ 片 安 山 岩 (3.0) 2.9 1.0 9.0 OD96-2-1 

45 剥 片 安 山 岩 (2.5) 1.6 0.4 1.3 OD96-2-2 

46 剥 片 流 紋 岩 2.5 3.8 1.7 10.5 OD96-2-8 

47 剥 片 流 紋 岩 3.0 1.5 0.6 2.3 115。 OE71-2-1 

48 二次加工ある剥片 流 紋 岩 (1. 7) (2.5) (1.0) 3.8 OE71-2-3 

49 二次加工ある剥片 黒 曜 石 (2.5) (2.4) (0.8) 3.9 OE80-2-2 

50 剥 片 流 紋 岩 (1.9) (2.4) (1. 2) 3.8 OE80-2-4 

51 剥 片 泥 岩 1.9 4.1 1.3 6.8 o E 92-2 
52 二次加工ある剥片 シ lレ ト岩 1.5 2.1 0.6 1.1 130。 1B54-2 

53 砕 片 黒 曜 石 (1. 0) (0.6) (0.2) 0.1 1C29-1 

54 最リ 片 珪質頁岩 4.1 4.4 1.8 25.5 100" 1 C 29-2 

55 二次加工ある剥片 流 紋 岩 2.2 1.9 0.6 2.4 115" 1 D06-2-1 

56 剥 片 Eゆ、 岩 (2.6) (2.6) (0.7) 3.7 1 D07-2 

57 二次加工ある剥片 流 紋 岩 (2.7) (3.0) (1. 3) 7.7 1D20-2-1 

58 華リ 片 ホルンスェルス (3.2) (4.0) (0.7) 12.3 1D48-2 

59 fiJ 片 黒 曜 石 1.7 1.5 0.4 0.9 115" 1 E01-2 

60 砕 片 石 英 岩 (1.0) (1.3) (0.8) lE75-2 

61 二次加工ある剥片 黒 曜 石 (2.0) (2.6) (0.4) 1.5 1E80-2 

62 製l 片 玉 髄 1.5 2.4 1.3 3.8 1E83-2 

63 二次加工ある剥片 玉 髄 (2.1) (3.7) (1. 3) 11.0 1E84-2-1 

64 剥 片 流 紋 岩 (1. 0) (1. 5) (0.2) 0.4 2 E 03-2-2 

65 二次加工ある剥片 黒 曜 石 (1. 5) (1. 6) (0.6) 1.5 2 E 10-2 

66 最リ 片 玉 髄 3.7 3.4 1.2 12.5 115。 2E24-2-1 

67 二次加工ある剥片 玉 髄 2.2 1.8 0.4 1.2 2E24-2-2 

68 剥 片 流 紋 岩 1.6 1.9 0.6 1.9 90。 2E33-2-1 

69 砕 片 黒 曜 石 (0.6) (0.8) (0.3) 0.1 2E34-2 

70 剥 片 黒 曜 石 (3.2) (1. 2) (0.7) 2.0 2E48-2 

71 二次加工ある剥片 チ ヤー 卜 (0.9) (1.1) (0.7) 1.1 2E57-2-2 

72 砕 片 黒 曜 石 (0.7) (1.0) (0.3) 0.1 2E58-2-2 

73 寺町l 片 チ ャー ト (2.0) (2.2) (0.3) 0.7 2E67-2 

74 砕 片 玉 髄 0.7 1.1 0.2 0.1 2E74-2 

75 fiJ 片 玉 髄 (1.6) (1.9) (0.9) 2.8 2E84-2-1 

76 砕 片 玉 髄 (1.3) (0.9) (0.3) 0.2 2E84-2-2 

77 砕 片 玉 髄 0.5 0.8 0.2 0.05 2E84-2-3 

78 二次加工ある剥片 チ ャー 卜 0.8 1.2 0.3 0.2 115。 2E84-2-4 
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No.10遺跡

番号 器 種 石 材 長(cm)さ
幅 厚さ 重量

(打剥離角角) 登録番号(cm) (cm) (g) 

79 砕 片 玉 髄 (1.0) (1.2) (0.5) 0.4 2E84-2-5 

80 昔日l 片 黒 曜 石 (1.0) (1.5) (0.6) 0.8 3E97-2 

81 二次加工ある剥片 黒 曜 石 (1.8) (1.9) (0.4) 0.8 6E86-1-1 

82 二次加工ある剥片 黒 曜 石 (1.6) (1. 7) (0.4) 0.8 6E86-1-2 

83 吉明j 片 流 紋 岩 1.4 1.1 0.3 0.4 110' 7C59-1 

84 スクレイノfー? チャー ト 1.7 2.2 0.8 3.2 7E11-6 

85 三次加工ある剥片 黒 曜 石 (2.1) (1.5) (0.7) 2.3 130' 溝2-1

86 虫剤l 片 流 紋 岩 (1.7) (2.1) (0.9) 4.2 i蕎3-1(IC 18) 

87 二次加工ある剥片 皇 曜 石 1.3 1.6 0.3 0.5 溝5-2(3E29)
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No.lO遺跡

第3節その他の時代

1 遺構

溝状遺構が7条検出されている(第163図)。

(1) 1 号溝状遺構(第164~166図、図版61)

遺跡南端の8Cグリッドから 8Dグリッドにかけて検出されたもので、東側へ下る地形に沿

って構築されており、等高線とは直交する。長さ70m、上端の幅約2.5~3.5m、下端の幅約

30~100cm、深さ約40~70cmを測る。断面は底部が左右どちらかへ片寄った皿状を呈し、低面に

は複数の段がみられる。この段は数回にわたって作り変えられた結果生じたものと思われ、土

層断面図F-F'の底面の形状並びに覆土における硬く締った土層のあり方などから、少なくと

も3回は作り変えられていることが考えられる。

(2) 2 号溝状遺構(第167~169図、図版62)

遺跡南端に近い7Cグリッドから遺跡で一番高い地点のそばを通り、東部の谷が入り込む4

E グリッドにかけて検出された。等高線とはほぼ直交する。長さ 200m、上端の幅約1.5~2.5

m、下端の幅約25~40cm、深さ約80仰を測る。断面は底面が狭い逆台形を呈する。底面には長

さ約30~80cm深さ1O~25佃程のやや方形に近い形態のピット列が検出された。ピットの間隔は

必ずしも一定ではないが、 1m前後のものが多い。

(3) 3 号溝状遺構(第170~173図、図版63)

遺跡北部の 2Bグリッドから 2Dグリッドにかけて検出されたもので、等高線には概ね沿う

ものとなっている。長さ 160m、上端の幅約2.5~4 m、下端の幅約20~30cm、深さ約50~70仰

を測る。断面は底部が左右どちらかに片寄った皿状を呈し、底面には複数の段がみられるなど、

1号と似た形態をとる。土層断面図K-K'の底面の形状並びに覆土中の硬く締っている土層の

あり方などから、少なくとも 4回は作り変えが行なわれていると考えられる。この 3号は4号・

5号の 2条の溝状遺構と交差しているが、覆土の切り合い関係から 4号及び5号の方が新しい。

(4) 4 号溝状遺構(第174~176 ・ 183図、図版63 ・ 64)

遺跡北西部の 1Bグリッドから東部の谷に接する 3Eグリッドにかけて検出され、概ね等高

線とは直交する。すぐ北側には5・6号の溝状遺構が4号に並んで構築されている。長さ210
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No.lO遺跡
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第164図溝状遺構実測図(1号)(1/80) 
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No.10遺跡

一戸FL 

君、ミ寸→一

，・ a
P・A・

H 

E 41旦f

_， 
』、.暗褐色土層(ローム粒を多量に、炭化粒を少量宮み、柔かい)

2黒褐色土居(ローム粒、暗褐色土を少量宮み、 lより柔かい)

3暗褐色土層(やや褐色が強い.ローム粒を極少量吉む)

4暗褐色土層(小ロームプロック、ロ ム粒を多量に宮む)

5褐色土層(ローム粒とソフトロ ムを極〈少量に宮む、締っている)

6暗褐色土層(ロ ム粒を吉む、黒色土小プロックを少量宮む)

7褐色土層(ローム粒を多量に宮む、硬い)

8暗褐色土居(ローム粒を少量、ソフトロームを多置に吉む、柔かい)

9暗褐芭土層(ローム粒を少量宮む、硬い)

10黒褐色土層(小ロームプロ yク、ローム粒を少量宮む、柔かい)

"暗褐色土層(小ロームプロック、ローム粒、ソフトロ ムを多置

に吉む}

12暗褐色土層(ローム粒、ソフトロ ムを少量吉む、柔かい)

13暗褐色土層(ロームプロ yクを多置に宮む)

14鼎褐色土層(ローム粒を少量官む)
15暗褐色土層(ローム粒を極少量宮む)

16褐芭土層(ソフトロームを多量に宮む、硬〈踊っている1
17晴褐色土層(ローム粒を少量宮む)

18暗褐色土層(ローム粒を少量吉む、 17より褐色が強い)

G 41~~ 

H 41~~ 
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第165図溝状遺構実測図(1号)(1/80) 
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No.10遺跡

岨 r

41.!!!!...~ 

41J1.~' 

8 

J' l 黒褐色土層(ローム粧を極〈少し宮む、ソフトロームを小ブロッ
ツク状に少し宮む、焼土を少し宮む)

2串褐色土層(ローム粧を少し宮配、褐色土を少し宮む)
3暗褐色土居{ローム粧を少し官む、褐色土をプロ yク状に混入する1
4暗褐色土層(ロ ム粒告少し宮む、褐色土を宮む、 3よりやや褐

色が強い)

5暗褐色土居(ローム粒を多〈宮む、固〈しまっている1
6暗褐色土層(ローム粧を少し宮む、 3・4より鼎色が強い}
7鳳褐色土層[ローム粧を極〈少し宮む)
8暗褐色土層(ローム粒を多〈宮む、困〈しまっている)

g暗縄芭土層(ローム粧を極〈少し宮む)
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No.10遺跡
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、ミタ
l暗褐色土層(ローム粒を多量に、炭化物片を少量、黒色土も吉む)

2串褐色土層(ローム粒を多量に宮む)

3暗褐色土層(ソフトロームを極めて多量に、炭化物片も吉む)

4 暗縄色土層(黒色土、ロ ム粒を多量に宮む)

5黒褐色土居(ローム粒毛吉む、民化物片も多量に宮む)
6縄色土居{ソフトローム、小ロームプロックを多量に吉む)

7 黒褐色土層{ロ ム粒を少量宮む)

8黒褐色土層(ローム粒争多量に吉む)

。 2m 

第167図溝状遺構実測図(2号)(1/80) 

q
J
 

ヮ“



E 

¥ 

鴻弁

日

F 
F' 

G 

u
a
H一砂

ω! 

鴻F

No，lO遺跡

一¥_(

E E 42m..~ 

l暗褐色土壇(ローム粒を多量に吉む)

E 黒褐色土層(ロ ム粒を多量に吉ι)

3暗褐色土層(ローム粒を多量に、小ロームブロックを少量吉む)

4暗褐色土居(ロ ム粒を多量に吉む)
5暗褐色土層(ローム粒を多量に、小ロ ムブロック、農化物片を

少量吉む)

6黒褐色土層(ローム粒をやや多量に、炭化物片も少量宮む)

7黒褐色土層(6よりやや黒色が強い、ローム粒を少量、炭化物片
片も宮む)

8暗褐色土層(ローム粒を少量宮む)

9暗褐色土層(ローム粒を多置に、小ロームプロックも吉仁、ポツ

;f，'Jしている)

F 41mf 

六~一

-v-
H 41盟H

2 I 

l黒色土居
2黒褐色土層(ローム粒、ソフトロームを多量に宮む)
3黒褐色土層(ローム粒を少量、ソフトロームをプロ yク状に少量

宮む1
4暗褐色土層(ローム粒を多量に、黒色土を少置吉む)
5暗褐色土眉(ローム粧を多盈に、小ロームプロックを少畳宮む)

6暗褐色土層(ローム粒を少量宮む)
7 黒褐色土層(ローム粒を少量吉む)

8暗褐色土層(ソ7fロームをプロ yク状に宮む)

9黒褐色土層(ローム粒を少量吉む)

10黒縄芭土層{ロ ム粒を少量吉む)

"暗褐色土層(ローム粒を書置に.ロームプロ yクも宮む)

12暗褐色土層(ローム粧を多量に、小ロームプロ yクも少畳宮む)

。 2m 
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No.lO遺跡

K 

-v-¥ 
4ミずJ

l暗縄色土層(ロ ム粒を少畳、ソフトロームも吉む)

Z 串褐色土層(ローム粒を少量宮む;)

3暗褐色土層(ローム組を多量に、小ロ ムブロ yクを少量宮む)

4 黒褐色土層(褐色土を少量宮む、締りがない)

5暗褐色土層(ローム粒脅かなり多量に(3より多<)宮む)

6暗褐色土眉(ローム粧を少量宮む)
7暗褐色土層(ローム粒を多量にブロ yク棋に宮む)上都ではソフ

トロームを多量に宮むが、下方へ行〈につれ減少する)

8暗褐芭土層(ローム粒を少量吉む)

〉母子
K 41畑 K'

--v--
L 41d2..~ 

弐/一

[ M 41'!IL1VI 

ヘ¥ノf

-M' 〉希少
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六~

( 7号)

、'¥J一一
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》ド歩
l暗褐色土層(ローム粒を多量に吉む)

2鼎褐色土居{ローム粒を少量富む)

3黒褐芭土層(ローム粒を多畳に吉む、締っている)
4黒褐色土層(ローム粒を少量宮む)

5黒褐色土層(ローム粒、褐色土を少量吉む)

6暗褐色土居(ローム粒を多量に、小ロームプロックを少量吉む)

7暗褐色土層(ソフトローム、ローム粒を多量に吉む、聖〈締っている)

8黒褐色土層(ローム粒を極〈少量宮む)

9暗褐色土層(縄色土、ローム粒を多量に吉む‘堅〈締っている)

o 2m 
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に
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
を
多
量
に
、
小
ロ
ム
プ
ロ
ッ
ク
も
吉
む
)

目
黒
褐
色
土
層
{
褐
色
土
を
宮
む
、
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
、
小
ロ
ー
ム
ブ
ロ
シ
ク
を
少
量
吉
む
;
)

溝
r
l
4
黒
褐
色
土
層
(
褐
色
土
を
多
量
に
、
ロ
ー
ム
粒
を
極
め
て
多
量
に
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
を
少
量
宮
む
)

~ 
I
 
15
黒
褐
色
土
層
(1
4
よ
り
か
な
り
鼎
色
に
近
い
、
ロ
ム
粒
を
極
〈
少
量
、
褐
色
土
を
少
量
吉
む
)

話
I
16
黒
褐
色
土
層
(1
4
に
組
た
色
調
、
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
吉
む
)

五
l
l
7
黒
帽
色
土
層
(1
5
に
蹴
た
色
調
、
ロ
ム
粒
を
少
量
吉
む
)

18
黒
褐
芭
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
吉
む
、
揖
乱
と
車
わ
れ
る
)

1
黒
褐
色
土
層
(
ロ
ム
粒
を
少
量
曾
む
、
由
乱
ζ
思
わ
れ
る
)

2
暗
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
多
畳
に
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
を
ブ
ロ
ン
ク
状
に
少
量
吉
む
)

3
黒
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
吉
む
)

4
暗
褐
色
土
層
(
ロ
ム
粒
を
多
量
に
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
を
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
多
量
に
吉
み
、
竪
〈
蹄
っ
て
い
る
)

5
暗
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
、
ソ
フ
ト
ロ
ム
を
プ
ロ
y
ク
状
に
多
量
に
宮
み
、
堅
〈
捕
っ
て
い
る
)

世
6
暗
褐
色
土
層
(4
・5
よ
り
黒
色
土
を
多
量
に
、
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
を
多
量
に
宮
み
、
締
っ
て
い
る
)

τr
7
黒
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
極
〈
少
量
宮
む
)

白
I
8
黒
色
土
層
(
7
よ
り
や
や
褐
色
を
少
量
、
ロ
ム
粒
も
少
量
宮
む
)

聖
I
9
黒
褐
色
土
層
(
褐
色
土
を
少
量
、
ロ
ー
ム
粒
も
吉
む
)

ト
4 ヨ



NO.I0遺跡

烹透芳γ14

ゴ
門
一
J

l暗褐色土層(ローム粒を多量に、ソフトロ ムをブロンク状に少

量宮む)

2暗褐色土層(ローム粒を多量に宮む)

3暗褐色土層(ロ ム粧を多量に宮む、ソフトロ ムを上部厚さ 2

-3 cm位に宮んで釘り、竪〈締っている)

4暗褐色土層(ローム粒を多量に吉む、竪〈締っている)

5黒褐色土層(ロ ム粒を少量宮む)

6褐色土層(ローム組、ソフトロームをブロンク状に極めて多盤に
宮み、堅〈構っている)

7鼎色土層(ローム粒を少量吉む)

8暗褐色土層(ローム粒、ソフトロームをブロック状に極めて多量

に吉み、聖〈掛っている)

9暗褐色土層(ローム粒を極めて多量に吉む)

H' 止
が

岨 H'H 

。

岨 r

~一

."....--ー

2m 

慣乱

一¥

¥ぇ

〉φ

J 

溝状遺構実測図(3号)(1/80) 
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No.lO遺跡

X~ 
K 

¥ 

~ 

~ 

「繋診を~

l暗褐色土層(褐色土を多量に含む;、ローム粒、ソフトローム舎多
置に宮む)

2黒掲色土層(褐色土、ローム粒を吉む)
3暗縄色土層(小ロームプロック、ローム粒を極めて多量に宮ι

やや竪〈締っている)

4噌縄色土層(ローム粒を少量宮む)

5暗褐色土層(ローム粒、ソフトロームを 4より多量に宮む)

6暗縄色土屠(ロ ム粒を多量に宮む:、やや堅〈締っている)

一¥ゾ__，--

~ 

L 2m 
ニゴ

第173図溝状遺構実測図(3号)(1/80) 
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NO.IO遺跡

m、上端の幅約1.5""'-'3 m、下端の幅約40""'-' 150cm、深さ約30仰を測る。断面は浅い摺鉢状を呈

する。底面には長さ約 1""'-'3m、深さ約40""'-'80cmのやや方形に近い形態のピット列が検出され

た。ピットの間隔は1.5""'-'2.5mで必ずしも一定していないが、隣合うピットの上端の間隔はほ

ぼ40""'-'50cmとそろっている。また、東端において 6号溝状遺構と重複しているが、土層断面図

H-H'から4号が6号を切って構築されていることがわかる。

(5) 5・6号溝状遺構(第177""'-'183図、図版64)

遺跡の北西部lBグリッドから東部の谷に接する 3Eグリッドにかけて、南側の4号に並ん

だ形で検出された。 5号と 6号は東端近くまで重複しており、長さ210m、上端の幅約2""'-'2.8 

m、下端の幅約15""'-'70側、深さ約50""'-'70仰を測る。断面は西端付近は逆台形状であるが、東端

に近づくにつれて底面が凸凹のある浅い摺鉢状になる。底面には複数の段があり、 3回程作り

変えをしていると思われる。底面には径約50""'-'90叩、深さ約15""'-'20叩程の円形に近いピットが

不規則に並んでいる。また、東端の5・6号が独立したところでは、 5号の規模が上端の幅約

1.7m、下端の幅約30叩、深さ約60cmを測り、断面は摺鉢状を呈する。そして底面には先述のと

同様のピットが検出されている。 6号は上端の幅約1.3m、下端の幅約50倒、深さ約20""'-'30cmを

測り、断面は皿状を呈する。底面には段がみられる。 5・6号の新旧は、土層断面から 6号を

5号が切っていることがわかる。

(6) 7号溝状遺構(第170図)

遺跡北端のoD85グリッドにおいて、 3号溝状遺構に重複した状態で検出された。長さ約3

m、上端の幅30側、下端の幅約10cm、深さ10""'-'15cmを測る。この他未掘であるが南東方向へさ

らに13m程延びていることを確認している。調査の結果3号の底部に繋ると思われ、 3号のう

ちでも初期に構築されたものとほぼ同時期のものと考えられる。

(7) 溝状遺構のまとめ

溝状遺構は 7条検出されたが、いずれも時期を決定出来るような遺物は出土しなかった。 7

条相互の新旧は、その重複関係から 3号より 4""'-'6号は新しく、 6号より 4・5号が新しいと

いえる。また、形態からは小規模な 7号を除き 2つのグループが考えられる。ひとつは底面に

ピットをもたず段を有し、作り変えが行なわれたと思われる 1・3・6号で、もうひとつは底

面にピットを有し明確な段をもたない 2・4・5号である。このうち後者には柵列などの構築

物の存在が推定されるのに対して、前者にはそういうものが見当らず、異った用いられ方をし

たと考えられる。しかし、 5号と 6号がほとんど同じ場所に重複して作られているなど、構築

場所については特に差は感じられない。
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No.10遺跡

ムー事

k グ

l黒色土層(ローム粒を極〈少畳宮む)

Z 黒褐色土層(1に額慨するが、褐色土を少量宮む)

3黒褐色土層(2より多量に縄色土を、ローム粒も少畳吉む)

4黒褐色土層(3よりローム粒を多畳に宮む)
5暗褐色土居(ローム粒を少量と、ソフトロ ム町ブロックを吉む)

6暗褐色土層(ローム粒をやや多置に、 5より多置に褐芭土を吉み、

少し竪〈締っている)

7暗褐色土層(ローム粒をかなり多量に.ソフトロ ムを多置に宮む)

8暗褐色土層(鼎色土、ソフトローム、ローム粒をプロ yク状に宮む)

9晴褐色土居(ローム粒をかなり多量に、小ロームプロックを少量

吉む)

h ・

II 

す<(!

第174図溝状遺構実測図(4号)(1/80) 
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ゆく

¥
 

iロ

ゆ
く

制 口 ω 図

c
 

|ロ

Z 0 ・ 5 岡 山 里 山

"
暗
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
、
褐
色
土
を
多
量
に
吉
む
)

12
暗
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
、
ソ
フ
ト
ロ
ム
状
の
責
掲
色
粘
土
を

下
部
に
多
量
宮
む
)

13
黒
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
宮
む
、
l
よ
り
や
や
褐
色
が
か
る
)

14
暗
褐
色
土
層
(
褐
色
土
、
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
宮
む
)

15
暗
褐
色
土
層
(
褐
色
土
、
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
宮
む
}

16
暗
褐
色
土
層
(
ソ
フ
ト
ロ
ム
、
黄
褐
色
土
、
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
宮
む
)

17
暗
褐
色
土
層
(
褐
色
軸
土
を
極
的
て
多
量
に
、
車
芭
土
を
少
量
に
宮
む
)

18
暗
褐
色
土
層
(
ロ
ム
を
極
酌
て
多
量
に
、
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
宮
む
)

19
黒
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
極
〈
少
量
宮
む
)

1
黒
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
、
褐
色
土
を
極
〈
少
畳
宮
む
)

2
黒
褐
色
土
層
(
褐
色
土
、
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
宮
む
)

3
黒
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
吉
む
;
)

4
暗
褐
色
土
層
(
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
、
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
宮
む
)

5
責
褐
色
土
届
(
黒
色
土
を
少
量
、
下
部
は
黄
褐
色
粘
土
争
少
量
吉
む
)

6
黒
褐
色
土
層
(
ロ
ム
粒
争
少
量
宮
む
、
サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
る
)

7
黒
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
、
褐
色
土
を
少
量
宮
む
)

8
暗
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
、
縄
色
土
を
多
量
に
吉
む
)

9
徹
暗
褐
色
土
層
(
ロ
ー
ム
粒
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
と
暗
褐
色
土
の
混
合
層
)

10
黒
縄
芭
土
層
(
ロ
ム
粒
を
極
酌
て
多
量
に
吉
む
)

g q  

ゆ
く

前 棚 免 脳 部 w m 菖 図 ( 品 岨 ) ( 同 ¥ き )

N お

C
コ

守
也 ヨ



NO.IO遺跡

道

〆

y 
v 

議

-
E割

凶 l

第176図溝状遺構実測図(4号)(1/80) 
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( 6号)

'.，j-

No.lO遺跡

誼位。

送r話 7
Y ち

l暗褐色土層(ロ ム粒を多量に、炭化物を少量宮む)

2黒褐色土層(ローム粒.焼土粒を少量吉む)
3暗褐色土居(ソフトローム、ローム粒を多量宮む)

4 ロ ムブロ yク町中に黒褐色を少量宮む

5暗褐色土層(ソフトローム、ロ ム粒を多量に宮む、やや竪〈崎っ
ている)

6 黒褐色土層(日ーム粒を少畳宮む)

7暗褐色土層(ロ ム粒を多置に、褐芭土を少量宮む)

8晶褐色土居(小ロームプロ yク、ローム粒を多量に吉む;)

祖 r

泳、~

l 黒色土層(ローム粒を少置)

2晶褐色土層(暗褐色土、ローム粒、小ロームプロックを多量に吉
む)

3暗褐色土層(小ロームプロック 1-3酬を少量、ソフトロ ムも
少量宮む1

4 暗褐色土居(ローム粒、小ロームプロァクを多量に宮(;)

。 2m 

第177図溝状遺構実測図(4・5号)(1/80) 

戸

h
d
a
n
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q
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No.lO遺跡

ィFア 2

A 

す

ス~

、グ〆
l 黒褐色土居(ローム粒を多量に、褐色土を少量宮む)

¥ _ 2黒褐色土層(ローム粒を多量に、 lより褐色土を吉む)

宅~3 黒褐色土層(ロ ム粒を少量、褐色土を 2より多量に吉む)
冒~. 4黒筒色土層(ローム粒、褐色土を少量宮む)

- 5暗褐色土層(ローム槌をかなり多置に、小ロームプロンク、褐色
土を少量宮む)

6暗褐色土層(小ロームプロンク、ソフトローム、ローム粒、褐色

土を書置に宮む)

~ 

。 2m 

第178図溝状遺構実測図(5・6号)(1/80) 
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/ 

x 
も

百

E' 

ム子
、ら

No.10遺跡

~ 

~ 

F 調邑F

、もゆPT3

1黒褐色土層(褐色土、ローム粒を少量吉む)
2串褐色土層(ローム粒を多量に、縄色土を lより多量に吉t;)
3暗褐色土層(ロ ム粒を多量に宮む)
4暗褐色土層(ローム粒を多量に、小口 ムプロック争少量吉む)

5暗褐色土層(褐色土を少量、ロ ム粒令多量に吉ι)

6暗褐色土層(ローム粒、ソフトロームを多量に宮む)

。 2m 

第179図溝状遺構実測図(5・6号)(1/80) 
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NO.IO遺跡

/ 

2〆
写

G G' 

G 祖 G'

~ 

t 唖 H'

i晶褐色土層(ローム粒を少量宮み、やや褐色がかる)

E黒色土壇(ローム粒を極〈少量吉む)

3串褐色土層(ローム粒を多量に、ソフトロームを少量ブロック杭
状に宮む)

4褐色土層(黒色土を少量、ローム粒を極めて多置に宮む)

5暗褐色土層(縄芭土を多量に、ローム粒を少量吉む)

6黒縄色土層(ローム粒、ソフトロームを多畳に宮む)

~ 

。 2m 

第180図溝状遺構実測図(5・6号)(1/80) 
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/ 
x 
3 

K' 

No.lO遺跡

J 唱l

K 調;l!L~'

L 組 r
、強~〆

l 黒色土層(ローム粒を極〈少量宮む)

2暗褐色土層(3よりかなり明るい色、ソフトローム、ローム粒を

多量に吉む)

3黒褐色土壇(ローム粒を少量宮む)
4暗褐色土屠(ローム粒を少量、褐色土を小ブロ yク扶に宮む)

5暗褐色土層(3に似た色、褐色土をやや多量にローム粒を多量に

宮みやや竪〈締っている)

ス ¥〆/

さ

。 2m 

第181図溝状遺構実測図(5・6号)(1/80) 
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No.lO遺跡

/ 

:K 
『争

¥ 六f

7吟~

l串褐色土届(ローム粒を少量吉む;)

2暗褐色土層(黒色土、ローム粒を少量宮む)

3黒褐色土層(小ロームプロック、小粘土塊を多量に吉み、ザラザラしている)

4 暗縄芭土層(小粘土プロックを多量に宮み、ザラザラしている)

5暗褐色土層(小口 ムプロック、ローム粒を多量に、小粘土ブロックも少量

宮む)

6黒縄芭土層(小粘土ブロックを多置に、暗褐色土も宮む)
7黒褐色土層(ローム粒を多量に吉み、サラサラした感じ)

8暗褐色土層(黒褐色土を少量、ローム粒を多量に宮む)

9黒褐色土層(ローム粒を極〈少量宮む)

10暗褐色土層(黒褐色土を少量宮み、ロ ム粒を下層に行〈ほど多量に宮む)

P 

~4 

l 黒縄芭土層(ローム粧を少量宮む)

2 黒褐色土層(褐色土、ローム粒を少置宮む)

3晶褐芭土居(褐色土、ローム粒を少量吉む)

4 暗褐色土層(ソフトロームを多量に、褐色土を少量宮ι)

5 暗褐色土層(ロ ムプロ yク、ロ ム粒を多量に宮仁)

。 2m 

第182図溝状遺構実測図(5・6号)(1/80) 
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x
 
も

/
 さ

さ

s
 

舗 同 ∞ ω 図

六
v

落

一
~
一
一
\
ー
/
ー
ー

k u F  

I I 1  I I E  

議 い 克 醐 萌 湘 菖 図 ( 品 ・ ω ・ 。 岨 ) ( 同 ¥ ∞ C )

E、a 己目

Z 0 ・ 8 凶 事

12
黒
褐
色
土
層
(
表
土
層
、
篠
竹
の
棋
が
.
は
び
こ
っ
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NO.I0遺跡

これら 7条の溝状遺構の構築時期及び機能・用途を推定することは困難であるが、この地域

には古くから牧が置かれていたことが知られており、取香牧などは御料牧場として最近まで存

在していた。このことから牧に係わる野馬土手・野馬堀としての堀であった可能性が一番有力

であろうと思われ、 4号と 5・6号などはその中央部に野馬土手が築かれていたとも考えられ

る。

なお、Nu67遺跡では溝状遺構の覆土から土師器がかなり出土しており、古いものでは古墳~平

安時代にまで遡るものがあると思われる。

2 遺物(第184図、図版65)

その他の時代の遺物としては古銭・土師器片などが微量に出土したのみで、溝状遺構との関

連は不明である。

1は弥生土器の小形の椀か鉢の破片と思われる。 2は土師器の小形高杯である。 3-----8は寛

永通宝で一番大きいものは 3で径2.5cmを測り、これのみ裏面上部に「文」の文字がある。

丁。
脅3 0001 

¥一二 ζク¥

静一的 &!も 場一窃5

，葺 5 0001 

ゆ一敬 。-曾
3 E 16 0002 4047 0005 2E50 0001 

。 IOcm 

第184図 その他の時代の遺物実測図 (1/2)
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NO.10遺跡

第 3章小 金士
小口

ここではこれまで述べてきた調査結果に基づいてNo.10遺跡の時代的な変遷を簡単に振り返っ

て結びとしたい。

先土器時代

1期 遺跡南東部にVIII層上部を主体とする第4及び第5炭化物片集中個所が残される。

炭化物片の集中個所については、自然的要因によるとの考えも強く、必ずしも人為的なもの

とは限らないが、石器群とは重複しないまでも石器群の検出される層位とほぼ同層位から検出

されることが多く、少なくともその全てではないにしても人為的に残されたものが多いと考え

る。

2期 遺跡南東部に Sブロックを中心としたVII層主体石器群と第2及び第3炭化物片集中個

所が残される。

3期 遺跡北端部にはRブロックを中心としたIY"，-，YI層主体石器群、遺跡南部には第l炭化

物片集中個所が残される。

4期 遺跡南部に凹層下部を主体とするG"'-'Lの6ブロックからなるブロック群とMブロッ

クが残される。

5期 遺跡南東部にIII層中部~下部を主体とするA"'-'Fブロック及びTブロックが残される。

なおA"'-'Fブロックには小規模ながら醸群が伴う。

6期 遺跡北端部にIII層中部~下部を中心に石刃及び石刃状剥片を主体とする石器群が残さ

れる。

7期 遺跡南端部に凹層中部を主体とする P及びQブロックが残される。

8期 遺跡南東部を中心に皿層上部~上面を主体とする槍先形尖頭器が数点残される。

9期 遺跡北端部と南端部 (N・0ブロック)にIII層上部~上面を主体とする細石刃石器群

が残される。

10期 遺跡北端部と南部にIII層直上を主体とする槍先形尖頭器とピエスエスキーユが残され

る。

縄文時代

早期前半~中葉 遺跡北端部を中心に撚糸文系及び沈線文系の土器片が少量残される。

早期後半 遺跡全体に多数の陥し穴状土墳群がつくられるとともに、遺跡北端部を中心に条

痕文系土器群が残される。
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NO.10遺跡

前期 遺跡北端部を中心に黒浜式や浮島式の土器片が少量残される。

中期遺跡北端部を中心に中期初頭~前半の土器群が残される。

後期遺跡北端部を中心に曽谷式前後の土器片が少量残される。

弥生~奈良・平安時代

ごく微量の土器片が残される。

鎌倉~大正時代

野馬堀と思われる溝状遺構7条と寛永通宝6枚が残される。

昭和時代

開拓農家が畑をつくり桑室と思われる竪穴や芋穴さらにゴミ穴などを残す。

現代

成田空港二期工事区内となり、埋蔵文化財調査が行なわれた後雑草が生い茂り、キジゃうさ

ぎの格好の棲息地となっている。
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「新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書V.lJ正誤表

頁 行 誤 正

25 3 平担面 平坦面

31 5 出入口には 出入口は

79 7 A-1号跡 A-7号跡

79 9 A-1号跡 A-7号跡

90 5 明黄褐ローム層 明黄褐色ローム層

90 6 暗褐帯 暗色帯 . 
94 19 ピエスエスキー ピエスエスキーユ

126 1 剥方 剥片

132 第104図 3段目の左から 2番目486

136 14 再生削片 再生剥片

212 6 色調な 色調は

233 第166図 土層断面図K-K'において 1のすぐ右が9

19と20の
橋本勝雄他(1984)w八千代市権現後遺跡一萱田地区埋

254 
聞に挿入

蔵文化財調査報告書 I一』財団法人千葉県文化財セン
ター

図版32 上段石器番号181，下段石器番号182
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